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An examination whether resilience concept can be applied to school organization: 
Through research reviews of some disciplines with respect to resilience concept 

Shinji Fukuhata  
 
 This study examines whether the concept of resilience can be applied to school organization through research  reviews of 
some disciplines in terms of resilience concept. 
 Resilience is “the ability that can stand up to outward impact and doesn’t lose it’s function and structure”. It is a 
concept applied in the various situations from ecological and social system to organization and individual psychographics. 
This paper investigates whether this concept can comprehensively explain all dynamics of school organization by 
analyzing various factors of resilience concept. 
 In conclusion, this study shows that resilience not only means the concept that presuppose“a crisis”and focus just
“restoration” but also integrates an element of“growing”that denotes development after overcoming such negative event.  
It may also have an impact on its subject in every day life. This paper concludes that the concept of resilience can be 
adapted to school organization under certain conditions.  
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1．はじめに 

 
 これまで、学校経営の文脈において「ビジョンの

設定からその実現にいたるまでのプロセスのマネジ

メント」が学校長の役割として強調される中1、それ

をスローガンとして終わらすことなく実践に結びつ

けるためには、その実相を描き出す必要があると考
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え、「⌮ᛕᾐ㏱過程」というᯟ⤌ࡳでศᯒをヨࡳた。

の中で、「企業経Ⴀ学・学校経Ⴀ学における⌮ᛕᾐࡑ

㏱に㛵するㅖ研究」、「.DUO� (� :HLFN の⤌⧊໬⌮論・

、論に㛵するㅖ研究」に╔┠し⌮ࢢス࣓ー࢟ࣥࣥࢭ

཮方の⌮論の┦㐪Ⅼと実㊶場㠃への᥼⏝ྍ⬟ᛶを᫂

☜にすることで、実際の学校⌧場における⌮ᛕᾐ㏱

過程をより的☜にᢕᥱするためのศᯒࣔࣝࢹのᥦ♧

を┠指した。またࡑの上で、実際のබ❧高校におけ

る校長の⌮ᛕᾐ㏱過程をほᐹする中で、ࡑれらㅖ⌮

論とのᛂ⟅を行い、ࡑの⢭⦓໬と学校⌧場という文

⬦における⌮ᛕᾐ㏱のᥥ෗を┠指した�。 
 しかしながら、研究の課題として、「より長期間の

ㄪᰝのᚲ要ᛶ」と「これまでの⌮ᛕᾐ㏱に㛵するㅖ

⌮論と:HLFN ⌮論との⤫ྜ」の � Ⅼが上がってきた
3が、より᰿本的な課題意㆑としての「上記 � ⌮論の

⤫ྜこࡑが、⤌⧊の意味生成・意思Ỵᐃのືែをㄝ

᫂するに┦ᛂしいものなのかどうか」という問いに

つかることとなった。௬に、୧⌮論の⤫ྜが成ຌࡪ

したとしても、ࡑれは意味生成・意思Ỵᐃにおける

⤌⧊のືែについてㄝ᫂するに␃まり、ࡑうしたࣉ

スが生成する⤖果ᴫᛕについては、別にタᐃすࢭࣟ

るᚲ要ᛶがあると⪃えられる。ࡑうであれば、⤌⧊

のືែからࡑの⤖果までをもໟᣓしたㄝ᫂ᴫᛕ・⌮

論に௦⨨させることの方がより㐺切なのではないか

と⪃えるに⮳った。 
 
���㸬⤌⧊ືែࢆㄝ᫂ࡿࡍᴫᛕࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡢ࡚ࡋ࡜ 
こで一つ取り上げるに್すると⪃えられるᴫᛕࡑ 

として、「ࣞࣜࢪエࣥス（UHVLOLHQFH）」をᣲげる。 
エࣥスとは、➃的にはᯞᘅ（�01�）が͆ඹࣜࢪࣞ 

㏻しているのは「外的な⾪ᧁに⪏え、ࡑれ自身の機

⬟やᵓ㐀をኻわない力」ということです（͇1���0㡫）

と表⌧しているように、ᇶ本的には、あらࡺるࣞ࣋

ࣝのᑐ㇟におけるࡑのᵓ㐀の「ᙉ㠌さ・しなやかさ」

を♧すㄒであるとされており、様ࠎな学問㡿ᇦにお

いて、ಶேの⢭⚄的なࣞ࣋ࣝからᅜᐙ・ඹྠ体ࣞ࣋

ࣝにまでᖜᗈく᥼⏝されているᴫᛕである。特に最

㏆の研究ືྥでは、この「ࣞࣜࢪエࣥス」を㟼的な

ものとしてᤊえることをやめ、ᑐ㇟のືែ全てをໟ

ᣓし、ࡑの⤖果までも♧၀しうるᴫᛕとして෌ᵓ⠏

していること、ࡑして、「࢞ࢿティࣈイ࣋ࣥトからの

り」という特ᐃの᫬Ⅼだけを᝿ᐃするのでは┤ࡕ❧

なく、「日ᖖのࣞࣜࢪエࣥス」というᙧで、ᜏᖖ的な

ᛶ㉁を加味する方ྥで進んでいることが大きな変໬

としてᣲげられる。また、ࣞࣜࢪエࣥスのᑐ㇟とし

ても、ಶேという࣑ࣟࢡとᅜᐙ・ඹྠ体という࣐ࢡ

ࣟだけではなく、「⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥス」というᙧで

一集ᅋࣞ࣋ࣝへの↔Ⅼ໬も┠指されている。 
エࣥスᴫᛕをࣜࢪうしたこともあって、このࣞࡑ 

⏝いて学校⤌⧊をศᯒすることがྍ⬟なのではない

かと思うに⮳ったのである。ణし、これまでの研究

において「⤌⧊」に↔Ⅼ໬してࣞࣜࢪエࣥスを論じ

たものはṤどないこと、特に学校⤌⧊においては皆

無であることを⪃えると、ࡑのᯟ⤌ࡳのᵓ⠏やศᯒ

手ἲはᮍだ᫂らかにはなっていないのが⌧≧である。 
エࣥスᴫᛕにࣜࢪこで本稿では、これまでのࣞࡑ 

㛵するㅖศ㔝での研究をࣞࣗࣅーしていくことによ

って、学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶ

について検討を行い、今後より㐺切なᙧでの᧯作ᴫ

ᛕ໬を┠指すための㊊᥃りとしたい。 
 

���㸬ࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕ࡟㛵ࡿࡍΰ஘  
 先に、ࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義として͆外的な⾪ᧁに

⪏え、ࡑれ自身の機⬟やᵓ㐀をኻわない力 �͇をᣲげ

たが、ࡑのᴫᛕのᤊえ方も、非ᖖに多ᒱにわたって

おり、ࡑれだけでࣞࣜࢪエࣥスの有する多様なഃ

㠃・要⣲全てをゝいᑾくすことはྍ⬟ではない。こ

うしたᐃ義のΰ஘の原ᅉの一つとして、この「ࣞࢪ

ࣜエࣥス」がᗈ⠊ᅖの学問㡿ᇦにおいて౑⏝されて

いることが⪃えられる。例えば、ᑠᯇ原（�013）で

はࡑのⅬを௨下のようにまとめている。 
エࣥスという⏝ㄒはもともと、生ࣜࢪࣞ͆

≀学では外஘にᑐする生ែ⣔の㡹ᙉさ・ᅇ

᚟力を、⢭⚄་学・⮫ᗋᚰ⌮学では࣓ࣥࢱ

ࣝストࣞス⪏ᛶを、ᘓ⠏（ᕤ学）では例え

ばච㟈ᵓ㐀等、ᙎᛶのあるࢩステ࣒ᵓ㐀を

表す⏝ㄒ・ᴫᛕとして⏝いられてきている。

さらには⅏ᐖやᕷ場変໬等にᑐして事業⥅

⥆力のᙉい⤌⧊のことを指すᴫᛕとしても

⏝いられる （͇�� 㡫） 
また、木村（�016）では、加⸨（�00�）と༙⸨ら（�01�）
の研究を紹介しながら、ࣞࣜࢪエࣥスのㄒ※からࡑ
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え、「⌮ᛕᾐ㏱過程」というᯟ⤌ࡳでศᯒをヨࡳた。

の中で、「企業経Ⴀ学・学校経Ⴀ学における⌮ᛕᾐࡑ

㏱に㛵するㅖ研究」、「.DUO� (� :HLFN の⤌⧊໬⌮論・

、論に㛵するㅖ研究」に╔┠し⌮ࢢス࣓ー࢟ࣥࣥࢭ

཮方の⌮論の┦㐪Ⅼと実㊶場㠃への᥼⏝ྍ⬟ᛶを᫂

☜にすることで、実際の学校⌧場における⌮ᛕᾐ㏱

過程をより的☜にᢕᥱするためのศᯒࣔࣝࢹのᥦ♧

を┠指した。またࡑの上で、実際のබ❧高校におけ

る校長の⌮ᛕᾐ㏱過程をほᐹする中で、ࡑれらㅖ⌮

論とのᛂ⟅を行い、ࡑの⢭⦓໬と学校⌧場という文

⬦における⌮ᛕᾐ㏱のᥥ෗を┠指した�。 
 しかしながら、研究の課題として、「より長期間の

ㄪᰝのᚲ要ᛶ」と「これまでの⌮ᛕᾐ㏱に㛵するㅖ

⌮論と:HLFN ⌮論との⤫ྜ」の � Ⅼが上がってきた
3が、より᰿本的な課題意㆑としての「上記 � ⌮論の

⤫ྜこࡑが、⤌⧊の意味生成・意思Ỵᐃのືែをㄝ

᫂するに┦ᛂしいものなのかどうか」という問いに

つかることとなった。௬に、୧⌮論の⤫ྜが成ຌࡪ

したとしても、ࡑれは意味生成・意思Ỵᐃにおける

⤌⧊のືែについてㄝ᫂するに␃まり、ࡑうしたࣉ

スが生成する⤖果ᴫᛕについては、別にタᐃすࢭࣟ

るᚲ要ᛶがあると⪃えられる。ࡑうであれば、⤌⧊

のືែからࡑの⤖果までをもໟᣓしたㄝ᫂ᴫᛕ・⌮

論に௦⨨させることの方がより㐺切なのではないか

と⪃えるに⮳った。 
 
���㸬⤌⧊ືែࢆㄝ᫂ࡿࡍᴫᛕࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡢ࡚ࡋ࡜ 
こで一つ取り上げるに್すると⪃えられるᴫᛕࡑ 

として、「ࣞࣜࢪエࣥス（UHVLOLHQFH）」をᣲげる。 
エࣥスとは、➃的にはᯞᘅ（�01�）が͆ඹࣜࢪࣞ 

㏻しているのは「外的な⾪ᧁに⪏え、ࡑれ自身の機

⬟やᵓ㐀をኻわない力」ということです（͇1���0㡫）

と表⌧しているように、ᇶ本的には、あらࡺるࣞ࣋

ࣝのᑐ㇟におけるࡑのᵓ㐀の「ᙉ㠌さ・しなやかさ」

を♧すㄒであるとされており、様ࠎな学問㡿ᇦにお

いて、ಶேの⢭⚄的なࣞ࣋ࣝからᅜᐙ・ඹྠ体ࣞ࣋

ࣝにまでᖜᗈく᥼⏝されているᴫᛕである。特に最

㏆の研究ືྥでは、この「ࣞࣜࢪエࣥス」を㟼的な

ものとしてᤊえることをやめ、ᑐ㇟のືែ全てをໟ

ᣓし、ࡑの⤖果までも♧၀しうるᴫᛕとして෌ᵓ⠏

していること、ࡑして、「࢞ࢿティࣈイ࣋ࣥトからの

り」という特ᐃの᫬Ⅼだけを᝿ᐃするのでは┤ࡕ❧

なく、「日ᖖのࣞࣜࢪエࣥス」というᙧで、ᜏᖖ的な

ᛶ㉁を加味する方ྥで進んでいることが大きな変໬

としてᣲげられる。また、ࣞࣜࢪエࣥスのᑐ㇟とし

ても、ಶேという࣑ࣟࢡとᅜᐙ・ඹྠ体という࣐ࢡ

ࣟだけではなく、「⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥス」というᙧで

一集ᅋࣞ࣋ࣝへの↔Ⅼ໬も┠指されている。 
エࣥスᴫᛕをࣜࢪうしたこともあって、このࣞࡑ 

⏝いて学校⤌⧊をศᯒすることがྍ⬟なのではない

かと思うに⮳ったのである。ణし、これまでの研究

において「⤌⧊」に↔Ⅼ໬してࣞࣜࢪエࣥスを論じ

たものはṤどないこと、特に学校⤌⧊においては皆

無であることを⪃えると、ࡑのᯟ⤌ࡳのᵓ⠏やศᯒ

手ἲはᮍだ᫂らかにはなっていないのが⌧≧である。 
エࣥスᴫᛕにࣜࢪこで本稿では、これまでのࣞࡑ 

㛵するㅖศ㔝での研究をࣞࣗࣅーしていくことによ

って、学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶ

について検討を行い、今後より㐺切なᙧでの᧯作ᴫ

ᛕ໬を┠指すための㊊᥃りとしたい。 
 

���㸬ࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕ࡟㛵ࡿࡍΰ஘  
 先に、ࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義として͆外的な⾪ᧁに

⪏え、ࡑれ自身の機⬟やᵓ㐀をኻわない力 �͇をᣲげ

たが、ࡑのᴫᛕのᤊえ方も、非ᖖに多ᒱにわたって

おり、ࡑれだけでࣞࣜࢪエࣥスの有する多様なഃ

㠃・要⣲全てをゝいᑾくすことはྍ⬟ではない。こ

うしたᐃ義のΰ஘の原ᅉの一つとして、この「ࣞࢪ

ࣜエࣥス」がᗈ⠊ᅖの学問㡿ᇦにおいて౑⏝されて

いることが⪃えられる。例えば、ᑠᯇ原（�013）で

はࡑのⅬを௨下のようにまとめている。 
エࣥスという⏝ㄒはもともと、生ࣜࢪࣞ͆

≀学では外஘にᑐする生ែ⣔の㡹ᙉさ・ᅇ

᚟力を、⢭⚄་学・⮫ᗋᚰ⌮学では࣓ࣥࢱ

ࣝストࣞス⪏ᛶを、ᘓ⠏（ᕤ学）では例え

ばච㟈ᵓ㐀等、ᙎᛶのあるࢩステ࣒ᵓ㐀を

表す⏝ㄒ・ᴫᛕとして⏝いられてきている。

さらには⅏ᐖやᕷ場変໬等にᑐして事業⥅

⥆力のᙉい⤌⧊のことを指すᴫᛕとしても

⏝いられる （͇�� 㡫） 
また、木村（�016）では、加⸨（�00�）と༙⸨ら（�01�）
の研究を紹介しながら、ࣞࣜࢪエࣥスのㄒ※からࡑ
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れをᢅう学問㡿ᇦのᣑ大とࡑれにకうゎ㔘のΰ஘に

ついて、௨下の㏻り紹介されている。 
͆加⸨は⢭⚄་学の❧場からࣞࣜࢪエࣥス、

ストࣞス、⬤ᙅᛶなどの⏝ㄒをㄒ※からた

どり次のようにᩚ⌮している。ࣞࣜࢪエࣥ

スは、ඖࠎはストࣞス �VWUHVV� とともに≀⌮

学の⏝ㄒであった。ストࣞスは「外力によ

るṍࡳ」を意味し、ࣞࣜࢪエࣥスはࡑれに

ᑐして「外力によるṍࡳを㊴ࡡ㏉す力」と

して౑われጞめた。イࣜࢠスでは 1600 年௦

から「㊴ࡡ㏉る、㊴ࡡ㏉す」の意味で౑⏝

され、1�00 年௦には「ᅽ⦰（FRPSUHVVLRQ）
された後、もとのᙧ、場ᡤにᡠる力、ᰂ㌾

ᛶ」の意味で౑われるようになった。ࣇラ

ࣥスㄒでは「㊴ࡡ㏉る、㊴ࡡ㏉す」を意味

するືモ UHVLOLHU のྂㄒは中世にさかのࡰり、

ラテࣥㄒ UHVLOLUH に⏤᮶し、ㄒ※的には「෌

ྡ。る」を意味したࡡ㊴ࡧ モ UHVLOLHQFH が౑

⏝されるようになったのは最㏆のことであ

り、1�00 年௦に入り≀⌮学のศ㔝で「⾪ᧁ

ᙉさ」の意味で౑⏝されたとㄝ᫂している

（�00�）。 
⥆ステ࣒論のほⅬから㐃ࢩ、かは࡯⸩༙ 

的に⥆く山と㇂の例を♧し、ࣞࣜࢪエࣥス

を「㦁஘・᧠஘などのࢡࢵࣙࢩにᑐしࢩス

テ࣒がྠ一の機⬟・ᵓ成・ࣇィードバࢡࢵ

機ᵓを⥔ᣢするために変໬し、㦁஘・᧠஘

を྾཰して෌ᵓ⠏するࢩステ࣒の⬟力」と

ᐃ義し、≀⌮学から生ែ学をへてࢩステ࣒

論にいたる変㑄を♧している。さらに、ࣞ

エࣥスの⏝ㄒを≀⌮学やᩘ学の世⏺かࣜࢪ

ら生ែ学、ᚰ⌮学、社会経῭をྵࢩࡴステ

࣒論などに㌿⏝したことにより、ゎ㔘にΰ

஘がもたらされているとも指᦬している

（�01�）͇（�� 㡫） 
つまり、ඖࠎ≀⌮学のศ㔝において「反発」に㛵わ

るᴫᛕとしてⓏ場したࣞࣜࢪエࣥスが、ࡑのイ࣓ー

のᗈがりを፹介に、生ែ学においても⏝いられるࢪ

ようになり、ࡑこから᭦にࢩステ࣒やಶேのᚰ⌮⌧

㇟にまでࡑの⠊␪をᣑ大させたことが、ࣞࣜࢪエࣥ

スᴫᛕのゎ㔘にΰ஘をきたしている様子が❚える。 

 こうしたࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの学問㡿ᇦへのᗈがり

をᅗ♧したものがᅗ 1 であり、ྛ学問㡿ᇦにおける

௦表的なᐃ義が表 1 になる。 
 

 
 
【ᅗ㸯】ࣞࣜࢪエࣥスと㛵㐃ศ㔝 

ฟᡤ）木村（�016）�� 㡫をもとに筆者が作成 

 

【表㸯】ࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義 

ฟᡤ）木村（�016）�� 㡫をもとに筆者が加筆・修正 

 

 
ここから見て取れるように、様ࠎな学問㡿ᇦにおい

てᢅわれているࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕであるが、ࡑのど

れにも㏻ᗏしているのは「外的な⾪ᧁからのᅇ᚟・

㐺ᛂ」という要⣲であり、これが⤌⧊のືែをㄝ᫂

するࡑの௚多くのᴫᛕとの大きな㐪いであるとㄒら

れることが多い。ࡑれは、木村（�016）における௨

下のᤊえ方においても᫂らかである。 
͆⎔ቃの変໬にᑐして、ࣞࣜࢪエࣥスのほⅬ

からは次の 3 ㏻りのᑐᛂが⪃えられる。 
 ձ ᢬ᢠ㸸チ容㔞ᣑ大・バ࢓ࣇࢵー機⬟のά 

    ⏝により変໬のᙳ㡪を受けにくくする 
 ղ 㐺ᛂ㸸ࢡࢵࣙࢩを྾཰し、変໬にᑐᛂし 
   本᮶機⬟を⥔ᣢする 
 ճ ㌿᥮㸸┠的㐩成がྍ⬟となるようにࢩス 

ศ㔝㻛ᥦၐ者 定⩏
物理Ꮫ እຊ䛻䜘䜛ṍ䜏䜢㊴䛽㏉䛩ຊ

生ែᏛ 䠄ᅇ᚟䛷䛝な䛟な䜛䜘䛖な）ቃ⏺⥺䜢㉺䛘な䛔⠊ᅖ䛷
䝅䝇䝔䝮䛜⥅⥆ⓗ䛻ኚ໬し䛶㐺ᛂし䛶䛔䛟⬟ຊ

⢭⚄་Ꮫ ⢭⚄⑌ᝈ䛻ᑐ䛩䜛㜵ᚚᅉᏊ䛸᢬ᢠຊ

䝅䝇䝔䝮ㄽ
䠄♫఍⤒῭）

እ䛛䜙䛾ኚື䜔ኚ໬䛻ᑐし䛶䚸䝅䝇䝔䝮䛜཯ᛂし䚸
⾪ᧁ䜢྾཰しな䛜䜙䚸⮬䜙䛾ᶵ⬟䞉ᵓ㐀䜢⥔ᣢ䛩䜛
⬟ຊ

䝺䝆䝸䜶䞁䝇
䜶䞁䝆䝙䜰䝸䞁䜾

⤌⧊䠄あ䜛䛔䛿䝅䝇䝔䝮）䛜እ஘䛻ᑐし䛶な䜛䜉䛟᪩
期䛻ᑐᛂしᙳ㡪䛛䜙ᅇ᚟䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸䝎䜲䝘
䝭䝑䜽なᏳ定ᛶ䛻᭱ᑠ䛾ᙳ㡪し䛛䜒䛯䜙䛥な䛔䜘䛖䛻
䛩䜛⬟ຊ
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     テ࣒を෌ᵓ⠏し新たな⎔ቃにᑐᛂする 
 ௨上よりࣞࣜࢪエࣥスが☜ಖされるしくࡳ

（制度タ計）の要௳は次のように⪃えられる。

ಶேの場ྜではᚰ身ともにバラࣥスがとれて

いる≧ែ、⤌⧊の場ྜには安全ᛶとຠ⋡ᛶの

バラࣥスがとれておりㅖ㈨※をື員した┠ᶆ

㐩成άືがྍ⬟な≧ែ、をᮃましい前ᥦとす

ると、⎔ቃの変໬にᑐして受けるᙳ㡪の程度

を事前にண し、ᙳ㡪の最ᑠ໬（ῶ⅏）のた

めのᑐฎ行ື、ᙳ㡪からのᅇ᚟行ືなどの計

画を準備しておくᚲ要があり、⌧≧ㄆ㆑や事

前の計画が㔜要であࢁう （͇6� 㡫） 
 ణし、先㏙した㏻り、様ࠎな研究の⵳✚によっ

てࣞࣜࢪエࣥスに㛵するࡑうした⊃いᤊえ方は

ྰᐃされつつあり、本稿においても、⥭ᛴ᫬だけ

ではない⤌⧊のືែ全てをໟᣓするᴫᛕとして

の᧯作ᴫᛕ໬を┠指していくこととする。 
 
��3㸬ᮏ✏ࡿࡅ࠾࡟ศᯒどᗙ 
 これまで、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕがどのような学問㡿

ᇦにおいてどういうᐃ義௜けをされたかについてᴫ

ぴしてきた。ࡑの中で、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕが᪤に特

ᐃの学問㡿ᇦという区ศでㄒることがᅔ㞴な࡯どに

ᗈがっており、かつ、㡿ᇦ間をそうᙧで౑⏝されて

いる様子が見て取れた。ࡑこで本稿では、ࣞࣜࢪエ

ࣥスᴫᛕに㛵するㅖ研究をࣞࣗࣅーしていく上で、

学問ศ㔝ごとで見ていくことはせࡎ、別のどⅬでᤊ

え┤すことにする。 
こで参⪃になるのがΎỈ（�01�）における͆「ே」ࡑ 

のどⅬから見たࣞࣜࢪエࣥスと⅏ᐖࣜス࣓ࢪࢿ࣐ࢡ

ࣥトのᵓ㐀との㛵ಀ（͇�0 㡫）というᤊえ方である。

れは、ᅗࡑ � のようなᴫᛕᅗによってㄝ᫂されるも

のである。このᅗは、͆ ே、ᐙ᪘、コ࣑ࣗࢽティ、ᅜ

ࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスの㛵わり、また⌧௦ࣜスࢡ社

会をᏲるためのᅜや地ᇦ・ᅜ際㛵ಀの政策、計画に

㛵わる⅏ᐖࣜス࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡトとの㛵ಀᛶを♧した

もの （͇�0 㡫）であり、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕを特ᐃの

学問㡿ᇦではなく、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᑐ㇟のつᶍ

による区ศがなされている。また、ΎỈは͆このᅗ

では特に、51（ಶே）から5�（ᐙ᪘）、53（コ࣑ࣗ

エࣥࣜࢪれがࣞࡒれࡑ、ティ）、5�（ᅜᐙ）までࢽ

トであることだけでなく、51�5�、5��53、53�5� と

いったようにࡑれࡒれの୺体の「間」、つまり「ቃ⏺

⥺」についても、（中␎）あらࡺる要⣲が⧅げるとい

ったことをྵめてࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁が⤌ࡳいれら

れることの㔜要ᛶがᥥかれています。また、ᅜや地

ᇦ・ᅜ際ࣞ࣋ࣝの⅏ᐖ࣐࣓ࣥࢪࢿト（5�、56）の中

で51、5�、53、5� を㔜どした政策・手⥆きが実᪋

されていなかったり、ࡑれࡒれの政策・手⥆きがバ

ラバラであったり、㐃ືして機⬟しなかったりすれ

ば、5� のᅜのࣞࣜࢪエࣥスにᙳ㡪し、ࡑのᙳ㡪がさ

らに51、5�、53 のࣞࣜࢪエࣥスにᙳ㡪してしまう

ྍ⬟ᛶがあります。ࡑうした≧ἣはேやᐙ᪘、特に

⬤ᙅなேࠎ、恵まれないேࠎあるいはコ࣑ࣗࢽティ

のࣞࣜࢪエࣥスに大きなᙳ㡪をཬࡰします。このよ

うに、ேとࡑの௚の୺体、または⅏ᐖに㛵わる政策・

計画と、ࣞࣜࢪエࣥスの㛵ಀᛶをここでㄞࡳ取るこ

とができます （͇�0��1 㡫）とㄝ᫂するように、ྛ区

ศが⊂❧しているのではなく、区ศ間の㐃㛵も意㆑

していることが大きな特ᚩである。 
 

 
【ᅗ �】「ே」のどⅬから見たࣞࣜࢪエࣥスと⅏ᐖࣜ

ス࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡトのᵓ㐀との㛵ಀ 
ฟᡤ）ΎỈ（�01�）�0 㡫をもとに筆者が作成 
 
 このΎỈのᴫᛕᅗをもとに、本稿のศᯒどᗙをᅗ

♧したものがᅗ 3 である。ここでは、ࣞࣜࢪエࣥス

1�2
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     テ࣒を෌ᵓ⠏し新たな⎔ቃにᑐᛂする 
 ௨上よりࣞࣜࢪエࣥスが☜ಖされるしくࡳ

（制度タ計）の要௳は次のように⪃えられる。

ಶேの場ྜではᚰ身ともにバラࣥスがとれて

いる≧ែ、⤌⧊の場ྜには安全ᛶとຠ⋡ᛶの

バラࣥスがとれておりㅖ㈨※をື員した┠ᶆ

㐩成άືがྍ⬟な≧ែ、をᮃましい前ᥦとす

ると、⎔ቃの変໬にᑐして受けるᙳ㡪の程度

を事前にண し、ᙳ㡪の最ᑠ໬（ῶ⅏）のた

めのᑐฎ行ື、ᙳ㡪からのᅇ᚟行ືなどの計

画を準備しておくᚲ要があり、⌧≧ㄆ㆑や事

前の計画が㔜要であࢁう （͇6� 㡫） 
 ణし、先㏙した㏻り、様ࠎな研究の⵳✚によっ

てࣞࣜࢪエࣥスに㛵するࡑうした⊃いᤊえ方は

ྰᐃされつつあり、本稿においても、⥭ᛴ᫬だけ

ではない⤌⧊のືែ全てをໟᣓするᴫᛕとして

の᧯作ᴫᛕ໬を┠指していくこととする。 
 
��3㸬ᮏ✏ࡿࡅ࠾࡟ศᯒどᗙ 
 これまで、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕがどのような学問㡿

ᇦにおいてどういうᐃ義௜けをされたかについてᴫ

ぴしてきた。ࡑの中で、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕが᪤に特

ᐃの学問㡿ᇦという区ศでㄒることがᅔ㞴な࡯どに

ᗈがっており、かつ、㡿ᇦ間をそうᙧで౑⏝されて

いる様子が見て取れた。ࡑこで本稿では、ࣞࣜࢪエ

ࣥスᴫᛕに㛵するㅖ研究をࣞࣗࣅーしていく上で、

学問ศ㔝ごとで見ていくことはせࡎ、別のどⅬでᤊ

え┤すことにする。 
こで参⪃になるのがΎỈ（�01�）における͆「ே」ࡑ 

のどⅬから見たࣞࣜࢪエࣥスと⅏ᐖࣜス࣓ࢪࢿ࣐ࢡ

ࣥトのᵓ㐀との㛵ಀ（͇�0 㡫）というᤊえ方である。

れは、ᅗࡑ � のようなᴫᛕᅗによってㄝ᫂されるも

のである。このᅗは、͆ ே、ᐙ᪘、コ࣑ࣗࢽティ、ᅜ

ࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスの㛵わり、また⌧௦ࣜスࢡ社

会をᏲるためのᅜや地ᇦ・ᅜ際㛵ಀの政策、計画に

㛵わる⅏ᐖࣜス࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡトとの㛵ಀᛶを♧した

もの （͇�0 㡫）であり、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕを特ᐃの

学問㡿ᇦではなく、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᑐ㇟のつᶍ

による区ศがなされている。また、ΎỈは͆このᅗ

では特に、51（ಶே）から5�（ᐙ᪘）、53（コ࣑ࣗ

エࣥࣜࢪれがࣞࡒれࡑ、ティ）、5�（ᅜᐙ）までࢽ

トであることだけでなく、51�5�、5��53、53�5� と

いったようにࡑれࡒれの୺体の「間」、つまり「ቃ⏺

⥺」についても、（中␎）あらࡺる要⣲が⧅げるとい

ったことをྵめてࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁が⤌ࡳいれら

れることの㔜要ᛶがᥥかれています。また、ᅜや地

ᇦ・ᅜ際ࣞ࣋ࣝの⅏ᐖ࣐࣓ࣥࢪࢿト（5�、56）の中

で51、5�、53、5� を㔜どした政策・手⥆きが実᪋

されていなかったり、ࡑれࡒれの政策・手⥆きがバ

ラバラであったり、㐃ືして機⬟しなかったりすれ

ば、5� のᅜのࣞࣜࢪエࣥスにᙳ㡪し、ࡑのᙳ㡪がさ

らに51、5�、53 のࣞࣜࢪエࣥスにᙳ㡪してしまう

ྍ⬟ᛶがあります。ࡑうした≧ἣはேやᐙ᪘、特に

⬤ᙅなேࠎ、恵まれないேࠎあるいはコ࣑ࣗࢽティ

のࣞࣜࢪエࣥスに大きなᙳ㡪をཬࡰします。このよ

うに、ேとࡑの௚の୺体、または⅏ᐖに㛵わる政策・

計画と、ࣞࣜࢪエࣥスの㛵ಀᛶをここでㄞࡳ取るこ

とができます （͇�0��1 㡫）とㄝ᫂するように、ྛ区

ศが⊂❧しているのではなく、区ศ間の㐃㛵も意㆑

していることが大きな特ᚩである。 
 

 
【ᅗ �】「ே」のどⅬから見たࣞࣜࢪエࣥスと⅏ᐖࣜ

ス࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡトのᵓ㐀との㛵ಀ 
ฟᡤ）ΎỈ（�01�）�0 㡫をもとに筆者が作成 
 
 このΎỈのᴫᛕᅗをもとに、本稿のศᯒどᗙをᅗ

♧したものがᅗ 3 である。ここでは、ࣞࣜࢪエࣥス

� 

学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの検討 

 

のᑐ㇟つᶍを「51㸸ಶேのࣞࣜࢪエࣥス」、「5�㸸⤌

⧊のࣞࣜࢪエࣥス」、「53㸸コ࣑ࣗࢽティのࣞࣜࢪエ

ࣥス」、「5�㸸ᅜᐙࣞࣜࢪエࣥス」、「5�㸸ᅜ際㛵ಀࣞ

の「エࣥスࣜࢪ56㸸生ែ⣔ࣞ」、「エࣥスࣜࢪ 6 つに

区ศしている。また、一⯡的な⤌⧊（企業や学校等）

よりもつᶍの大きい集ᅋ（「53㸸コ࣑ࣗࢽティのࣞ

5�㸸ᅜ際」、「エࣥスࣜࢪ5�㸸ᅜᐙࣞ」、「エࣥスࣜࢪ

㛵ಀࣞࣜࢪエࣥス」）を「社会ࢩステ࣒のࣞࣜࢪエࣥ

ス」としてまとめている。というのも、53ࠥ5� に

㛵してはཝᐦにはࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᢅい方も異な

ってくるのではあるが、⌧ẁ㝵では多くの研究にお

いてṤどまとめられているか、5� と5� に㛵しては

▱見の⵳✚がᑡないことから、3 者のᇶ本要⣲をま

とめるᙧで「社会ࢩステ࣒」としている。 
して、本稿では௨下この区ศにἢったᙧでㅖ研ࡑ 

究をࣞࣗࣅーしていき、学校⤌⧊においてࣞࣜࢪエ

ࣥスᴫᛕが㐺⏝ྍ⬟かどうか、また、ྍ⬟であれば

どういうᐃ義௜けをするᚲ要があるのか、について

の一ᐃの♧၀を得るつもりである。 
 

 
【ᅗ 3】「ᑐ㇟」のどⅬから見たࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの

ᵓ㐀 
ฟᡤ）ΎỈ（�01�）�0 㡫をもとに筆者が作成 
 
�㸬⏕ែ⣔࡟㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 

 まࡎ、前❶ᅗ3において一番ໟᣓ的なᴫᛕである

「56㸸生ែ⣔ࣞࣜࢪエࣥス」に㛵するㅖ研究をࣞࣅ

ࣗーしていく。 

 生ែ⣔ࣞࣜࢪエࣥスに㛵しては、ᯞᘅ（�01�）が

「生ែ⣔と生≀多様ᛶの経῭学」（7((%）�において

ሗ࿌された▱見を௨下の㏻り紹介している。 

͆7((% では、ࣞ エࣥスを「㉁的に異なࣜࢪ

る≧ែに㌿じることなく、ᨩ஘（たとえば

㈈政的༴機、ὥỈ、ⅆ⅏など）にᑐฎする

、ティ、社会ࢽステ࣒（たとえばコ࣑ࣗࢩ

生ែ⣔など）の⬟力」とᐃ義し、「ࣞࣜࢪエ

ࣥスを有するࢩステ࣒は、⾪ᧁや思いがけ

ないฟ᮶事に⪏え、࣓ࢲーࢪを受けた場ྜ、

自ら෌ᵓ⠏できる⬟力をᣢつ。ᚑって、ࣞ

ステ࣒のᣢつ、変໬にࢩ、エࣥスとはࣜࢪ

ᑐᛂする⬟力と発ᒎし⥆ける⬟力である」

としています （͇�6��� 㡫） 

ここでも、ࣞࣜࢪエࣥスのᇶ本要⣲を「変໬へのᑐ

ᛂ・㐺ᛂ」にồめているが、変໬前の≧ែにᡠるだ

けでなく、ࡑれ௨上に発ᒎすることもྵんでいるⅬ

で、᭦なるᴫᛕのᗈがりが☜ㄆできる。 

 また、ᯞᘅは生ែ⣔ࣞࣜࢪエࣥスの要⣲として௨

下の 3 要⣲をᣲげている。（�0��1 㡫） 

 ձ多様ᛶ㸸さまざまな「自ศ」をᣢっていれば、 

  「どれか一つがうまくいかなくても、全体がಽ  

  れてしまうことはない」ᙉさをᣢつことがྍ⬟ 

  になる。 

 ղࣔࣗࢪーࣝᛶ㸸ᬑẁは全体と⦆やかにつながっ 

  ていても、いざというときには、自ศたࡕを全 

  体から切り㞳して、自ศたࡕだけで成り❧つよ 

  うになっているかどうか、ということ。 

 ճᐦ᥋なࣇィードバࢡࢵ㸸ࢩステ࣒のある部ศに 

  ㉳こる変໬を、௚の部ศが感じて反ᛂする㏿さ 

  とᙉさのこと。 

 

���㸬⏕ែ⣔ࣞࢡ࣭ࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇ࡜ࢫ࢚ࣥࣜࢪ  ࣉ࣮ࣝ

 このように、ࣞࣜࢪエࣥスがあるࢩステ࣒では、

ᖖに変໬にᑐᛂできるよう、「要⣲・㈨※の෕長ᛶ、

非⥭ᐦ的ࢵࢿト࣡ーࢡ、㎿㏿な反ᛂ⣔」を有してい

ると⪃えられる。このことを、ᯞᘅは͆ 「ఱかをある

ᖜの中にಖとうとするࣇィードバࢡࢵがしっかりᅇ

っていること」とゝい᥮えることもできます （͇��
㡫）とゝい、生ែ⣔のࢩステ࣒が外部からのᙳ㡪に

1�3
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ᑐしてどのように反ᛂするのかを、ᅗ �・ᅗ � を⏝

いてㄝ᫂する。まࡎ、ᅗ � において͆ある生ែ⣔に

ᑐして、ఱらかの「外部からのᙳ㡪」がཬんだとき

（ձ）、⌧ᅾの≧ែがᝏ໬して（ղ）「正ᖖな≧ែか

らのࣉࢵࣕࢠ」が生じる（ճ）ことがあります。ࡑ

のࣉࢵࣕࢠが「ᅇ᚟作⏝」を生ࡳฟし（մ）、「₯ᅾ

的なᅇ᚟力」があれば「⌧ᅾの≧ែ」はᅇ᚟に⮳り

ます（յ）。このようにして、外からのᨩ஘によって

一᫬的な࣓ࢲーࢪを受けたとしても、ᅇ᚟すること

ができる （͇����� 㡫）と、ㄝ᫂する。つまり、外部

からの⾪ᧁにᑐして、₯ᅾ的なᅇ᚟力（㸻ࣞࣜࢪエ

ࣥス）が高い≧ែであれば、ࢩステ࣒はඖにᡠるこ

とがྍ⬟になるということである。  

 

 

【ᅗ �】外部からのᙳ㡪でᝏ໬した≧ែをඖにᡠす

「ᅇ᚟ࣝーࣉ」 

ฟᡤ）ᯞᘅ（�01�）�� 㡫をもとに筆者が作成 
 
 一方、₯ᅾ的なᅇ᚟力自体が࣓ࢲーࢪを受けてᙅ

まっている（もしくはኻっている）場ྜにおいては、

生ែ⣔ࢩステ࣒におけるࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉは

㈇の㐃㙐に㝗ることになる。ᅗ � によれば、͆「外部

からのᙳ㡪」（ձ）によって、「⌧ᅾの≧ែ」がᝏ໬

し（ղ）、「正ᖖな≧ែからのࣉࢵࣕࢠ」が生じます

（ճ）。とこࢁが、「外部からのᙳ㡪」によって「₯

ᅾ的なᅇ᚟力」がᙅまっている（մ）ため、「ᅇ᚟作

⏝」がప下しており（յ）、「⌧ᅾの≧ែ」をᨵၿす

ることができࡎ、「外部からのᙳ㡪」によって「⌧ᅾ

の≧ែ」はますますᝏ໬し（ն）、₯ᅾ的なᅇ᚟力も

ますますᙅ໬（中␎）（շ）͇（30 㡫）することにな

るとㄝ᫂される。ここでは、₯ᅾ的なᅇ᚟力である

エࣥスがపい≧ែであると、外部からの⾪ᧁࣜࢪࣞ

にᅇ᚟することができないに␃まらࡑ、ࡎのࢩステ

࣒自体が有しているࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉによっ

てよりࢩステ࣒が⬤ᙅになっていくというὶれが見

られる。 

 

 
【ᅗ  「ࣉ㏥ࣝー⾶」エࣥスをᙅめるࣜࢪࣞ【�

ฟᡤ）ᯞᘅ（�01�）�� 㡫をもとに筆者が作成 
 

 このようにࣞࣜࢪエࣥスの高పによってࢩステ࣒

ᅇ᚟のྍྰがỴまることになるわけであるが、ࡑれ

は生ែ⣔ࢩステ࣒には「㜈್」と「非⥺ᙧ的なᛶ㉁」

という特ᚩがあるためであるとᯞᘅはゝう。͆このよ

うな㜈್と非⥺ᙧ的なᛶ㉁があるため、⾶㏥ࣝーࣉ

がാきጞめ、生ែ⣔の₯ᅾ的なᅇ᚟力をᦆないጞめ

ていても、多くの場ྜ、見た┠には問題があること

がわかりません （͇3��33 㡫）。つまり、生ែ⣔ࢩス

テ࣒には、ある一ᐃのࣞ࣋ࣝまではࣞࣜࢪエࣥスに

よるᅇ᚟がྍ⬟であり、ࡑの上㝈（㸻㜈್）を㉸え

る⾪ᧁが外部からもたらされた▐間、「⾶㏥ࣝーࣉ」

にはいってしまうという、非⥺ᙧ的なᛶ㉁があると

いうことである。ࡑして、㜈್を㉸えてしまうと、

ࡑ、に変わり「れまでとはまったく異なる≧ែࡑ͆」

の後もඖにᡠることなく、変わったあとの≧ែで安

ᐃしてしまう͇ 㸦33 㡫㸧ことがあり、これが͆ࣞ

ーࢪ トࣇࢩ࣒・  ͇㸦33 㡫㸧であるとᯞᘅは㏙࡭る。

スを、ᯞᘅは௨ࢭࣟࣉトに⮳るࣇࢩ・ー࣒ࢪのࣞࡑ

下のようにㄝ᫂する（ᅗ 6）。 

͆ある生ែ⣔が安ᐃした≧ែにあるとい

うのは、お᳐の中にࣅー玉が入ってᦂれて

いるようなものです。ࡑのお᳐の中でᦂれ

ることはあっても、お᳐の外に㣕ࡧฟして

しまうことはありません。 
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ᑐしてどのように反ᛂするのかを、ᅗ �・ᅗ � を⏝

いてㄝ᫂する。まࡎ、ᅗ � において͆ある生ែ⣔に

ᑐして、ఱらかの「外部からのᙳ㡪」がཬんだとき

（ձ）、⌧ᅾの≧ែがᝏ໬して（ղ）「正ᖖな≧ែか

らのࣉࢵࣕࢠ」が生じる（ճ）ことがあります。ࡑ

のࣉࢵࣕࢠが「ᅇ᚟作⏝」を生ࡳฟし（մ）、「₯ᅾ

的なᅇ᚟力」があれば「⌧ᅾの≧ែ」はᅇ᚟に⮳り

ます（յ）。このようにして、外からのᨩ஘によって

一᫬的な࣓ࢲーࢪを受けたとしても、ᅇ᚟すること

ができる （͇����� 㡫）と、ㄝ᫂する。つまり、外部

からの⾪ᧁにᑐして、₯ᅾ的なᅇ᚟力（㸻ࣞࣜࢪエ

ࣥス）が高い≧ែであれば、ࢩステ࣒はඖにᡠるこ

とがྍ⬟になるということである。  

 

 

【ᅗ �】外部からのᙳ㡪でᝏ໬した≧ែをඖにᡠす

「ᅇ᚟ࣝーࣉ」 

ฟᡤ）ᯞᘅ（�01�）�� 㡫をもとに筆者が作成 
 
 一方、₯ᅾ的なᅇ᚟力自体が࣓ࢲーࢪを受けてᙅ

まっている（もしくはኻっている）場ྜにおいては、

生ែ⣔ࢩステ࣒におけるࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉは

㈇の㐃㙐に㝗ることになる。ᅗ � によれば、͆「外部

からのᙳ㡪」（ձ）によって、「⌧ᅾの≧ែ」がᝏ໬

し（ղ）、「正ᖖな≧ែからのࣉࢵࣕࢠ」が生じます

（ճ）。とこࢁが、「外部からのᙳ㡪」によって「₯

ᅾ的なᅇ᚟力」がᙅまっている（մ）ため、「ᅇ᚟作

⏝」がప下しており（յ）、「⌧ᅾの≧ែ」をᨵၿす

ることができࡎ、「外部からのᙳ㡪」によって「⌧ᅾ

の≧ែ」はますますᝏ໬し（ն）、₯ᅾ的なᅇ᚟力も

ますますᙅ໬（中␎）（շ）͇（30 㡫）することにな

るとㄝ᫂される。ここでは、₯ᅾ的なᅇ᚟力である

エࣥスがపい≧ែであると、外部からの⾪ᧁࣜࢪࣞ

にᅇ᚟することができないに␃まらࡑ、ࡎのࢩステ

࣒自体が有しているࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉによっ

てよりࢩステ࣒が⬤ᙅになっていくというὶれが見

られる。 

 

 
【ᅗ  「ࣉ㏥ࣝー⾶」エࣥスをᙅめるࣜࢪࣞ【�

ฟᡤ）ᯞᘅ（�01�）�� 㡫をもとに筆者が作成 
 

 このようにࣞࣜࢪエࣥスの高పによってࢩステ࣒

ᅇ᚟のྍྰがỴまることになるわけであるが、ࡑれ

は生ែ⣔ࢩステ࣒には「㜈್」と「非⥺ᙧ的なᛶ㉁」

という特ᚩがあるためであるとᯞᘅはゝう。͆このよ

うな㜈್と非⥺ᙧ的なᛶ㉁があるため、⾶㏥ࣝーࣉ

がാきጞめ、生ែ⣔の₯ᅾ的なᅇ᚟力をᦆないጞめ

ていても、多くの場ྜ、見た┠には問題があること

がわかりません （͇3��33 㡫）。つまり、生ែ⣔ࢩス

テ࣒には、ある一ᐃのࣞ࣋ࣝまではࣞࣜࢪエࣥスに

よるᅇ᚟がྍ⬟であり、ࡑの上㝈（㸻㜈್）を㉸え

る⾪ᧁが外部からもたらされた▐間、「⾶㏥ࣝーࣉ」

にはいってしまうという、非⥺ᙧ的なᛶ㉁があると

いうことである。ࡑして、㜈್を㉸えてしまうと、

ࡑ、に変わり「れまでとはまったく異なる≧ែࡑ͆」

の後もඖにᡠることなく、変わったあとの≧ែで安

ᐃしてしまう͇ 㸦33 㡫㸧ことがあり、これが͆ࣞ

ーࢪ トࣇࢩ࣒・  ͇㸦33 㡫㸧であるとᯞᘅは㏙࡭る。

スを、ᯞᘅは௨ࢭࣟࣉトに⮳るࣇࢩ・ー࣒ࢪのࣞࡑ

下のようにㄝ᫂する（ᅗ 6）。 

͆ある生ែ⣔が安ᐃした≧ែにあるとい

うのは、お᳐の中にࣅー玉が入ってᦂれて

いるようなものです。ࡑのお᳐の中でᦂれ

ることはあっても、お᳐の外に㣕ࡧฟして

しまうことはありません。 

7 
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 とこࢁが、ఱらかの原ᅉでお᳐のᗏがὸ

くなってしまった（ࣞࣜࢪエࣥスをኻった）

≧ែで外的なᙉい力がかかると、ࣅー玉は

お᳐を㣕ࡧฟして、別のお᳐の中で安ᐃし

てしまいます（多くの場ྜ、ඖの≧ែにẚ

てே間にとってᮃましくない≧ែへの࡭

 。（トとなりますࣇࢩ

トは、「外的な力の大きࣇࢩ・ー࣒ࢪࣞ 

さ」と「ࢩステ࣒の内的なࣞࣜࢪエࣥス」

の⤌ྜࡳわせで㉳こります。外的な力が大

きくても、ࢩステ࣒の内的なࣞࣜࢪエࣥス

がᙉければ、ࣞ トは㉳きませࣇࢩ・ー࣒ࢪ

ん。㏫に、生ែ⣔の内的なࣞࣜࢪエࣥスが

ᙅっている≧ែでは、ࡑれまでは問題なく

྾཰できていたᑠさな外的なᨩ஘でも、ࣞ

ーࢪ �トが㉳こってしまいます（͇3ࣇࢩ࣒・
㡫） 

 

 
【ᅗ  スࢭࣟࣉトに⮳るࣇࢩ・ー࣒ࢪࣞ【6

ฟᡤ）ᯞᘅ（�01�）3� 㡫をもとに筆者が加筆・修正 
 

また、ᯞᘅはここまでの㆟論と:DONHU ���00� か࡯
の研究をᇶに、㔜要なࣞࣜࢪエࣥスのᒓᛶとして௨

下のᅄつをᣲげている。（3��36 㡫） 

 ձチ容度（/DWLWXGH） 
 ⬟ステ࣒が、ྠじ≧ែの中で෌⤌⧊໬できるࢩ  
  力をኻわࡎに、最大どのくらい変໬できるか。 

  お 6᳐のᖜのこと。 
 ղ᢬ᢠ力（5HVLVWDQFH） 
ステ࣒を変える㞴᫆度。おࢩ   �᳐の῝さ。 
 ճ༴㝤ᛶ（3UHFDULRXVQHVV） 
 の一⥺を㉸えればࡑ、ステ࣒の⌧ᅾの㌶㊧はࢩ  

  ෌⤌⧊໬が㞴しくまたは不ྍ⬟になる㜈್にど 

  れ࡯ど㏆࡙いているか。 

 մ㝵ᒙᶓ᩿的な㛵ಀᛶ（&URVV�VFDOH UHODWLRQV） 

  これら୕つのᒓᛶがどのように、㛵ᚰのある㝵 

  ᒙの上下の㝵ᒙの下఩ࢩステ࣒の≧ែやࢲイࢼ 

 。スにᙳ㡪されるかࢡ࣑  

 ここまでをまとめると、生ែ⣔ࢩステ࣒にᑐして

外部からᙳ㡪・⾪ᧁがあった際に、ࡑのࢩステ࣒の

有するࣞࣜࢪエࣥスの度ྜいによって、ࡑれまでの

≧ែにᅇ᚟することができるのか、あるいは、ࣞࢪ

ー࣒・ࣇࢩトを㉳こし、不ྍ㏫的な変໬を㐙げてし

まうのかがỴまってしまうというࢲイࢡ࣑ࢼスを᝿

ᐃすることができる�。 
 
���㸬ᕤ学ⓗࣞ࡜ࢫ࢚ࣥࣜࢪ⏕ែ学ⓗࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 
 次に、これまでㄝ᫂されてきた生ែࢩステ࣒には、

 エࣥス（HQJLQHHULQJࣜࢪの特ᛶとして「ᕤ学的ࣞࡑ
UHVLOLHQFH）」と「生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥス（HFRORJLFDO 
UHVLOLHQFH）」の � つのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕがあるとሷ

ᓮ・加⸨（�01�）では㏙࡭られている。 
 ୧ᴫᛕのㄝ᫂は次のようになされている。 
 まࡎは͆平⾮≧ែ（HTXLOLEULXP）にあるࢩステ࣒

を᝿ᐃすると、⎔ቃ変໬にᑐしてࢩステ࣒は次の �
つの変໬のうࡕいࡎれかのᣲືを♧すとされる͇

（�1� 㡫）�。 
ձࢩステ࣒は全くᙳ㡪を受けࡎ変໬しない。 
ղࢩステ࣒は変໬するがすࡄに平⾮≧ែへと 
 ᡠる。 
ճࢩステ࣒が変໬し、別の特㉁を有する安ᐃな 
 ≧ែへと変㉁してしまう。 
մࢩステ࣒はᖖにᦂれືき、不安ᐃな≧ែとな 
 る。 

ここで、ᕤ学的ࣞࣜࢪエࣥスは͆ 上記の（�）の≧ែ、

つまり平⾮≧ែの㏆ഐにある≧ែにいて㔜要となる

特㉁であり、「一᫬的な⎔ቃ変໬の後、ࢩステ࣒が平

⾮≧ែへとᡠる⬟力」とᐃ義されている。また、ᕤ
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学的ࣞࣜࢪエࣥスは、平⾮≧ែにᡠる㏿度によって

 ᐃされる （͇�1���1� 㡫）。また、生ែ学的ࣞࣜࢪ

エࣥスは͆「ࢩステ࣒がࡑのㄝ᫂変ᩘの変໬を྾཰し、

ᣢ⥆し⥆ける⬟力」、つまり、ࢩステ࣒が⎔ቃ変໬を

受けた際、ࡑの୺要なᛶ㉁を⥔ᣢする⬟力である。

生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥスは、ࢩステ࣒が別の安ᐃ㡿ᇦ

に変㉁するまでにチ容することができる⎔ቃ変໬の

大きさによって ᐃされる （͇�1� 㡫）とㄝ᫂されて

いる。ࡑして、͆あるࢩステ࣒が⎔ቃ変໬のᙳ㡪を受

けて、⌧≧の安ᐃ㡿ᇦを㉸えて変໬し、別のᛶ㉁を

有する≧ែへと変㉁してしまう⌧㇟は「ࣞࢪー࣒・

ーࢪト（UHJLPH VKLIW）」と࿧ばれている。一度ࣞࣇࢩ

トが生じると、ᚑ前の安ᐃ㡿ᇦにᡠることࣇࢩ・࣒

はᅔ㞴であると⪃えられており、ࢩステ࣒をᮃまし

い安ᐃ㡿ᇦに⟶⌮する上で、ࣞࢪー࣒・ࣇࢩトが生

じる≧ἣࣉ、 �スのᢕᥱが㔜要となる（͇�1ࢭࣟ 㡫）。 
 ここでは、これまでࣞࣜࢪエࣥスを有する生ែࢩ

ステ࣒の特ᚩであった「外部からの⾪ᧁにᑐして、

る」というᛶ㉁は、ᕤ学的┤ࡕ❧れまでの≧ែにࡑ

エࣥスとしてᤊえられており、「多ᑡの変໬はࣜࢪࣞ

チしつつ、ࡑのࢩステ࣒において᰾となる要⣲は⥔

ᣢし⥆ける」ᛶ㉁を新たに生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥスと

して区別していることがわかる。ࡑして、生ែ学的

エࣥスにおいてチ容されている㜈್すら㉸えࣜࢪࣞ

てしまうことがࣞࢪー࣒・ࣇࢩトであり、ࡑれは不

ྍ㏫的なものであることが♧されている。 
 このように、生ែࢩステ࣒においてはࡑのࢩステ

࣒を⥔ᣢするためにはࣞࣜࢪエࣥスがᚲ要であり、

有するࣞࣜࢪエࣥスがつᐃする㜈್を㉸えた⾪ᧁが

外部から加えられた際に、不ྍ㏫的な変໬を㉳こす

スがࢭࣟࣉが発生するという「トࣇࢩ・ー࣒ࢪࣞ」

᝿ᐃできる。ここには、やはりこれまでの㆟論㏻り、

エࣥスを「外部からの⾪ᧁにどうᑐᛂするか」ࣜࢪࣞ

というどⅬがⰍ⃰く反ᫎしていることが見て取れる。

ణし、先にも㏙࡭たように、⌧≧᚟ᖐだけではなく

こからの発ᒎまでど㔝にྵめた㆟論もฟてきていࡑ

ることにὀ意がᚲ要である。 
 
 
 
 

3㸬♫఍࡟࣒ࢸࢫࢩ㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 

 次に、社会ࢩステ࣒（「53㸸コ࣑ࣗࢽティのࣞࢪ

ࣜエࣥス」、「5�㸸ᅜᐙࣞࣜࢪエࣥス」、「5�㸸ᅜ際㛵

ಀࣞࣜࢪエࣥス」）に㛵する研究をࣞࣗࣅーしていく。

まࡎは、社会ࢩステ࣒全体に㛵してゝཬしているも

のから見ていく。 

 志㈡（�016）は、社会ࢩステ࣒全体において、ࣞ

をᅗࣥࣙࢩࢡなアࠎエࣥスを高めるための様ࣜࢪ �
としてまとめている10。ᅗ � では、社会ࢩステ࣒の

㔜要なᵓ成アࢱࢡーとして「ಶே」「自↛⎔ቃ」「�地

ᇦ�社会」「生⏘⎔ቃ」のᅄ者をタᐃし、ࡑれをࣟー

࢝ࣝ（㸻コ࣑ࣗࢽティ）ࣞ࣋ࣝからᅜ際ࣞ࣋ࣝまで

の࢞バࣥࢼスのᗈがりでᤊえている。ࡑの上で、ྛ

アࢱࢡーにおいてのࣞࣜࢪエࣥスྥ上アࣥࣙࢩࢡが

ᩚ⌮されている。ල体的には、社会ࢩステ࣒におけ

るࣞࣜࢪエࣥス要⣲として、「経῭生άの࣏ート࢛ࣇ

ࣜ࢜の多様໬」「生ែ⣔の㇏かさの⥔ᣢ」「正当ᛶ・

ໟᣓ的࢞バࣥࢼスᵓ㐀と社会㈨本」「ᣢ⥆ྍ⬟な฼⏝

を㏻じての生ែ的機⬟の⥔ᣢ・ᙉ໬」がᣲげられ、

こうしたㅖ要⣲をྥ上させていくためのアࣥࣙࢩࢡ

として、社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでの「社会的学⩦のᕷ

Ẹࢵࢿト࣡ーࢡのᗈがり」「ᣢ⥆ྍ⬟な฼⏝を㏻じて

の生ែ的機⬟の⥔ᣢ・ᙉ໬」「⤫ྜ的なᛂ⟅のための

⤌⧊ྠ士のᶫΏし」「生ែ⣔のຎ໬をもたらすṍんだ

イࣥࣥࢭティࣈのᅇ㑊／ࡑの意㆑ྥ上」「協力者・寄

௜者等への㐺切なᑐᛂを㏻じた᚟興ࢭࣟࣉスのᙉ໬」

が有ຠであるとされる。また、こうしたアࣥࣙࢩࢡ

を෇⁥に進めるためには、「ேⅭ的原ᅉによるࣜスࢡ

㍍ῶ」というどⅬが不ྍḞであると⪃えられている。

ここでは、ࣞࣜࢪエࣥスᙉ໬のためには、ᣢ⥆的な

アࣥࣙࢩࢡがᚲ要であることがᙉㄪされており、ࡑ

うした日ࠎの取り⤌ࡳが社会ࢩステ࣒の安ᐃに㈉⊩

しているという、「༴機にᑐするᛂ⟅」というこれま

での多くのࣞࣜࢪエࣥスゎ㔘よりもど㔝のᗈいᤊえ

方がᥦ♧されている。 

1�6
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学的ࣞࣜࢪエࣥスは、平⾮≧ែにᡠる㏿度によって

 ᐃされる （͇�1���1� 㡫）。また、生ែ学的ࣞࣜࢪ

エࣥスは͆「ࢩステ࣒がࡑのㄝ᫂変ᩘの変໬を྾཰し、

ᣢ⥆し⥆ける⬟力」、つまり、ࢩステ࣒が⎔ቃ変໬を

受けた際、ࡑの୺要なᛶ㉁を⥔ᣢする⬟力である。

生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥスは、ࢩステ࣒が別の安ᐃ㡿ᇦ

に変㉁するまでにチ容することができる⎔ቃ変໬の

大きさによって ᐃされる （͇�1� 㡫）とㄝ᫂されて

いる。ࡑして、͆あるࢩステ࣒が⎔ቃ変໬のᙳ㡪を受

けて、⌧≧の安ᐃ㡿ᇦを㉸えて変໬し、別のᛶ㉁を

有する≧ែへと変㉁してしまう⌧㇟は「ࣞࢪー࣒・

ーࢪト（UHJLPH VKLIW）」と࿧ばれている。一度ࣞࣇࢩ

トが生じると、ᚑ前の安ᐃ㡿ᇦにᡠることࣇࢩ・࣒

はᅔ㞴であると⪃えられており、ࢩステ࣒をᮃまし

い安ᐃ㡿ᇦに⟶⌮する上で、ࣞࢪー࣒・ࣇࢩトが生

じる≧ἣࣉ、 �スのᢕᥱが㔜要となる（͇�1ࢭࣟ 㡫）。 
 ここでは、これまでࣞࣜࢪエࣥスを有する生ែࢩ

ステ࣒の特ᚩであった「外部からの⾪ᧁにᑐして、

る」というᛶ㉁は、ᕤ学的┤ࡕ❧れまでの≧ែにࡑ

エࣥスとしてᤊえられており、「多ᑡの変໬はࣜࢪࣞ

チしつつ、ࡑのࢩステ࣒において᰾となる要⣲は⥔

ᣢし⥆ける」ᛶ㉁を新たに生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥスと

して区別していることがわかる。ࡑして、生ែ学的

エࣥスにおいてチ容されている㜈್すら㉸えࣜࢪࣞ

てしまうことがࣞࢪー࣒・ࣇࢩトであり、ࡑれは不

ྍ㏫的なものであることが♧されている。 
 このように、生ែࢩステ࣒においてはࡑのࢩステ

࣒を⥔ᣢするためにはࣞࣜࢪエࣥスがᚲ要であり、

有するࣞࣜࢪエࣥスがつᐃする㜈್を㉸えた⾪ᧁが

外部から加えられた際に、不ྍ㏫的な変໬を㉳こす

スがࢭࣟࣉが発生するという「トࣇࢩ・ー࣒ࢪࣞ」

᝿ᐃできる。ここには、やはりこれまでの㆟論㏻り、

エࣥスを「外部からの⾪ᧁにどうᑐᛂするか」ࣜࢪࣞ

というどⅬがⰍ⃰く反ᫎしていることが見て取れる。

ణし、先にも㏙࡭たように、⌧≧᚟ᖐだけではなく

こからの発ᒎまでど㔝にྵめた㆟論もฟてきていࡑ

ることにὀ意がᚲ要である。 
 
 
 
 

3㸬♫఍࡟࣒ࢸࢫࢩ㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 

 次に、社会ࢩステ࣒（「53㸸コ࣑ࣗࢽティのࣞࢪ

ࣜエࣥス」、「5�㸸ᅜᐙࣞࣜࢪエࣥス」、「5�㸸ᅜ際㛵

ಀࣞࣜࢪエࣥス」）に㛵する研究をࣞࣗࣅーしていく。

まࡎは、社会ࢩステ࣒全体に㛵してゝཬしているも

のから見ていく。 

 志㈡（�016）は、社会ࢩステ࣒全体において、ࣞ

をᅗࣥࣙࢩࢡなアࠎエࣥスを高めるための様ࣜࢪ �
としてまとめている10。ᅗ � では、社会ࢩステ࣒の

㔜要なᵓ成アࢱࢡーとして「ಶே」「自↛⎔ቃ」「�地

ᇦ�社会」「生⏘⎔ቃ」のᅄ者をタᐃし、ࡑれをࣟー

࢝ࣝ（㸻コ࣑ࣗࢽティ）ࣞ࣋ࣝからᅜ際ࣞ࣋ࣝまで

の࢞バࣥࢼスのᗈがりでᤊえている。ࡑの上で、ྛ

アࢱࢡーにおいてのࣞࣜࢪエࣥスྥ上アࣥࣙࢩࢡが

ᩚ⌮されている。ල体的には、社会ࢩステ࣒におけ

るࣞࣜࢪエࣥス要⣲として、「経῭生άの࣏ート࢛ࣇ

ࣜ࢜の多様໬」「生ែ⣔の㇏かさの⥔ᣢ」「正当ᛶ・

ໟᣓ的࢞バࣥࢼスᵓ㐀と社会㈨本」「ᣢ⥆ྍ⬟な฼⏝

を㏻じての生ែ的機⬟の⥔ᣢ・ᙉ໬」がᣲげられ、

こうしたㅖ要⣲をྥ上させていくためのアࣥࣙࢩࢡ

として、社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでの「社会的学⩦のᕷ

Ẹࢵࢿト࣡ーࢡのᗈがり」「ᣢ⥆ྍ⬟な฼⏝を㏻じて

の生ែ的機⬟の⥔ᣢ・ᙉ໬」「⤫ྜ的なᛂ⟅のための

⤌⧊ྠ士のᶫΏし」「生ែ⣔のຎ໬をもたらすṍんだ

イࣥࣥࢭティࣈのᅇ㑊／ࡑの意㆑ྥ上」「協力者・寄

௜者等への㐺切なᑐᛂを㏻じた᚟興ࢭࣟࣉスのᙉ໬」

が有ຠであるとされる。また、こうしたアࣥࣙࢩࢡ

を෇⁥に進めるためには、「ேⅭ的原ᅉによるࣜスࢡ

㍍ῶ」というどⅬが不ྍḞであると⪃えられている。

ここでは、ࣞࣜࢪエࣥスᙉ໬のためには、ᣢ⥆的な

アࣥࣙࢩࢡがᚲ要であることがᙉㄪされており、ࡑ

うした日ࠎの取り⤌ࡳが社会ࢩステ࣒の安ᐃに㈉⊩

しているという、「༴機にᑐするᛂ⟅」というこれま

での多くのࣞࣜࢪエࣥスゎ㔘よりもど㔝のᗈいᤊえ

方がᥦ♧されている。 

� 

学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの検討 

 

 
【ᅗ ࢡのアࣝ࣋ࣞࢳエࣥスを高める࣐ࣝࣜࢪࣞ【�

 ࣥࣙࢩ

ฟᡤ）志㈡（�016）300 㡫をもとに筆者が作成 

 

 次に、ㅖ研究における「社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでの

 。エࣥスᵓ成要⣲」を検討していくࣜࢪࣞ

 まࡎ✄ᇉ（�01�）では͆多くのศ㔝でᢅわれるࣞ

ステ࣒には、いくつかのඹ㏻特ᚩがࢩエࣥトなࣜࢪ

ある͇とした上で、ࡑれらを௨下の㏻りㄝ᫂してい

る。（��1���� 㡫） 

ձ多様ᛶの☜ಖと」㞧さの⥔ᣢ 

ղ中程度ᨩ஘のᐶ容ᛶと⪏ᛶのᙉ໬ 

  Ѝ大つᶍなᨩ஘は、ࢩステ࣒の⣔ࡑのも 

 のをᾘኻさせるᜍれがあるが、中つᶍか 

 らᑠつᶍまでのᨩ஘要ᅉは、ࡴしࢁ生ែ 

 ⣔を」㞧にし、ࡑの⪏ᛶをᙉめる。 

ճ୪行ศᩓᆺࢵࢿト࣡ーࢡの☜ಖ 

  Ѝ多くのࢩステ࣒では、一部のࢵࢿト࣡ 

 ーࢡ㞀ᐖによってࢩステ࣒全体がᔂቯに 

 ⮳ることがないように、」ྜศᩓᆺの機 

 。ステ࣒として作ືしているࢩ⬟ 

մ௦᭰ࢵࢿト࣡ーࢡの☜ಖ 

յ中ᯡ制ᚚ⣔の不ᅾ 

ն༢㞳ྍ⬟ᛶのྫྷ味 

  Ѝࢵࢿト࣡ーࢡに㞀ᐖが㉳きた場ྜ、௚ 

 の機⬟ࢵࢿト࣡ーࢡにどのようなᙳ㡪が 

 ฟるのか、もしくは༢㞳ྍ⬟なᒁᡤࢵࢿ 

 ト࣡ーࢡにすぎないのかを࣑ࣞࣗࢩート 

 している。 

շ෕長ᛶのά⏝ 

  Ѝ෕長で無㥏なものを⥔ᣢするには、ࡑ 

 れなりのコストがかかるが、ࡑれを見㎸ 

 んでもなおࣞࣜࢪエࣥトなࢩステ࣒をᙧ 

 成することを、自↛はᡓ␎として㑅ᢥし 

 てきている。 

多くのࢩステ࣒においては、ㅖ要⣲が」㞧なࢿ

によって㐃㛵しているため、一部にࢡト࣡ーࢵ

ᑐする外的⾪ᧁでも、ࢩステ࣒全体にᙳ㡪する

ことがありうる。ここでは、ࡑうした≧ἣはࣞ

うした≧ἣをできࡑ、エࣥスがపいとᤊえࣜࢪ

るだけ㉳こりにくくするために、ࢵࢿト࣡ーࢡ

がศᩓしているか、ࢵࢿト࣡ーࢡがᒁᡤ的に集

中している部ศがないか、෕長ᛶは担ಖされて

いるか、という「多様なࢵࢿト࣡ーࢡ経㊰のಖ

ᣢ」というどⅬが♧されている。 

 次に、ᯞᘅ（�01�）では、:DONHU DQG 'DYLG（�006）
の研究をᇶに、社会－生ែ⣔ࢩステ࣒のࣞࣜࢪエࣥ

スをつくりฟすためにᚲ要な特ᚩやഃ㠃を、「ࣞࣜࢪ

エࣥスのある世⏺が大事にするもの」として௨下஑

つᣲげている。（�0��� 㡫） 

 ձ多様ᛶ㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世⏺は、あらࡺる 

  ᙧែの（生≀学的、地ᙧ的、社会的、経῭的） 

  多様ᛶをಁ進し、⥔ᣢする。 

 ղ生ែ的なばらつき㸸ࣞ  、エࣥスのある世⏺はࣜࢪ

  生ែ的なばらつきを制ᚚしῶらࡑうとするので 

  はなく、生ែ的なばらつきを受け入れ、ά⏝す  

  る。 

 ճࣔࣗࢪーࣝᛶ㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世⏺は、ࣔ 

 。ーࣝになっているᵓ成要⣲からできているࣗࢪ  

 մࡺっくりと変໬する変ᩘをㄆ㆑する㸸ࣞࣜࢪエ 

  ࣥスのある世⏺の政策は、㜈್に㛵㐃するࠦࡺ 

  っくりと変໬するࠨ⟶⌮変ᩘにὀ┠する。 

 յ⥭ᐦなࣇィードバࢡࢵ㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世 

  ⏺には、⥭ᐦな（しかし⥭ᐦすぎない）ࣇィー 

  ドバࢡࢵがある。 

 ն社会㛵ಀ㈨本㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世⏺は、ಙ 

  㢗とよくᵓ⠏されたࢯーࣕࢩ  、ࢡト࣡ーࢵࢿࣝ・

  ࣜーࢲーࣉࢵࢩをಁす。 

 շイノ࣋ーࣙࢩ 㸸ࣥࣞ  、エࣥスのある世⏺ではࣜࢪ

157

学ᰯ⤌⧊࡬のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの᳨ウ
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  学⩦、実験、ࣟー࢝ࣝにつくられたࣝーࣝ、変 

  ໬を受け入れることを㔜どする。 

 ո࢞バࣥࢼスの㔜」㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世⏺の 

  機㛵や制度は、࢞バࣥࢼスᵓ㐀にࠦ㔜」ࠨがあ 

  る。 

 չ生ែ⣔ࢧーࣅス㸸ࣞ  、エࣥスのある世⏺ではࣜࢪ

  㔠㖹ではホ౯できない生ែ⣔ࢧーࣅスのす࡭て 

  もྵめて、開発のᥦ᱌やホ౯を行う。 

ここでは、先の✄ᇉ（�01�）がᣲげた「多様ᛶ・෕

長ᛶ」の要⣲に加え、不ྍ㏫的なࣞࢪー࣒・࢙ࣥࢳ

うとする変໬にᑐするどⅬを有するこࡑをもたらࢪ

と、過度に⥭ᐦにならないようなつながり・ࢵࢿト

࣡ーࢡをᵓ⠏しておくことのᚲ要ᛶが♧されている。 

 ሷᓮ・加⸨（�01�㸸1� 㡫）では、+ROOLQJ（1��3）
においてᥦၐされた「生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥス」のᴫ

ᛕが、社会生ែࢩステ࣒、社会ࢩステ࣒のศ㔝にも

ᚎࠎに㐺⏝されるようになったことで、ᴫᛕのᣑᙇ

が見られると㏙࡭ている。また、社会生ែࢩステ࣒

ศ㔝におけるࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義について、（1）ࢩ

ステ࣒がᵓ㐀や機⬟を⥔ᣢྍ⬟なままチ容できる変

໬の⥲㔞、（�）ࢩステ࣒が自ᕫ⤌⧊໬する⬟力、（3）
ステ࣒の学⩦・㐺ᛂ⬟力、のࢩ 3 つ11を紹介してい

る。また、社会ࢩステ࣒のศ㔝では、$GJHU（�000）
が社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでのࣞࣜࢪエࣥスに╔┠し、

これを「社会的ࣞࣜࢪエࣥス�VRFLDO UHVLOLHQFH�」と࿧

社会的、政治的、⎔ቃ的な変໬の⤖果として生͆、ࡧ

じた外的なストࣞスや変໬にᑐฎする集ᅋ、コ࣑ࣗ

�ティの⬟力（͇�1ࢽ 㡫）とᐃ義している。また、&XWWHU
ら（�00�）の研究において、ࣞࣜࢪエࣥスが͆⅏ᐖ

にᑐᛂし、ᅇ᚟する社会ࢩステ࣒の⬟力であり、⅏

ᐖのᙳ㡪を྾཰し、ᑐฎするᅛ有のᛶ㉁や、ある⬣

ጾにᛂじて෌編成し、変໬し、学⩦する社会ࢩステ

࣒の⬟力を高める㐺ᛂࢭࣟࣉスをྵࡴもの（͇�1� 㡫）

とᐃ義されていることを紹介している。ここでは、

生ែ⣔ࢩステ࣒に⏝いられていたࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕ

が、よりே間に↔Ⅼを当てた社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝに

ᣢࡕ㎸まれたことによって、ࡑのໟྵする要⣲がᣑ

充するὶれが❚える。ࡑして、ࡑの中でも、変໬か

ら㏻ᖖの≧ែにᅇ᚟するという意味ྜいだけではな

く、ࡑのᅇ᚟ࢭࣟࣉス自体を学⩦し、ࢩステ࣒全体

のࣞ࣋ࣝをྥ上させるというᙧでゎ㔘のᗈがりが見

られる。 

 最後に、=ROOL・+HDO\（�01�）の研究を紹介する。

ここではࣞࣜࢪエࣥスを͆ࢩステ࣒、企業、ಶேが

ᴟ度の≧ἣ変໬に┤㠃したとき、ᇶ本的な┠的と೺

全ᛶを⥔ᣢする⬟力 （͇10 㡫）とタᐃした上で、͆ 経

ࢩエࣥトなࣜࢪࣞ、ステ࣒であれ生ែ⣔であれࢩ῭

ステ࣒は✺↛の変໬やỴᐃ的な㜈್の᥋㏆を感▱す

るಙ㢗ᛶの高い「ࣇィードバࢡࢵの࣓࣒࢝ࢬࢽ」を

備えている （͇13 㡫）とㄝ᫂する。この࣓࣒࢝ࢬࢽ

のࢭࣟࣉスとして͆ࢧࣥࢭーの㆙࿌により、ቃ⏺⥺

に᥋㏆していること、あるいはቃ⏺⥺が◚られたこ

とを▱ったとき、ࣞࣜࢪエࣥトなࢩステ࣒は┠的㐩

成の方ἲとάືのスࢣーࣝを「ࢲイࢡࢵ࣑ࢼに෌ᵓ

⠏」して、⥅⥆ᛶを⥔ᣢする。ࡑして多くの場ྜ、

内ᅾする᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽが作ືする。༴機に┤㠃す

るまでఇ╀していた᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽが、⾑ᾮ中のᢠ

体のようにࢩステ࣒の೺ᗣをᅇ᚟するⅭにά発໬す

るのだ （͇1� 㡫）とㄒられている。生ែ⣔ࢩステ࣒

の⟠ᡤでㄝ᫂した「ࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉ」にお

けるㄆ㆑とඹ㏻した要⣲－ቃ⏺⥺㸻㜈್、⥅⥆ᛶの

⥔ᣢ－がここでも見られる。ణし、ここでは͆༴機

に┤㠃するまでఇ╀していた᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ （͇1�
㡫）と表⌧されているように、᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ㸻ࣞ

エࣥスというものは、༴機発生᫬だけ存ᅾするࣜࢪ

ものではなく－ࡑれは༴機の᫬に㢧ᅾ໬されるだけ

であって－、日ᖖにおいても₯ᅾ的にಖᣢされるᛶ

㉁のものであるというᤊえ方が見て取れる。このこ

とは、ࣞࣜࢪエࣥスを「༴機にᑐするᅇ᚟力・㐺ᛂ

力」といった⊃いて௨後ではなく、よりᗈいゎ㔘の

ᚲ要ᛶを♧၀しているように思われる。 

 また、=ROOL ら（�01�）は、ࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要

⣲を௨下の㏻りㄝ᫂している。（1�、�� 㡫） 

 ձಙ㢗ᛶの高いࣇィードバࣝࢢࢡࢵーࣉ 

 ղࢲイࢡࢵ࣑ࢼな෌ᵓ⠏ 

 ճᅛ有のᑐᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ 

 մศ㞳ྍ⬟ᛶ 

 յࣔࣗࢪーࣝᵓ㐀 

 ն㐺正な༢⣧໬ 

 շ高ᐦ度໬ 

 ոᒁᡤᛶ 

 չ多様ᛶ 
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  学⩦、実験、ࣟー࢝ࣝにつくられたࣝーࣝ、変 

  ໬を受け入れることを㔜どする。 

 ո࢞バࣥࢼスの㔜」㸸ࣞࣜࢪエࣥスのある世⏺の 

  機㛵や制度は、࢞バࣥࢼスᵓ㐀にࠦ㔜」ࠨがあ 

  る。 

 չ生ែ⣔ࢧーࣅス㸸ࣞ  、エࣥスのある世⏺ではࣜࢪ

  㔠㖹ではホ౯できない生ែ⣔ࢧーࣅスのす࡭て 

  もྵめて、開発のᥦ᱌やホ౯を行う。 

ここでは、先の✄ᇉ（�01�）がᣲげた「多様ᛶ・෕

長ᛶ」の要⣲に加え、不ྍ㏫的なࣞࢪー࣒・࢙ࣥࢳ

うとする変໬にᑐするどⅬを有するこࡑをもたらࢪ

と、過度に⥭ᐦにならないようなつながり・ࢵࢿト

࣡ーࢡをᵓ⠏しておくことのᚲ要ᛶが♧されている。 

 ሷᓮ・加⸨（�01�㸸1� 㡫）では、+ROOLQJ（1��3）
においてᥦၐされた「生ែ学的ࣞࣜࢪエࣥス」のᴫ

ᛕが、社会生ែࢩステ࣒、社会ࢩステ࣒のศ㔝にも

ᚎࠎに㐺⏝されるようになったことで、ᴫᛕのᣑᙇ

が見られると㏙࡭ている。また、社会生ែࢩステ࣒

ศ㔝におけるࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義について、（1）ࢩ

ステ࣒がᵓ㐀や機⬟を⥔ᣢྍ⬟なままチ容できる変

໬の⥲㔞、（�）ࢩステ࣒が自ᕫ⤌⧊໬する⬟力、（3）
ステ࣒の学⩦・㐺ᛂ⬟力、のࢩ 3 つ11を紹介してい

る。また、社会ࢩステ࣒のศ㔝では、$GJHU（�000）
が社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでのࣞࣜࢪエࣥスに╔┠し、

これを「社会的ࣞࣜࢪエࣥス�VRFLDO UHVLOLHQFH�」と࿧

社会的、政治的、⎔ቃ的な変໬の⤖果として生͆、ࡧ

じた外的なストࣞスや変໬にᑐฎする集ᅋ、コ࣑ࣗ

�ティの⬟力（͇�1ࢽ 㡫）とᐃ義している。また、&XWWHU
ら（�00�）の研究において、ࣞࣜࢪエࣥスが͆⅏ᐖ

にᑐᛂし、ᅇ᚟する社会ࢩステ࣒の⬟力であり、⅏

ᐖのᙳ㡪を྾཰し、ᑐฎするᅛ有のᛶ㉁や、ある⬣

ጾにᛂじて෌編成し、変໬し、学⩦する社会ࢩステ

࣒の⬟力を高める㐺ᛂࢭࣟࣉスをྵࡴもの（͇�1� 㡫）

とᐃ義されていることを紹介している。ここでは、

生ែ⣔ࢩステ࣒に⏝いられていたࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕ

が、よりே間に↔Ⅼを当てた社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝに

ᣢࡕ㎸まれたことによって、ࡑのໟྵする要⣲がᣑ

充するὶれが❚える。ࡑして、ࡑの中でも、変໬か

ら㏻ᖖの≧ែにᅇ᚟するという意味ྜいだけではな

く、ࡑのᅇ᚟ࢭࣟࣉス自体を学⩦し、ࢩステ࣒全体

のࣞ࣋ࣝをྥ上させるというᙧでゎ㔘のᗈがりが見

られる。 

 最後に、=ROOL・+HDO\（�01�）の研究を紹介する。

ここではࣞࣜࢪエࣥスを͆ࢩステ࣒、企業、ಶேが

ᴟ度の≧ἣ変໬に┤㠃したとき、ᇶ本的な┠的と೺

全ᛶを⥔ᣢする⬟力 （͇10 㡫）とタᐃした上で、͆ 経

ࢩエࣥトなࣜࢪࣞ、ステ࣒であれ生ែ⣔であれࢩ῭

ステ࣒は✺↛の変໬やỴᐃ的な㜈್の᥋㏆を感▱す

るಙ㢗ᛶの高い「ࣇィードバࢡࢵの࣓࣒࢝ࢬࢽ」を

備えている （͇13 㡫）とㄝ᫂する。この࣓࣒࢝ࢬࢽ

のࢭࣟࣉスとして͆ࢧࣥࢭーの㆙࿌により、ቃ⏺⥺

に᥋㏆していること、あるいはቃ⏺⥺が◚られたこ

とを▱ったとき、ࣞࣜࢪエࣥトなࢩステ࣒は┠的㐩

成の方ἲとάືのスࢣーࣝを「ࢲイࢡࢵ࣑ࢼに෌ᵓ

⠏」して、⥅⥆ᛶを⥔ᣢする。ࡑして多くの場ྜ、

内ᅾする᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽが作ືする。༴機に┤㠃す

るまでఇ╀していた᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽが、⾑ᾮ中のᢠ

体のようにࢩステ࣒の೺ᗣをᅇ᚟するⅭにά発໬す

るのだ （͇1� 㡫）とㄒられている。生ែ⣔ࢩステ࣒

の⟠ᡤでㄝ᫂した「ࣇィードバࢡࢵ・ࣝーࣉ」にお

けるㄆ㆑とඹ㏻した要⣲－ቃ⏺⥺㸻㜈್、⥅⥆ᛶの

⥔ᣢ－がここでも見られる。ణし、ここでは͆༴機

に┤㠃するまでఇ╀していた᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ （͇1�
㡫）と表⌧されているように、᢬ᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ㸻ࣞ

エࣥスというものは、༴機発生᫬だけ存ᅾするࣜࢪ

ものではなく－ࡑれは༴機の᫬に㢧ᅾ໬されるだけ

であって－、日ᖖにおいても₯ᅾ的にಖᣢされるᛶ

㉁のものであるというᤊえ方が見て取れる。このこ

とは、ࣞࣜࢪエࣥスを「༴機にᑐするᅇ᚟力・㐺ᛂ

力」といった⊃いて௨後ではなく、よりᗈいゎ㔘の

ᚲ要ᛶを♧၀しているように思われる。 

 また、=ROOL ら（�01�）は、ࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要

⣲を௨下の㏻りㄝ᫂している。（1�、�� 㡫） 

 ձಙ㢗ᛶの高いࣇィードバࣝࢢࢡࢵーࣉ 

 ղࢲイࢡࢵ࣑ࢼな෌ᵓ⠏ 

 ճᅛ有のᑐᢠ࣓࣒࢝ࢬࢽ 

 մศ㞳ྍ⬟ᛶ 

 յࣔࣗࢪーࣝᵓ㐀 

 ն㐺正な༢⣧໬ 

 շ高ᐦ度໬ 

 ոᒁᡤᛶ 

 չ多様ᛶ 
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エࣥスをᙉ໬・ྥ上させるためのࣜࢪࣞ、の上でࡑ

方ἲとして、௨下の要௳をᣲげている。（1�、�� 㡫） 
 ձࢩステ࣒の᰿ᗏにある≀㉁への要ồを「⬺集中 

  ໬」もしくは「ศ㞳」すること。 

  Ѝ特ᐃの仕事を完成するための㈨※を多様໬す 

  ること。また、切㏕した≧ἣに㝗ったࢩステ࣒ 

  はときとして、より大きなコࣥテࢡストから自 

  らを完全に切り㞳し、ാきをᒁᡤ໬して平ᖖ᫬ 

  より౫存の度ྜいをᑡなくする。 

 ղࢩステ࣒のࢲイ࣒ࢬ࣑ࢼと෌ᵓ⠏ྍ⬟ᛶを⥔ᣢ 

  するための㐺切な手順の実㊶ 

 ここまで、社会ࢩステ࣒全体におけるࣞࣜࢪエࣥ

スᴫᛕについてのㅖ研究をᴫぴしてきた。ࡑこでの

ඹ㏻した⪃え方として、社会ࢩステ࣒をࢵࢿト࣡ー

・れが過๫に集中ࡑ、のᵓ成≀としてᤊえた上でࢡ

⥭ᐦにならないようなᵓ㐀・方ἲを┠指していくこ

とがࣞࣜࢪエࣥスをྥ上させる、という見方が存ᅾ

した。また、ࣞࣜࢪエࣥスが平ᖖ᫬へᡠることとい

う意味ྜいよりも、より࣏ࢪティࣈに発ᒎ的などⅬ

を入れたこと、また、ࣞࣜࢪエࣥスが༴機発生᫬に

のࡳ存ᅾするものではなく、平᫬・日ᖖにおいてど

うࣞࣜࢪエࣥスを高めていくかというどⅬが㔜要で

あることが♧၀されていた。 

 

3��㸬ᅜᐙࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕ 

 次に、ᅜᐙࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᤊ

え方について見ていく。 

 まࡎᯞᘅ（�01�）は、世⏺経῭࢛ࣇーラ࣒の「ࢢ

ࣟーバࣝሗ࿌᭩ �013 年度∧」において「ࣞࣜࢪエࣥ

ス」が͆ ᵓ㐀安ᐃᛶ、෕長ᛶ、ேᮦ・㈨※の㇏かさ、

反ᛂ力、᚟ά力の஬つの要ᅉでᵓ成されている（͇�0
㡫）と紹介し、͆この஬つの要ᅉをᅜᐙの஬つのࣈࢧ

ラ、社ࣇス、イࣥࣥࢼステ࣒（経῭、⎔ቃ、࢞バࢩ

会）ごとに見ていくことで、「ᅜᐙのࣞࣜࢪエࣥス」

のデ᩿やࣔࢢࣥࣜࢱࢽができる （͇�0 㡫）とㄝ᫂し

ている。 

 次に、⸨஭（�013）ではᅜᐙࣞࣜࢪエࣥスについ

て͆「平᫬」と࿧ばれる≧ἣにおいても、実際には実

にさまざまな࣑ࣟࢡの༴機にᡃࠎはⱔまれ⥆けてい

るのであり、ࡑれにᑐする⪏ᛶであるࣞࣜࢪエࣥス

をᣢっていることが、成長のⅭにはᚲ㡲᮲௳ （͇1�

㡫）なのであり、͆「ࢡࢵࣙࢩによるᨩ஘を最ᑠ㝈に

ᢚえるⅭの長期的なᅜᐙᡓ␎」がᚲ要 （͇61 㡫）と

ㄝ᫂しており、ࡑの୺要な᮲௳を͆ձ⮴࿨യを受け

ない�⮴࿨യᅇ㑊�、ղ⿕ᐖを最ᑠ໬する�⿕ᐖ最ᑠ

໬�、ճすࡄにᅇ᚟する�ᅇ᚟㎿㏿ᛶ� （͇1��1� 㡫）

の 3 つにまとめている。やはりここでも、「༴機にᑐ

するᅾり方」がࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの୺㍈になっては

いるが、平᫬・日ᖖにおいてもࣞࣜࢪエࣥスを高め

ていくことは㔜要であり、ࡑれがᅜᐙの成長につな

がるという、よりᣑᙇされたᙧでのᢕᥱがなされて

いることがわかる。ࡑれは、͆「一ᐃ FRQVWDQF\」の≧

ែが⥔ᣢされているという意味だけではなく、外部

からのᨩ஘への「⪏ᛶ SHUVLVWHQFH」や「㡹ᙉᛶ 

UHVLVWDQFH」、ࢡࢵࣙࢩを受けた後でඖにᡠるという

「ᅇ᚟ HODVWLFLW\」や、新しい⛛ᗎへのス࣒ーࢬな「引

き㎸ࡳ GRPDLQ RI DWWUDFWLRQ」等の意味をྵんでいる͇

（6� 㡫）という部ศからも見て取れる。 

 

3��㸬ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡢ࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥᴫᛕ 

 ここで、コ࣑ࣗࢽティのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕについ

ての▱見を見ていく。まࡎᑠᯇ原（�013）が͆わが

ᅜにおいてࣗࣄー࣐ࣥࢱࢡ࢓ࣇーࢬとしてのࣞࣜࢪ

エࣥスがとりわけὀ┠を集めるようになってきたの

は、東日本大㟈⅏（�011）௨㝆であࢁう。この㟈⅏

においては、ྛᡤに⨨いてேの⮫機の行ືが多くの

ே࿨をᩆい、⿕⅏からの᪩期のᅇ᚟をᅗったことは

よく▱られているが、一方で、ࡑれがうまく行かࡎ

に⿕ᐖがᣑ大したり、ே࿨がኻわれた例もሗ࿌され

ている。ࣞࣜࢪエࣥスが࿨㐠をᕥྑしたといっても

過ゝではない （͇�� 㡫）と指᦬しているように、日

本ではಶேのᚰ⌮的特ᛶとしてࣞࣜࢪエࣥス研究が

進んでいた中で、㟈⅏をࢱイ࣑ࣥࢢとしてඹྠ体・

コ࣑ࣗࢽティࣞ࣋ࣝでのࣞࣜࢪエࣥスにᑐして↔Ⅼ

が当てられるようになっている。また、志㈡（�016）
においても͆ ⅏ᐖという大きなᅔ㞴に┤㠃して、「ࡑ

れを受けṆめ、新たな安ᐃ≧ែをᅇ᚟する」ために

コ࣑ࣗࢽティはどうあればよいのかを⪃えるには

「コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス」の検討がᚲ要にな

る。大きな⅏ᐖに見⯙われた᫬、行政機⬟は㯞⑷し

機⬟を果たすことが㞴しくなる。ࡑの⿕⅏地でேࠎ

が生άの෌ᘓを┠指すならば、᚟興のᇶⅬはコ࣑ࣗ

159
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ティにとってఱࢽのコ࣑ࣗࡑ、ティにあるといえࢽ

がᚲ要なのかを⪃えることになる。コ࣑ࣗࢽティ・

うした意味をᣢった「地ᇦのᅇࡑエࣥスとはࣜࢪࣞ

᚟力」͇（����300 㡫）とあるように、コ࣑ࣗࢽティ

のᙉ㠌さ・ᅇ᚟力について検討するためのᴫᛕとし

て「コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス」が取り上げられ

ている。このように、大つᶍな自↛⅏ᐖを契機にし

てコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスにὀ┠が集まるとい

ったὶれは、日本⊂自のものではない。=ROOL・+HDO\
（�013）においてゝཬされているように、ア࣓ࣜ࢝

でもࢣࣜࣁーࣥ࢝トࣜーࢼにおける⿕ᐖからの❧ࡕ

┤りのスࣆード・㉁にコ࣑ࣗࢽティごとの┦㐪があ

ることから、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス研究が進

ᒎした例がある。 

 次に、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスの୺要⣲につ

いて検討していくが、まࡎ⤖論的なことをゝえば、

コ࣑ࣗࢽティにおいてࣞࣜࢪエࣥスを高めるために

ᚲ要な要⣲としてよく上がってくるのが、「つながり」

であるということである。࿴Ἠ「ࢡト࣡ーࢵࢿ」

（�01�）では、$OGULFK（�01�）、=ROOL・+HDO\（�013）
の研究を㏻じて、ࣞࣜࢪエࣥスの高いコ࣑ࣗࢽティ

には社会㛵ಀ㈨本（VRFLDO FDSLWDO）が存ᅾすると⤖論

࡙けている。 

͆なࡐ、ᅜや地方බඹᅋ体、132、1*2 な

どによってྠじᨭ᥼が行われるにもかかわ

らࡎ、⅏ᐖ後、ᅇ᚟する地区とࡑうでない

地区が存ᅾするのか。アࣝドࣜࢳࢵは、ᅇ

᚟のはやいコ࣑ࣗࢽティの᮲௳を᥈るとい

うアࣟࣉーࢳをとり、ࡑこにࣞࣜࢪエࣥス

を高めている要ᅉを見いだࡑうとする。ま

さに་⒪における೺ᗣ生成の⪃え方のコ࣑

の地ᇦࢳࢵティへのᛂ⏝が、アࣝドࣜࢽࣗ

コ࣑ࣗࢽティのࣞࣜࢪエࣥスの⪃え方にな

っている（$OGULFK� �01�）。ࡑして、アࣝド

ティࢽエࣥスの高いコ࣑ࣗࣜࢪがࣞࢳࢵࣜ

の᮲௳としてὀ┠するのが、ࢯーࣝࣕࢩ・

という、こん（社会㛵ಀ㈨本）ࣝࢱࣆࣕ࢟

にࡕのもう一つの࢟ー࣡ードともゝえるも

のである （͇11 㡫） 

てい࡭ーࣜーも次のように㏙ࣄとࣜࢵࢰ͆

る。「ᙉ力な社会的ࣞࣜࢪエࣥスの存ᅾする

とこࢁには、ᚲࡎ力ᙉいコ࣑ࣗࢽティが存

ᅾする͐͐᫂らかになったのは、ΰ஘にᑐ

ฎし、യを⒵すためにࣞࣜࢪエࣥトなコ࣑

ティがᣐりᡤとするのは、῝いಙ㢗にࢽࣗ

᰿ざしたイ࢛ࣥࣇー࣐ࣝなࢵࢿト࣡ーࢡだ

ということだ」（=ROOL DQG +HDO\ �01�㸻�013㸸
�1）。つまり、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス

にとってࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩが「ᣐり

ᡤ」になる。 

または社会的、ࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩーࢯ 

ࢪティのࣞࢽは、地ᇦコ࣑ࣗࢡト࣡ーࢵࢿ

ࣜエࣥスという集ᅋのࣞ࣋ࣝだけでなく、

ಶேのࣞࣜࢪエࣥスにとっても大きなᙺ割

をはたす。「特ᐃのコ࣑ࣗࢽティの一員が㏫

ቃから❧ࡕ┤る力は、Ⰻዲに機⬟する社会

的ࢵࢿト࣡ーࢡ（཭ே、ᐙ᪘、᐀教ᅋ体、

地ᇦᅋ体、充実した⫋場、行政によるᨭ᥼

やࢧーࣅスを฼⏝できる⎔ቃ）によっても

ᙉ໬される」（=ROOL DQG +HDO\ �01�㸻�013㸸
1�0）”（1� 㡫） 

༴機からのᅇ᚟が᪩い（㸻ࣞࣜࢪエࣥスの高い）コ

が存ᅾࢡト࣡ーࢵࢿティには、Ⰻዲな社会的ࢽ࣑ࣗ

しており、ࡑのࢵࢿト࣡ーࢡを介ᅾとしたコ࣑ࣗࢽ

ティ内の┦஫஺ὶが㇏かなࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ

を㔊成しているというᵓᅗがᥥかれている。ణし、

࿴Ἠはコ࣑ࣗࢽティにおけるࣞࣜࢪエࣥスは有事の

際だけではなく、ࡴしࢁ「日ᖖ」にこࡑ㔜要なᴫᛕ

であることを指᦬している。 

「͆日ᖖ」はありࡩれたものであり、⧞り㏉

し（ࣝーティࣥ、つまり「いつもの」こと、

ᆺにはまった行ື、日課など）から成り❧

っている。日ᖖがᖖならざるものとなった

とき、社会にしてもಶேにしても、日ᖖを

取りᡠす、つまり日ᖖを新たに創りฟすᚲ

要がある。ࣞࣜࢪエࣥスとは、非－日ᖖと

なった≧ែに㐺ᛂし、新たな日ᖖを創りฟ

す力である。新たに、というのは、社会、

してಶேにおいて、ඖどおりにᡠるといࡑ

うことはないためである。一方ྥに┤⥺的

にὶれる᫬間とᖖに変໬する≧ἣのなかで

のࣝーティࣥは、ྠじものの反᚟では⥔ᣢ
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ティにとってఱࢽのコ࣑ࣗࡑ、ティにあるといえࢽ

がᚲ要なのかを⪃えることになる。コ࣑ࣗࢽティ・

うした意味をᣢった「地ᇦのᅇࡑエࣥスとはࣜࢪࣞ

᚟力」͇（����300 㡫）とあるように、コ࣑ࣗࢽティ

のᙉ㠌さ・ᅇ᚟力について検討するためのᴫᛕとし

て「コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス」が取り上げられ

ている。このように、大つᶍな自↛⅏ᐖを契機にし

てコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスにὀ┠が集まるとい

ったὶれは、日本⊂自のものではない。=ROOL・+HDO\
（�013）においてゝཬされているように、ア࣓ࣜ࢝

でもࢣࣜࣁーࣥ࢝トࣜーࢼにおける⿕ᐖからの❧ࡕ

┤りのスࣆード・㉁にコ࣑ࣗࢽティごとの┦㐪があ

ることから、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス研究が進

ᒎした例がある。 

 次に、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスの୺要⣲につ

いて検討していくが、まࡎ⤖論的なことをゝえば、

コ࣑ࣗࢽティにおいてࣞࣜࢪエࣥスを高めるために

ᚲ要な要⣲としてよく上がってくるのが、「つながり」

であるということである。࿴Ἠ「ࢡト࣡ーࢵࢿ」

（�01�）では、$OGULFK（�01�）、=ROOL・+HDO\（�013）
の研究を㏻じて、ࣞࣜࢪエࣥスの高いコ࣑ࣗࢽティ

には社会㛵ಀ㈨本（VRFLDO FDSLWDO）が存ᅾすると⤖論

࡙けている。 

͆なࡐ、ᅜや地方බඹᅋ体、132、1*2 な

どによってྠじᨭ᥼が行われるにもかかわ

らࡎ、⅏ᐖ後、ᅇ᚟する地区とࡑうでない

地区が存ᅾするのか。アࣝドࣜࢳࢵは、ᅇ

᚟のはやいコ࣑ࣗࢽティの᮲௳を᥈るとい

うアࣟࣉーࢳをとり、ࡑこにࣞࣜࢪエࣥス

を高めている要ᅉを見いだࡑうとする。ま

さに་⒪における೺ᗣ生成の⪃え方のコ࣑

の地ᇦࢳࢵティへのᛂ⏝が、アࣝドࣜࢽࣗ

コ࣑ࣗࢽティのࣞࣜࢪエࣥスの⪃え方にな

っている（$OGULFK� �01�）。ࡑして、アࣝド

ティࢽエࣥスの高いコ࣑ࣗࣜࢪがࣞࢳࢵࣜ

の᮲௳としてὀ┠するのが、ࢯーࣝࣕࢩ・

という、こん（社会㛵ಀ㈨本）ࣝࢱࣆࣕ࢟

にࡕのもう一つの࢟ー࣡ードともゝえるも

のである （͇11 㡫） 

てい࡭ーࣜーも次のように㏙ࣄとࣜࢵࢰ͆

る。「ᙉ力な社会的ࣞࣜࢪエࣥスの存ᅾする

とこࢁには、ᚲࡎ力ᙉいコ࣑ࣗࢽティが存

ᅾする͐͐᫂らかになったのは、ΰ஘にᑐ

ฎし、യを⒵すためにࣞࣜࢪエࣥトなコ࣑

ティがᣐりᡤとするのは、῝いಙ㢗にࢽࣗ

᰿ざしたイ࢛ࣥࣇー࣐ࣝなࢵࢿト࣡ーࢡだ

ということだ」（=ROOL DQG +HDO\ �01�㸻�013㸸
�1）。つまり、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥス

にとってࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩが「ᣐり

ᡤ」になる。 

または社会的、ࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩーࢯ 

ࢪティのࣞࢽは、地ᇦコ࣑ࣗࢡト࣡ーࢵࢿ

ࣜエࣥスという集ᅋのࣞ࣋ࣝだけでなく、

ಶேのࣞࣜࢪエࣥスにとっても大きなᙺ割

をはたす。「特ᐃのコ࣑ࣗࢽティの一員が㏫

ቃから❧ࡕ┤る力は、Ⰻዲに機⬟する社会

的ࢵࢿト࣡ーࢡ（཭ே、ᐙ᪘、᐀教ᅋ体、

地ᇦᅋ体、充実した⫋場、行政によるᨭ᥼

やࢧーࣅスを฼⏝できる⎔ቃ）によっても

ᙉ໬される」（=ROOL DQG +HDO\ �01�㸻�013㸸
1�0）”（1� 㡫） 

༴機からのᅇ᚟が᪩い（㸻ࣞࣜࢪエࣥスの高い）コ

が存ᅾࢡト࣡ーࢵࢿティには、Ⰻዲな社会的ࢽ࣑ࣗ

しており、ࡑのࢵࢿト࣡ーࢡを介ᅾとしたコ࣑ࣗࢽ

ティ内の┦஫஺ὶが㇏かなࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ

を㔊成しているというᵓᅗがᥥかれている。ణし、

࿴Ἠはコ࣑ࣗࢽティにおけるࣞࣜࢪエࣥスは有事の

際だけではなく、ࡴしࢁ「日ᖖ」にこࡑ㔜要なᴫᛕ

であることを指᦬している。 

「͆日ᖖ」はありࡩれたものであり、⧞り㏉

し（ࣝーティࣥ、つまり「いつもの」こと、

ᆺにはまった行ື、日課など）から成り❧

っている。日ᖖがᖖならざるものとなった

とき、社会にしてもಶேにしても、日ᖖを

取りᡠす、つまり日ᖖを新たに創りฟすᚲ

要がある。ࣞࣜࢪエࣥスとは、非－日ᖖと

なった≧ែに㐺ᛂし、新たな日ᖖを創りฟ

す力である。新たに、というのは、社会、

してಶேにおいて、ඖどおりにᡠるといࡑ

うことはないためである。一方ྥに┤⥺的

にὶれる᫬間とᖖに変໬する≧ἣのなかで

のࣝーティࣥは、ྠじものの反᚟では⥔ᣢ
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できない。「日ᖖ」はಶேや集ᅋの⣽かで、

創㐀的ともいえるࣞࣜࢪエࣥスの作⏝によ

って⥔ᣢされている（こうした社会のᵓ㐀

やேࡧとの┦஫作⏝㸪実㊶が社会学の中ᚰ

をなすテー࣐をなしてきた）。 

 日ᖖが大きくᔂれ、ಶேがࣝーティࣥを

取りᡠࡑう（創ฟしよう）とするとき、自

らの日ᖖの社会的ࢵࢿト࣡ーࢡを修᚟し、

作り┤すᚲ要がある。⅏ᐖ᫬もࡑうである

が、日ᖖと異なることが生じたྍ⬟ᛶのあ

るとき、自らの社会的ࢵࢿト࣡ーࢡのなか

の（一部の）ேたࡕの≧ἣを☜ㄆし、㐃⤡

を取ࢁうとする（つながっていることを෌

☜ㄆしようとし、☜ㄆできないと不安に㝗

る）。ேも日ᖖ、ࡑしてࣝーティࣥのきわめ

て㔜要なᵓ成要⣲である。したがって、ࢯ

ーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩが㇏かな地ᇦでは、

地ᇦの社会的ࢵࢿト࣡ーࢡを取りᡠすこと

が、ࡑのࢵࢿト࣡ーࢡのなかのࡑれࡒれの

ேの「日ᖖ」を「取りᡠす」うえでの㘽と

なる （͇1��16 㡫） 

͆コ࣑ࣗࢽティのࣞࣜࢪエࣥスとࢯーࣕࢩ

を⪃えるうえで、地ᇦのアࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝ

イࣥࢹティティとしてのᘓ㐀≀や൤♩など

の（௚者にとって）┠につきやすい記᠈だ

けでなく、日ᖖをᙧ࡙くっている、ありࡩ

れた、㐙行されることのなかに⌧れる記᠈

についても⪃えるᚲ要がある （͇1� 㡫） 

つまり、一見大きな変໬のないような平᫬・日ᖖと

いうものも、᫬間の経過という不ྍ㏫的な≧ἣの中

で不変であるということはありえࡎ、ᖖに変໬しな

がらࡑの≧ែを⥔ᣢしようとしている。ࡑのことを

前ᥦとすると、日ᖖの⥔ᣢࡑのもののࢲイࢡ࣑ࢼス

においてࡑれを成❧させる要⣲としてのࣞࣜࢪエࣥ

スを᝿ᐃすることができるということである。ࡑし

て、ࡑのようなࣞࣜࢪエࣥスにᨭえられたコ࣑ࣗࢽ

ティは、非日ᖖ・有事の際にࢩステ࣒を෌ᵓ⠏させ

ようとする正のࣇィードバࢡࢵがാくという、ᣑᙇ

されたࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᥦ♧がここでも見られる。 

 次にᮡᒸ・鈴木・畠山（�013）において、ᾆ㔝（�01�）
の͆いわば大≧ἣのなかでのᐈほ的な⎔ቃと᮲௳を

見る過程では見㏨しがࡕな㸪地ᇦや集ᅋの内部に⵳

✚された⤖᮰力やコ࣑ࣗࢣࢽート⬟力㸪問題ゎỴ⬟

力などに┠をࡴけていくためのᴫᛕ⿦⨨であり、ࡑ

れᨾに地ᇦを᚟ඖ㸻ᅇ᚟していく原ື力をࡑの地ᇦ

にᇙめ㎸まれ育まれていった文໬や社会的㈨※のな

かに見ようとするもの （͇1��1� 㡫）というコ࣑ࣗࢽ

ティ・ࣞ エࣥスのᐃ義をᣲげた上で、ᯘ（�01�㸸ࣜࢪ
6�0 㡫）の研究をᇶに、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥ

スのྥ上᪋策を௨下の3Ⅼにまとめている。（�1㡫） 

 ձ≧ἣの変໬にᛂじてࣜスࢡをホ౯する（自らに 

  とって大きいࣜスࢡとなるࢨࣁードを㑅ࡧฟし、 

 ࢨࣁれ௨外のࡑ、れについてはண㜵策をㅮじࡑ  

  ードについてはあえてண㜵のດ力をしないとい 

  う㑅ᢥを行う）。 

 ղ大きなࣜスࢡについてはできる㝈り⿕ᐖをண㜵 

  する（㜵⅏とῶ⅏ᑐ策）。 

 ճࡑれでも⿕ᐖがฟた場ྜに᪩期のᅇ᚟を┠指す 

  （ᚲ要最ᑠ㝈の社会機⬟の⥔ᣢ、᪩期᚟ᪧをྍ 

  ⬟にするᅇ᚟にྥけ、㛵ಀ者間で㎿㏿かつ正☜ 

  な≧ἣㄆ㆑の⤫一をᅗることができる⬟力と、 

  問題ゎỴにᚲ要となるྛ✀㈨※を要ㄳにᛂじて 

  ㄪ㐩し、㐺切にࢱイ࣒ࣜーに㓄ศする⬟力のྥ 

  上をᅗる）という手順を㋃ࡴことにより、ࡑの 

  力が高まる。 

また、ோ平（�01�）においては、⿕⅏からのࣞࣜࢪ

エࣥࢩーが高いコ࣑ࣗࢽティの᮲௳を௨下の㏻りま

とめている。（�� 㡫） 

 ձ㸺自地ᇦのಙ㢗㸼 

  地ᇦの⬟力をఫẸがಙじられる実⦼をつくって 

  いる。（ࡩだんから‶㊊度の高い行政・地ᇦࢧー 

 （ࢡࢵ࢙ࢳス・‶㊊度ࣅ  

 ղ㸺ᮍ᮶志ྥ㸼 

  ⅏ᐖが㉳こる前から୓一の場ྜの᚟興計画・先 

  の᚟興のண ・ᕼᮃをᚲࡎいつの᫬Ⅼでも♧す 

  方策を❧てている。（地ᇦの͆ ᕼᮃのストーࣜー ）͇ 

 ճ㸺自地ᇦのᑛ㔜㸼 

  地ᇦの存ᅾ意義を᫂らかにし、ఫẸの地ᇦ的ア 

  イࣥࢹティティをᙧ成できている。 

 մ㸺自地ᇦの受容㸼 

  多ᑡの問題やḞⅬを感じてもఫẸが地ᇦを全体 

  としてホ౯できる。 
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 յ㸺⫯ᐃ的地ᇦほ㸼 

 だんから自治体や地ᇦは、ᇶ本的にఫẸに㈉ࡩ  

  ⊩する存ᅾであることをఫẸが⣡得できる行政 

  をしている。 

 ն㸺௚地ᇦのಙ㢗と฼⏝㸼 

  ௚の地ᇦによるᨭ᥼へのಙ㢗がᙧ成されている。 

 ステࢩのために自地ᇦから௚地ᇦへのᨭ᥼ࡑ）  

  ࣒の☜❧も） 

 շ㸺平㟼さ㸼 

  ⅏ᐖの最中も、ᑐᛂに㏣われないでุ᩿のࡳを 

  担当するᑓ௵のே員（部㛛）を⏝意している。 

 ո㸺᝟ሗ཰集㸼 

  ୚えられる᝟ሗだけでなく、地ᇦで計画準備し 

  た᝟ሗࢩステ࣒をもっている。 

 （地ᇦの͆᝟ሗ཰集ศᯒᐊ ）͇ 

 չ㸺ࣜスࢡテー࢟ࣥࢢ㸼 

  ときに地ᇦで㈐௵をᣢつ⊂自なỴᐃをするỴ 

  意・制度がある。 

 պ㸺実存的⊂❧㸼 

  ఫẸをᩆう㈐௵を㈇うのは最終的に地ᇦなのだ 

  という意㆑・体制・ᐉゝがある。 

㜵⅏・ῶ⅏という特ᐃの༴機を前ᥦとしたᐃ義であ

り、これはやはりコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスがὀ

┠された契機に大いにᙳ㡪を受けていると⪃えられ

るが、コ࣑ࣗࢽティにᑐするアイࣥࢹティティや内

部での஺ὶのά発度ྜいといったࢯーࣝࣕࢩ・࢟ࣕ

の要⣲が大部ศを༨めていることが特ᚩであࣝࢱࣆ

る。 
 最後に、᪩田（�01�）では「身㏆な地ᇦのேとࡑ

のつながり」、「ࡑこでά⏝される▱恵」、「ྜ意のᙧ

成」、「άື力」がコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスの୺

要⣲であり、ಁ 進要ᅉとして「地ᇦの自↛⎔ቃ」、「ࡑ

の中でᨭえྜう地ᇦ社会」、「㞠⏝と཰入を得るため

の生⏘⎔ቃ」をᣲげており、ここでは平᫬における

コ࣑ࣗࢽティの⥔ᣢ・発ᒎ要ᅉとしてのᤊえ方が見

られるが、ここでもやはりࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ

と多ศに㔜なる部ศが多く、ᴫᛕのΰ஘をᅇ㑊する

ためにも、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの⢭⦓

໬を┠指すことで、ࡑのᕪ異໬をᅗっていくᚲ要が

あると⪃えられる。 

 

�㸬⤌⧊࡟㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 
 まࣜࢪࣞ⧊⤌ࡎエࣥスに㛵する検討を進める前に、

本稿ᅗ 3 において「⤌⧊」と「コ࣑ࣗࢽティ・ᅜᐙ・

ᅜ際㛵ಀ」とをどのように区別しているかについて

ㄝ᫂するᚲ要がある。よりヲ⣽な区別の⢭⦓໬がᚲ

要ではあるが、本稿においては「ᵓ成員間のྠ㉁ᛶ

がẚ㍑的高い≧ែにಖたれており、有する┠ᶆもあ

る程度一㈏している集ᅋ」のことを「⤌⧊」と表⌧

することにする。例えば、一企業、一学校のような

集ᅋを指す。こうした「⤌⧊」は地ᇦのコ࣑ࣗࢽテ

ィやᅜᐙといったある程度ᢳ㇟度の高い集ᅋとは㉁

的ᕪ異があると⪃えられるため、本稿では別ࣞ࣋ࣝ

として㆟論を行う。 

エࣥスのᐃ義を検討すࣜࢪࣞ⧊⤌、うした上でࡑ 

る際に、中原ら（�01�）の͆ 、エࣥスとはࣜࢪࣞ⧊⤌

┤㠃する༴機や学⩦機会によって得られる課題にᑐ

して、⤌⧊的反ᛂを生ࡳฟす※Ἠである（6XWFOLIIH 
DQG 9RJXV� �003）。例えば、⤌⧊が事ᨾや⅏ᐖに見⯙

われた際、ࡑの⤌⧊は事ᨾや⅏ᐖといった༴機を஌

り㉺え、より㡹ᙉなࢩステ࣒をᵓ⠏することがồめ

られる。⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスはࡑのような⤌⧊的反ᛂ

を生ࡳฟす※をᵓ⠏することがồめられる（͇1�㡫）

という指᦬が参⪃になる。ここでは、⤌⧊ࣞࣜࢪエ

ࣥスはᖖに㔊成・ಖᣢされうる「※Ἠ」であり、ࡑ

れが変໬のࢱイ࣑ࣥࢢで⤌⧊的反ᛂとして㢧ᅾ໬す

るようなものであるというどⅬが見て取れる。 

 

���㸬⤌⧊ࣞࡢࢫ࢚ࣥࣜࢪㅖせ⣲ 

 次に、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスが有するᛶ㉁やࡑのᵓ成

要⣲についてのㅖ研究を見ていく。まࡎ中原ら（�01�）
では、“⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスはとりわけ⤌⧊的反ᛂをྍ

⬟にする⬟力によってᵓ成”（1� 㡫）されており、

/HQJQLFN�+DOO DQG %HFN（�00�）においてࡑの⬟力が

。と࿧ばれているとㄝ᫂する「エࣥス⬟力ࣜࢪࣞ」

ࣜࢪエࣥス⬟力には、「ㄆ▱的ࣞࣜࢪのࣞࡑ、してࡑ

エࣥス」、「行ື的ࣞࣜࢪエࣥス」、「文⬦的ࣞࣜࢪエ

ࣥス」の 3 つがあるという（表 �）。ㄆ▱的ࣞࣜࢪエ

ࣥスとは、͆ 様ࠎな生きṧり（VXUYLYLQJ）をかけた⎔

ቃにおいて、あらࡺる反ᛂにᑐしてゎ㔘し、ศᯒし、

ᐃ式໬する⬟力である。このㄆ▱的ࣞࣜࢪエࣥスを
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 յ㸺⫯ᐃ的地ᇦほ㸼 

 だんから自治体や地ᇦは、ᇶ本的にఫẸに㈉ࡩ  

  ⊩する存ᅾであることをఫẸが⣡得できる行政 

  をしている。 

 ն㸺௚地ᇦのಙ㢗と฼⏝㸼 

  ௚の地ᇦによるᨭ᥼へのಙ㢗がᙧ成されている。 

 ステࢩのために自地ᇦから௚地ᇦへのᨭ᥼ࡑ）  

  ࣒の☜❧も） 

 շ㸺平㟼さ㸼 

  ⅏ᐖの最中も、ᑐᛂに㏣われないでุ᩿のࡳを 

  担当するᑓ௵のே員（部㛛）を⏝意している。 

 ո㸺᝟ሗ཰集㸼 

  ୚えられる᝟ሗだけでなく、地ᇦで計画準備し 

  た᝟ሗࢩステ࣒をもっている。 

 （地ᇦの͆᝟ሗ཰集ศᯒᐊ ）͇ 

 չ㸺ࣜスࢡテー࢟ࣥࢢ㸼 

  ときに地ᇦで㈐௵をᣢつ⊂自なỴᐃをするỴ 

  意・制度がある。 

 պ㸺実存的⊂❧㸼 

  ఫẸをᩆう㈐௵を㈇うのは最終的に地ᇦなのだ 

  という意㆑・体制・ᐉゝがある。 

㜵⅏・ῶ⅏という特ᐃの༴機を前ᥦとしたᐃ義であ

り、これはやはりコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスがὀ

┠された契機に大いにᙳ㡪を受けていると⪃えられ

るが、コ࣑ࣗࢽティにᑐするアイࣥࢹティティや内

部での஺ὶのά発度ྜいといったࢯーࣝࣕࢩ・࢟ࣕ

の要⣲が大部ศを༨めていることが特ᚩであࣝࢱࣆ

る。 
 最後に、᪩田（�01�）では「身㏆な地ᇦのேとࡑ

のつながり」、「ࡑこでά⏝される▱恵」、「ྜ意のᙧ

成」、「άື力」がコ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスの୺

要⣲であり、ಁ 進要ᅉとして「地ᇦの自↛⎔ቃ」、「ࡑ

の中でᨭえྜう地ᇦ社会」、「㞠⏝と཰入を得るため

の生⏘⎔ቃ」をᣲげており、ここでは平᫬における

コ࣑ࣗࢽティの⥔ᣢ・発ᒎ要ᅉとしてのᤊえ方が見

られるが、ここでもやはりࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ

と多ศに㔜なる部ศが多く、ᴫᛕのΰ஘をᅇ㑊する

ためにも、コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの⢭⦓

໬を┠指すことで、ࡑのᕪ異໬をᅗっていくᚲ要が

あると⪃えられる。 

 

�㸬⤌⧊࡟㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 
 まࣜࢪࣞ⧊⤌ࡎエࣥスに㛵する検討を進める前に、

本稿ᅗ 3 において「⤌⧊」と「コ࣑ࣗࢽティ・ᅜᐙ・

ᅜ際㛵ಀ」とをどのように区別しているかについて

ㄝ᫂するᚲ要がある。よりヲ⣽な区別の⢭⦓໬がᚲ

要ではあるが、本稿においては「ᵓ成員間のྠ㉁ᛶ

がẚ㍑的高い≧ែにಖたれており、有する┠ᶆもあ

る程度一㈏している集ᅋ」のことを「⤌⧊」と表⌧

することにする。例えば、一企業、一学校のような

集ᅋを指す。こうした「⤌⧊」は地ᇦのコ࣑ࣗࢽテ

ィやᅜᐙといったある程度ᢳ㇟度の高い集ᅋとは㉁

的ᕪ異があると⪃えられるため、本稿では別ࣞ࣋ࣝ

として㆟論を行う。 

エࣥスのᐃ義を検討すࣜࢪࣞ⧊⤌、うした上でࡑ 

る際に、中原ら（�01�）の͆ 、エࣥスとはࣜࢪࣞ⧊⤌

┤㠃する༴機や学⩦機会によって得られる課題にᑐ

して、⤌⧊的反ᛂを生ࡳฟす※Ἠである（6XWFOLIIH 
DQG 9RJXV� �003）。例えば、⤌⧊が事ᨾや⅏ᐖに見⯙

われた際、ࡑの⤌⧊は事ᨾや⅏ᐖといった༴機を஌

り㉺え、より㡹ᙉなࢩステ࣒をᵓ⠏することがồめ

られる。⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスはࡑのような⤌⧊的反ᛂ

を生ࡳฟす※をᵓ⠏することがồめられる（͇1�㡫）

という指᦬が参⪃になる。ここでは、⤌⧊ࣞࣜࢪエ

ࣥスはᖖに㔊成・ಖᣢされうる「※Ἠ」であり、ࡑ

れが変໬のࢱイ࣑ࣥࢢで⤌⧊的反ᛂとして㢧ᅾ໬す

るようなものであるというどⅬが見て取れる。 

 

���㸬⤌⧊ࣞࡢࢫ࢚ࣥࣜࢪㅖせ⣲ 

 次に、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスが有するᛶ㉁やࡑのᵓ成

要⣲についてのㅖ研究を見ていく。まࡎ中原ら（�01�）
では、“⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスはとりわけ⤌⧊的反ᛂをྍ

⬟にする⬟力によってᵓ成”（1� 㡫）されており、

/HQJQLFN�+DOO DQG %HFN（�00�）においてࡑの⬟力が

。と࿧ばれているとㄝ᫂する「エࣥス⬟力ࣜࢪࣞ」

ࣜࢪエࣥス⬟力には、「ㄆ▱的ࣞࣜࢪのࣞࡑ、してࡑ

エࣥス」、「行ື的ࣞࣜࢪエࣥス」、「文⬦的ࣞࣜࢪエ

ࣥス」の 3 つがあるという（表 �）。ㄆ▱的ࣞࣜࢪエ

ࣥスとは、͆ 様ࠎな生きṧり（VXUYLYLQJ）をかけた⎔

ቃにおいて、あらࡺる反ᛂにᑐしてゎ㔘し、ศᯒし、

ᐃ式໬する⬟力である。このㄆ▱的ࣞࣜࢪエࣥスを

1� 

学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの検討 

 

身につけた⤌⧊は、༴機的な≧ἣにおいても新たな

ス࢟ࣝを発ᒎさせる機会を発見し、⤫ྜする力を身

につけることになる（/HQJQLFN�+DOO DQG %HFN� �00�）”。
（1��16 㡫）また、行ື的ࣞࣜࢪエࣥスは͆⤌⧊を

前進させる際のエࣥࣥࢪのようなᙺ割を担う。この

行ື的ࣞࣜࢪエࣥスはあらࡺる⤌⧊が༴機的な≧ἣ

に⨨かれた際に、多くのことを学⩦し、ά⏝してい

くための原ື力となる⬟力である。この行ື的ࣞࢪ

ࣜエࣥスがあることで、事ᨾや⅏ᐖから得た教カを

ఱらかのアࣥࣙࢩࢡにつなげることができる͇

（1��16 㡫）。最後に文⬦的ࣞࣜࢪエࣥスとは͆ㄆ▱

的ࣞࣜࢪエࣥスと行ື的ࣞࣜࢪエࣥスを⤫ྜし、ࡑ

れらをά⏝する「文⬦」を୚える⬟力である。様ࠎ

なㄆ▱と行ືを⤫ྜする、いわば「⯙ྎ」をᩚえる

ためのࣞࣜࢪエࣥス⬟力 （͇1��16 㡫）であるとᐃ義

࡙けられている。 

 

【表 エࣥス⬟力とᵓ成要⣲ࣜࢪࣞ【� 16 㡫 

ฟᡤ）中原௚（�01�）16 㡫をもとに筆者が作成 

 
 

 ⥆いて、=ROOL・+HDO\（�013）は、ࣞࣜࢪエࣥスが

高い⤌⧊の例としてテࣟ⤌⧊ࡑの௚の非政ᗓᡓ㜚集

ᅋをᣲげ、“ᚑ᮶ᆺのᙉ力な指᥹⣔⤫ではなく、⮫機

ᛂ変で、෕長的で、イ࢛ࣥࣇー࣐ࣝな社会的㛵ಀに

よって⤖᮰している”（�� 㡫）ことで、“ࡺるやかに

、のなかでᵓ成要⣲が自ᚊしࢡト࣡ーࢵࢿつくࡧ⤖

⊂自ᛶを発᥹するࢲイࢡ࣑ࢼス”（�� 㡫）がാくと

ㄝ᫂している。ణし、こうした力学がാくのは、ࡑ

うした⊃い集ᅋに␃まらないとも指᦬する。 

͆高度なࣞࣜࢪエࣥスを♧すࣝࢢーࣉは

ಙ௮をᣢつேࠎだけではない。文໬的なア

イࣥࢹティティもࣞࣜࢪエࣥスを高める

ᙺ割を果たしている。�中␎�௰間ྠ士のᙉ

いきࡎなをᑛ㔜する文໬的ࣝࢢーࣉの一

員は、ಶேとしてᙉいࣞࣜࢪエࣥスを発᥹

するということだ。�中␎�特ᐃのコ࣑ࣗࢽ

ティの一員が㏫ቃから❧ࡕ┤る力は、Ⰻዲ

に機⬟する社会的ࢵࢿト࣡ーࢡ�཭ே、ᐙ

᪘、᐀教ᅋ体、地ᇦᅋ体、充実した⫋場、

行政によるᨭ᥼やࢧーࣅスを฼⏝できる

⎔ቃ�によってもᙉ໬される（͇16��1�0 㡫） 

これは⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスだけでなく、社会ࢩステ࣒

ࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスにもඹ㏻する要⣲であると思

うが、⤌⧊のྠ㉁ᛶを担ಖするための文໬的なアイ

ࢵࢿティティ・౯್ほのඹ有、Ⰻዲに機⬟するࣥࢹ

ト࣡ーࢡの存ᅾがᚲ要であることが㏙࡭られている。

また、「ㄆ㆑の多様ᛶ」が㔜要であるともㄒっている。 

͆ㄆ㆑の多様ᛶが高いというのは、さまざ

まな⪃え方をする࣓ࣥバーがࢳー࣒内に

ศᕸしている≧ែをいう。ᩘ 学的ࣔࣝࢹ໬

により、ࢳー࣒内のㄆ㆑の多様ᛶを高める

ことが成果の大ᖜなྥ上につながるྍ⬟

ᛶが♧されている （͇��1 㡫） 

⥆いて、ࣞࣜࢪエࣥスの高い⤌⧊にඹ㏻する特ᚩに

ついて、͆けっして大᥃かりで࢛ࣇー࣐ࣝな機ᵓでは

なく、බඹ機㛵、私的な⤌⧊、イ࢛ࣥࣇー࣐ࣝな社

会的ࢵࢿト࣡ーࢡ、ಶே、社会のᨵ㠉者、ᢏ術的ࣉ

ラࢵト࢛ࣇー࣒といったものを᫬間をかけて↻㎸ん

だࣗࢳࢩーのようなもの （͇3�3�3�� 㡫）と表⌧し、

これを「アド࣍ࢡラࢩー」と⛠している。これは、

ー࣐ࣝなᙺ割ศ担、ᶆ準的な業࢛ࣇー࣒のイࣥࢳ͆

務手順の㎽ᅇ、༶興ᛶ、⣲᪩いᚠ⎔ࢧイࣝࢡ、㑅ᢥ

的なศᶒ໬、ᑓ㛛ᐙࢳー࣒へのᶒ㝈委ㆡ、ᐁ൉機ᵓ

の᤼㝖など （͇3�3�3�� 㡫）を特ᚩとしている。ࡑし

てࡑのようなࣞࣜࢪエࣥスの高い⤌⧊においては、

ࣜーࢲーが㔜要なᙺ割を果たすとᙉㄪしている。 

͆本当にᚲ要なのは、ࣞࣜࢪエࣥス�ࡑし

て社会的イノ࣋ーࣥࣙࢩ�が育ࡕやすい場

ᡤ̾ѸѸѸᐁ൉機ᵓと༶興的な⤌⧊のあいだ

の✵ⓑ地ᖏ̾ѸѸѸにおいて⦪割りᆺの⤌⧊

の฼Ⅼを⿵完しようとするጼໃだ。ࡑれこ

ࣞ、ࡑ ࢩエࣥトな⤌⧊やトラࣥスࣞーࣜࢪ

ーが実㊶していることであࢲーࣜࣝࢼࣙ

る。協ㄪ的行ືの⣲地を作り、ேࠎを⤖ࡧ

つけ、ᢎㄆを取りつけ、ேࠎがࡑの✵ⓑ地

ᖏに集まるように取り計らう。ࣜ ーࢲーは、

࿨௧やᨭ㓄ではなく、ᙳ㡪力とㄪᩚによっ

て⤫⋡する （͇3���3�6 㡫） 

ᵓ成せ⣲ ㄝ᫂

ㄆ▱ⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇
༴ᶵⓗ状ἣ䛾ୗ䛷䚸᪂䛯な䝇䜻䝹䜢Ⓨᒎ䛥䛫䜛
ᶵ఍䜢Ⓨぢし䚸⤫合䛩䜛

⾜ືⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇
⤌⧊䛜༴ᶵⓗな状ἣ䛻⨨䛛䜜䛯㝿䛻䚸ከ䛟䛾䛣
䛸䜢Ꮫ⩦し䚸ά用し䛶䛔䛟䛯䜑䛾ཎືຊ䛸な䜛

ᩥ⬦ⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇
ୖグ2䛴䛾ᵓ成せ⣲䜢⤫合䛩䜛䛯䜑䛾ᩥ⬦䜢ᥦ
౪䛩䜛
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これまで見てきた㏻り、⤌⧊やࢩステ࣒におけるࣞ

ࣕࢩーࢯ、の௚の研究ྠ様ࡑエࣥスに㛵するࣜࢪ

、的な要⣲が大部ศを༨めているがࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝ

当研究では、ࣜーࢲー㸻ே的㈨※のᙺ割についてゝ

ཬされているⅬが特ᚩ的であると⪃えられる。ここ

から、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスが自↛発生的・安ᐃ的に存

ᅾしているようなものではなく、ࡑの中の࣓ࣥバー

－特にࡑのࣜーࢲー－がࣞࣜࢪエࣥスの㔊成・ྥ上

に㈉⊩しているという、よりືែ的なࢨࢹイࣥが導

ฟされる。 

次に、ᑠᯇ原（�013）においても、⤌⧊ࣞࣜࢪエ

ࣥスの要⣲として「ே」のどⅬを導入し、⤌⧊ᵓ成

員が⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスを高めるための⬟力（ࣞࣜࢪ

エࣥス⬟力）を「$QWLFLSDWLQJ㸸生㉳するᜍれのある

⬣ጾのண▱」「0RQLWRULQJ㸸⬣ጾの┘ど」「5HVSRQGLQJ㸸
ฟ⌧した⬣ጾへのᑐฎ」「/HDUQLQJ㸸ᑐฎに⮳るࣟࣉ

のࡑ、とタᐃした上で「ࡧスにᑐする学ࢭ � 要⣲を

㐺切に機⬟させるための � 要⣲として「7HFKQLFDO 
VNLOO㸸ᑐฎへのᢏ術力・▱㆑」「1RQ� 7HFKQLFDO VNLOO㸸
≧ἣㄆ㆑⬟力等」「0HQWDO DQG SK\VLFDO KHDOWK㸸ᚰ身の

೺ᗣ」「$WWLWXGH㸸前ྥきなែ度、౑࿨感等」をᣲげ

ており、⤌⧊はスࣇࢵࢱにᑐしこれら � つの㈨㉁要

⣲を高める教育カ⦎をㅮじるᚲ要があるとㄝ᫂して

いる。（�� 㡫）またࡑれに㏣加するᙧで、⤌⧊ᵓ成

員が実㊶場㠃においてࣞࣜࢪエࣥスをྥ上させるた

めの᮲௳を௨下の㏻りᣲげている。（�� 㡫）

ձ生じ得る⬣ጾ✀、過去のࣞࣜࢪエࣥスの成ຌ・ 

 ኻᩋを、自⤌⧊内外から学ࡧ、自⤌⧊のࣞࣜࢪ 

エࣥスྥ上にάかす⤌⧊の学⩦がᚲ要。

ղ一ேࡦとりがࣞࣜࢪエࣥス行ືを取るときに、 

 エࣥス行ືをチ容する⿢㔞のవ地がྛேࣜࢪࣞ

 に୚えられていることがᚲ要。 

ճ௬にࣞࣜࢪエࣥス行ືがうまく行かないとして 

もࡑれを㈐めない文໬がᚲ要。なࡐなら、㈐め 

ると本ேཬࡧ࿘ᅖに、次ᅇから自発的なࣞࣜࢪ 

エࣥス行ືを㑊けることをಁしてしまうからで

ある�ゝわれたことだけをする文໬となってし 

 まう�。 

մࣞࣜࢪエࣥス行ືをするための㈨機ᮦ、᝟ሗ、 

᫬間的వ⿱などのࣜࢯースが、฼⏝ྍ⬟なᙧで 

（事前に）準備され、ᚲ要᫬に┤ࡕに฼⏝でき 

 ることがᚲ要。 

յ一ேࡦとりがࣞࣜࢪエࣥス行ືを取ったときに、 

 さにより生ࡎわせのまྜࡳわせ、ჶྜࡳ⤌のࡑ

じる事ᨾ�機⬟ඹ㬆ᆺ事ᨾ�を㑊けるためのコࣥ 

トࣟーࣝがᚲ要。

 ここまで見てきた㏻り、ࣞࣜࢪエࣥスのᑐ㇟༢఩

が⤌⧊ࣞ࣋ࣝになると、ࡑのᵓ成員にᑐする要௳へ

のὀ┠度が高くなっていることがわかる。これは、

最ึにタᐃした「ᵓ成員間のྠ㉁ᛶがẚ㍑的高い≧

ែにಖたれており、有する┠ᶆもある程度一㈏して

いる集ᅋ」という⤌⧊の要⣲が多ศに㛵ಀしている

と⪃えられる。つまり、社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでは、

の࣓ࣥバーは㏻ᖖ᫬はඹྠの行ືをとることもᑡࡑ

なく、✚ᴟ的にࣞࣜࢪエࣥスを⥔ᣢする୺体として

見られることがᑡないが、⤌⧊ࣞ࣋ࣝにおいては、

࣓ࣥバー間の┦஫㛵ಀもより⥭ᐦで┠的をྠじくし

ていることも多いため、⤌⧊࣓ࣥバーの行ືが⤌⧊

エࣥスに┤⤖しているᵓᅗが᝿ᐃしやすくなࣜࢪࣞ

っているのだࢁうと᥎ᐹできる。ࡑのため、⤌⧊ࣞ

エࣥスとࣜࢪステ࣒ࣞ࣋ࣝのࣞࢩエࣥスを社会ࣜࢪ

区別して検討する一ᐃの意義があると思われる。 

���㸬ࢫ࢚ࣥࣜࢪ࣒࣮ࣞࢳ 

 ここまでは「⤌⧊」をࣞࣜࢪエࣥスの༢఩として

いる㆟論を検討してきたが、⳥地（�013）は、⤌⧊

を༢一のものとᤊえるのではなく、͆さらにࢳー࣒ࣞ

࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスを加えることにより、⤌⧊にお

けるࣞࣜࢪエࣥスをໟᣓ的に⌮ゎすることがྍ⬟に

なる （͇�� 㡫）と指᦬する。ࢳー࣒ࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪ

エࣥスとは、͆ಶேのࣞࣜࢪエࣥスのᴫᛕを集ᅋࣞ࣋

ࣝに引き上げて、ࢳー࣒に備わるᅇ᚟力をᤊえよう

とするᴫᛕである。（中␎）ࢳー࣒にᡤᒓする࣓ࣥバ

ーの⫋務ࣞࣜࢪエࣥスの༢なる⥲࿴ではなく、ಶே

ࣞ࣋ࣝには㑏ඖできない、ࢳー࣒全体に備わるもの͇

（13��13� 㡫）であり、͆ ー࣒全体がᅔ㞴な≧ἣにࢳ

┤㠃し、一᫬的に全体的にⴠࡕ㎸んだ࣒ードに㝗っ

たり、士Ẽが下がったり、⥭ᙇ≧ែになったりした

際にも、෌ࡧඖの≧ែにᡠることができるࢳー࣒の

力にᑐする࣓ࣥバーのಙᛕ （͇1�� 㡫）とᐃ義࡙けす

る。ここでは、ࢳー࣒というᑠ⤌⧊を有機体として

ᤊえた上で、ࢳー࣒ࣞࣜࢪエࣥスもಶேのࣞࣜࢪエ

16�
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これまで見てきた㏻り、⤌⧊やࢩステ࣒におけるࣞ

ࣕࢩーࢯ、の௚の研究ྠ様ࡑエࣥスに㛵するࣜࢪ

、的な要⣲が大部ศを༨めているがࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝ

当研究では、ࣜーࢲー㸻ே的㈨※のᙺ割についてゝ

ཬされているⅬが特ᚩ的であると⪃えられる。ここ

から、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスが自↛発生的・安ᐃ的に存

ᅾしているようなものではなく、ࡑの中の࣓ࣥバー

－特にࡑのࣜーࢲー－がࣞࣜࢪエࣥスの㔊成・ྥ上

に㈉⊩しているという、よりືែ的なࢨࢹイࣥが導

ฟされる。

次に、ᑠᯇ原（�013）においても、⤌⧊ࣞࣜࢪエ

ࣥスの要⣲として「ே」のどⅬを導入し、⤌⧊ᵓ成

員が⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスを高めるための⬟力（ࣞࣜࢪ

エࣥス⬟力）を「$QWLFLSDWLQJ㸸生㉳するᜍれのある

⬣ጾのண▱」「0RQLWRULQJ㸸⬣ጾの┘ど」「5HVSRQGLQJ㸸
ฟ⌧した⬣ጾへのᑐฎ」「/HDUQLQJ㸸ᑐฎに⮳るࣟࣉ

のࡑ、とタᐃした上で「ࡧスにᑐする学ࢭ � 要⣲を

㐺切に機⬟させるための � 要⣲として「7HFKQLFDO 
VNLOO㸸ᑐฎへのᢏ術力・▱㆑」「1RQ� 7HFKQLFDO VNLOO㸸
≧ἣㄆ㆑⬟力等」「0HQWDO DQG SK\VLFDO KHDOWK㸸ᚰ身の

೺ᗣ」「$WWLWXGH㸸前ྥきなែ度、౑࿨感等」をᣲげ

ており、⤌⧊はスࣇࢵࢱにᑐしこれら � つの㈨㉁要

⣲を高める教育カ⦎をㅮじるᚲ要があるとㄝ᫂して

いる。（�� 㡫）またࡑれに㏣加するᙧで、⤌⧊ᵓ成

員が実㊶場㠃においてࣞࣜࢪエࣥスをྥ上させるた

めの᮲௳を௨下の㏻りᣲげている。（�� 㡫） 

ձ生じ得る⬣ጾ✀、過去のࣞࣜࢪエࣥスの成ຌ・

ኻᩋを、自⤌⧊内外から学ࡧ、自⤌⧊のࣞࣜࢪ

エࣥスྥ上にάかす⤌⧊の学⩦がᚲ要。 

ղ一ேࡦとりがࣞࣜࢪエࣥス行ືを取るときに、

エࣥス行ືをチ容する⿢㔞のవ地がྛேࣜࢪࣞ

に୚えられていることがᚲ要。

ճ௬にࣞࣜࢪエࣥス行ືがうまく行かないとして

もࡑれを㈐めない文໬がᚲ要。なࡐなら、㈐め

ると本ேཬࡧ࿘ᅖに、次ᅇから自発的なࣞࣜࢪ

エࣥス行ືを㑊けることをಁしてしまうからで

ある�ゝわれたことだけをする文໬となってし

まう�。

մࣞࣜࢪエࣥス行ືをするための㈨機ᮦ、᝟ሗ、

᫬間的వ⿱などのࣜࢯースが、฼⏝ྍ⬟なᙧで

（事前に）準備され、ᚲ要᫬に┤ࡕに฼⏝でき

ることがᚲ要。

յ一ேࡦとりがࣞࣜࢪエࣥス行ືを取ったときに、

さにより生ࡎわせのまྜࡳわせ、ჶྜࡳ⤌のࡑ

じる事ᨾ�機⬟ඹ㬆ᆺ事ᨾ�を㑊けるためのコࣥ

トࣟーࣝがᚲ要。

ここまで見てきた㏻り、ࣞࣜࢪエࣥスのᑐ㇟༢఩

が⤌⧊ࣞ࣋ࣝになると、ࡑのᵓ成員にᑐする要௳へ

のὀ┠度が高くなっていることがわかる。これは、

最ึにタᐃした「ᵓ成員間のྠ㉁ᛶがẚ㍑的高い≧

ែにಖたれており、有する┠ᶆもある程度一㈏して

いる集ᅋ」という⤌⧊の要⣲が多ศに㛵ಀしている

と⪃えられる。つまり、社会ࢩステ࣒ࣞ࣋ࣝでは、

の࣓ࣥバーは㏻ᖖ᫬はඹྠの行ືをとることもᑡࡑ

なく、✚ᴟ的にࣞࣜࢪエࣥスを⥔ᣢする୺体として

見られることがᑡないが、⤌⧊ࣞ࣋ࣝにおいては、

࣓ࣥバー間の┦஫㛵ಀもより⥭ᐦで┠的をྠじくし

ていることも多いため、⤌⧊࣓ࣥバーの行ືが⤌⧊

エࣥスに┤⤖しているᵓᅗが᝿ᐃしやすくなࣜࢪࣞ

っているのだࢁうと᥎ᐹできる。ࡑのため、⤌⧊ࣞ

エࣥスとࣜࢪステ࣒ࣞ࣋ࣝのࣞࢩエࣥスを社会ࣜࢪ

区別して検討する一ᐃの意義があると思われる。

���㸬ࢫ࢚ࣥࣜࢪ࣒࣮ࣞࢳ

ここまでは「⤌⧊」をࣞࣜࢪエࣥスの༢఩として

いる㆟論を検討してきたが、⳥地（�013）は、⤌⧊

を༢一のものとᤊえるのではなく、͆さらにࢳー࣒ࣞ

࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスを加えることにより、⤌⧊にお

けるࣞࣜࢪエࣥスをໟᣓ的に⌮ゎすることがྍ⬟に

なる （͇�� 㡫）と指᦬する。ࢳー࣒ࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪ

エࣥスとは、͆ಶேのࣞࣜࢪエࣥスのᴫᛕを集ᅋࣞ࣋

ࣝに引き上げて、ࢳー࣒に備わるᅇ᚟力をᤊえよう

とするᴫᛕである。（中␎）ࢳー࣒にᡤᒓする࣓ࣥバ

ーの⫋務ࣞࣜࢪエࣥスの༢なる⥲࿴ではなく、ಶே

ࣞ࣋ࣝには㑏ඖできない、ࢳー࣒全体に備わるもの͇

（13��13� 㡫）であり、͆ ー࣒全体がᅔ㞴な≧ἣにࢳ

┤㠃し、一᫬的に全体的にⴠࡕ㎸んだ࣒ードに㝗っ

たり、士Ẽが下がったり、⥭ᙇ≧ែになったりした

際にも、෌ࡧඖの≧ែにᡠることができるࢳー࣒の

力にᑐする࣓ࣥバーのಙᛕ （͇1�� 㡫）とᐃ義࡙けす

る。ここでは、ࢳー࣒というᑠ⤌⧊を有機体として

ᤊえた上で、ࢳー࣒ࣞࣜࢪエࣥスもಶேのࣞࣜࢪエ
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ࣥスとは区別し、ࡑれ自体でᤊえる࡭きであるとい

う見方が❚える。また、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスとಶேࣞ

エࣥスをᩒえてタࣜࢪー࣒ࣞࢳ、エࣥスの間にࣜࢪ

ᐃした⌮⏤として、͆ᚑ業員は、⤌⧊全体の≧ែとい

うよりも、より身㏆なᡤᒓࢳー࣒（部⨫）の≧ែや

特ᛶによりᙳ㡪を受ける。ࡑしてさらに、ಶேはࢳ

ー࣒に⤌ࡳ㎸まれた際、自ศのアイࣥࢹティティよ

りもࢳー࣒のアイࣥࢹティティをඃ先し、ࡑのため

ー࣒の特ᛶや≧ែが大きくಶேの≧ែにᙳ㡪をཬࢳ

 � &DUVWHQ	 �すことが♧されているため（:HVW� 3DWHUDࡰ
�00�）”（�� 㡫）であるとㄝ᫂する。ࡑして、⤌⧊・

エࣥスをศᯒするためのどⅬࣜࢪー࣒・ಶேのࣞࢳ

として、͆࢞ࢿティࣈイ࣋ࣥトの発生前、発生中、「発

生後のྛ᫬Ⅼにおける㔜要な要⣲を見ฟす（͇�� 㡫）

ことをᣲげる。こうした見方をすることによって、

ࢿ、エࣥスの発᥹は、日㡭からの準備≧ែࣜࢪࣞ͆

࢞ティࣈイ࣋ࣥト発生中のᑐฎ、ࡑして発生後の取

り⤌ࡳまでの一㐃のࢩステ࣒を⪃៖することで、よ

りヲ⣽な⌮ゎがྍ⬟になると⪃えられる͇1213（�� 㡫）

というのである（ᅗ �）。ここには、「日ᖖにおける

エࣥスࣜࢪエࣥス」をྵめたよりໟᣓ的なࣞࣜࢪࣞ

ᴫᛕの⌮ゎが存ᅾする。こうして、⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥ

スだけではᤊえきれないアࢱࢡー間の┦஫㛵ಀやಁ

進・㜼ᐖ要ᅉをㄝ᫂するための区ศとして、ࢳー࣒

エࣥスというどᗙを⏝いることに一ᐃの意義ࣜࢪࣞ

があると⪃えられる。 

【ᅗ �】᫬⣔ิとᑐ㇟ࣞ࣋ࣝの � 次ඖ࣐トࣜࢡࢵス

のᯟ⤌ࡳ 

ὀ）ᅗ中の▮印はᙳ㡪過程を表す。 

ฟᡤ）⳥地（�013）�� 㡫をもとに筆者が作成

�㸬ಶே࡟㛵ࢫ࢚ࣥࣜࢪࣞࡿࡍᴫᛕ 

 ಶேに㛵するࣞࣜࢪエࣥスは、ಶேのᚰ⌮的特ᛶ

に特に↔Ⅼを当てている。 

⩚㈡・▼津（�01�）によれば、ಶேࣞࣜࢪエࣥス

とは、“5XWWHU（1���）によってึめて♧されたᴫᛕ

であり、「῝้な༴㝤ᛶにもかかわらࡎ、㐺ᛂしよう

とする⌧㇟」とᐃ義された。すなわࡕ、῝้な≧ἣ

からの❧ࡕ┤りを意味する。このࣞࣜࢪエࣥスとい

うゝⴥは、日本ㄒでは「ᙎᛶ力」「⢭⚄的ᅇ᚟」など

とヂされ、ᑠሷ・中㇂・㔠子・長ᓠ（�00�）は「ᅔ

㞴で⬣ጾ的な≧ែにさらされることで一次的にᚰ⌮

的不೺ᗣの≧ែに㝗っても、ࡑれを஌り㉺え、⢭⚄

的⑓⌮を♧さࡎ、Ⰻく㐺ᛂしている」≧ែとㄝ᫂し

ている （͇� 㡫）とㄝ᫂がなされている。また、⳥地

（�013）において、ಶேࣞࣜࢪエࣥスのㅖᐃ義にお

いてඹ㏻する要⣲として、「ᅔ㞴な≧ἣに┤㠃すると

いう≧ἣ・⎔ቃ要ᅉをきっかけに、一᫬的に⢭⚄的

不೺ᗣの≧ែに㝗ったり、⬟力を発᥹できない≧ែ

に㝗ったりするという఩┦」と「完全な機⬟不全に

⮳らࡎにඖの≧ែにᅇ᚟する఩┦」の � Ⅼがあると

㏙࡭られている（11�1� 㡫）。つまり、ここでもこれ

までの様ࠎなࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義ྠ

様、ఱらかの外部ᙳ㡪が前ᥦとして存ᅾした上で、

、れにᑐしてどのようにᅇ᚟していくのかというࡑ

「༴機にᑐする反ᛂ」という要⣲が᰾となっている

ことが⌮ゎできる。 

���㸬ಶேࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ研究ࡢ₻ὶ 

 次に、ಶேのᚰ⌮的ഃ㠃にᑐしてࣞࣜࢪエࣥスᴫ

ᛕが導入されていく研究上のὶれについて検討して

いく。 

まࡎ、ᯞᘅ（�01�）は、ᚰ⌮学のศ㔝においてࣞ

、エࣥスᴫᛕがᢅわれるようになった⫼ᬒにࣜࢪ

“「࣐イࢼスのゎ᫂からࣉラスのゎ᫂へ」というᒎ開”
（�� 㡫）があったと指᦬する。

͆⤫ྜኻㄪ⑕などの㔜い㞀☀をᣢつᝈ者

や、ẕぶとの別㞳や୧ぶの㞳፧、㈋ᅔとい

った㏫ቃの中に生きている子どもたࡕな

どの研究において、「ᅔ㞴な≧ἣによって

多くの῝้な問題をᢪえているே」もいれ

16�

学ᰯ⤌⧊࡬のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの᳨ウ
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ば、「㏫ቃにも㛵わらࡎே生をㅻḷしてい

るே」もいる̾̾このẼ࡙きが、ࣞ エࣥࣜࢪ

スへのὀ┠や研究のきっかけとなったの

です。（中␎）ࡑれまでは、「㞀☀や㏫ቃが

どのように不㐺ᛂなどの問題を引き㉳こ

すか」という࣐イࢼス㠃の研究が中ᚰだっ

たのですが、「㞀☀や㏫ቃにも㛵わらࡎ、

問題を引き㉳こさないேや、㞀☀や㏫ቃを

ばࡡにしてさらに成長しているேもいる

が、ࡑれはఱがあるからなのか㸽」という

�ラス㠃の研究がጞまり、1ࣉ�� 年にࣝࢵ

エࣥスのᴫᛕࣜࢪーという研究者がࣞࢱ

をᥦၐしたとされています （͇����0 㡫） 

ある᫬Ⅼでのᚰ⌮≧ែをศᯒする㟼的・ᾘᴟ的な研

究ጼໃから、ࡑうした≧ែにᑐしてどういう要ᅉが

ᙳ㡪を୚えるのか／ຠ果があるのか、というື的・

✚ᴟ的なጼໃへと変໬したことが、「༴機からのᅇ᚟」

というࣞࣜࢪエࣥスの୺ᴫᛕとඹ㬆する⤖果となっ

たことが❚える。 

 また、ோ平（�01�）は、ಶேࣞࣜࢪエࣥスが「༴

機からのᅇ᚟」という⌧≧ᅇᖐ的なࣞ࣋ࣝだけでは

なく、“ඖのỈ準のᅇ᚟を上ᅇる⢭⚄的な成長など、

もっと࣏ࢪティࣈな変໬を生ࡴという⪃え方も生ま

れてきた”（�6��� 㡫）と㏙࡭る。ࡑして、ಶேࣞࢪ

ࣜエࣥスによってもたらされた正の変໬について、

͆ア࣓ࣜ࢝のᚰ⌮学者7HGHVKL 	 &DOKRXQ（1��6）は、

トラ࣐࢘経験後の⢭⚄的成長「トラ࣐࢘後成長」

（3RVWWUDXPDWLF *URZWK）として⌮論໬した （͇�6���
㡫）とㄝ᫂している（ᅗ �）。こうしたಶேࣞࣜࢪエ

ࣥスにおける「ᅇ᚟」のഃ㠃は、村木（�016）にお

いても͆先行研究におけるᐃ義をᴫほすると、ᑡな

くとも௨下の � つの要⣲を見ฟすことができる。㸯

つは、「㐺ᛂ的な㐩成」としてこれまで⪃えられてい

た「ᅇ᚟」のഃ㠃である。（中␎）ὀ┠す࡭きᴫᛕ的

ᣑ大として、ࣞࣜࢪエࣥスの要⣲に「成長」をྵめ

て⪃える見方がある （͇��6 㡫）というᙧで指᦬がな

されている。 

 

【ᅗ �ス・トラ࣐࢘後ࢿィࢹーࣁ・エࣥスࣜࢪࣞ【

成長のᶍ式ᅗ 

ฟᡤ）ோ平（�01�）�6� 㡫をもとに筆者が作成 

 

 ᭦に、ⴱす・⸨஭（�013）では、高㎷（�00�）の

研究を例にᣲげながら、“最㏆では῝้な㏫ቃのࡳな

らࡎ㸪ಶேの日ᖖ生άに果たすᙺ割についても検討

する意義がある”（��� 㡫）ことを指᦬しており、「平

᫬におけるࣞࣜࢪエࣥス」というࣞ࣋ࣝにまでᴫᛕ

がᣑᙇされてきていることがわかる。 

 次に、村木（�016）において、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕ

にᑐする研究手ἲやὀ┠されるほⅬにおいても、Ṕ

ྐ的な変㑄があることが指᦬されている。ࡑこでは、

0DVWHQ（�00�）・5LFKDUGVRQ（�00�）の研究をᇶに、�
つのἼとしてᩚ⌮がなされている。 

͆まࡎ第 1 Ἴとしては、᪤に㏙࡭た、研究

ึ期のࣁイࣜスࢡなࣝࣉࣥࢧにおける⌧

㇟記㏙的な研究であった。⥆く第 � Ἴにお

いては、ࣞ ⌮スとしてࢭࣟࣉエࣥスをࣜࢪ

ゎし、ࣜ スࢡᅉ子とಖㆤᅉ子の㛵㐃およࡧ

ἣ下≦ࢡのᩚ⌮を行った。ここではࣜスࡑ

にあっても、ࡑれにᑐして᢬ᢠ的に機⬟す

る様ࠎなಖㆤᅉ子の有無によって、ಶேの

㐺ᛂに㐪いがࡳられるという஺஫作⏝ຠ

果がὀ┠された。第 3 ὴの研究では、ண㜵

や介入を┠的とした実験研究が行われた。

な≧ἣからのࢡイࣜスࣁエࣥスがࣜࢪࣞ

࣏、りであるという文⬦に加えて┤ࡕ❧ ࢪ

ティࣈᚰ⌮学の₻ὶである、೺ᗣをቑ進し、

よりே生を㇏かにするというほⅬからも

論じられるようになったとゝえよう。ࡑし

て㏆年では第 � Ἴの研究として、様ࠎなᙧ

で研究▱見の⤫ྜが進ࡴとともに、㑇伝と

⎔ቃの஺஫作⏝の検討など、新たなどⅬか

166

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢　第 36 号　2016 年



18 

東京大学大学院教育学研究科教育行政学論叢 第 36 号 2016 年 

 
 

ば、「㏫ቃにも㛵わらࡎே生をㅻḷしてい

るே」もいる̾̾このẼ࡙きが、ࣞ エࣥࣜࢪ

スへのὀ┠や研究のきっかけとなったの

です。（中␎）ࡑれまでは、「㞀☀や㏫ቃが

どのように不㐺ᛂなどの問題を引き㉳こ

すか」という࣐イࢼス㠃の研究が中ᚰだっ

たのですが、「㞀☀や㏫ቃにも㛵わらࡎ、

問題を引き㉳こさないேや、㞀☀や㏫ቃを

ばࡡにしてさらに成長しているேもいる

が、ࡑれはఱがあるからなのか㸽」という

�ラス㠃の研究がጞまり、1ࣉ�� 年にࣝࢵ

エࣥスのᴫᛕࣜࢪーという研究者がࣞࢱ

をᥦၐしたとされています （͇����0 㡫） 

ある᫬Ⅼでのᚰ⌮≧ែをศᯒする㟼的・ᾘᴟ的な研

究ጼໃから、ࡑうした≧ែにᑐしてどういう要ᅉが

ᙳ㡪を୚えるのか／ຠ果があるのか、というື的・

✚ᴟ的なጼໃへと変໬したことが、「༴機からのᅇ᚟」

というࣞࣜࢪエࣥスの୺ᴫᛕとඹ㬆する⤖果となっ

たことが❚える。 

 また、ோ平（�01�）は、ಶேࣞࣜࢪエࣥスが「༴

機からのᅇ᚟」という⌧≧ᅇᖐ的なࣞ࣋ࣝだけでは

なく、“ඖのỈ準のᅇ᚟を上ᅇる⢭⚄的な成長など、

もっと࣏ࢪティࣈな変໬を生ࡴという⪃え方も生ま

れてきた”（�6��� 㡫）と㏙࡭る。ࡑして、ಶேࣞࢪ

ࣜエࣥスによってもたらされた正の変໬について、

͆ア࣓ࣜ࢝のᚰ⌮学者7HGHVKL 	 &DOKRXQ（1��6）は、

トラ࣐࢘経験後の⢭⚄的成長「トラ࣐࢘後成長」

（3RVWWUDXPDWLF *URZWK）として⌮論໬した （͇�6���
㡫）とㄝ᫂している（ᅗ �）。こうしたಶேࣞࣜࢪエ

ࣥスにおける「ᅇ᚟」のഃ㠃は、村木（�016）にお

いても͆先行研究におけるᐃ義をᴫほすると、ᑡな

くとも௨下の � つの要⣲を見ฟすことができる。㸯

つは、「㐺ᛂ的な㐩成」としてこれまで⪃えられてい

た「ᅇ᚟」のഃ㠃である。（中␎）ὀ┠す࡭きᴫᛕ的

ᣑ大として、ࣞࣜࢪエࣥスの要⣲に「成長」をྵめ

て⪃える見方がある （͇��6 㡫）というᙧで指᦬がな

されている。 

 

【ᅗ �ス・トラ࣐࢘後ࢿィࢹーࣁ・エࣥスࣜࢪࣞ【

成長のᶍ式ᅗ 

ฟᡤ）ோ平（�01�）�6� 㡫をもとに筆者が作成 

 

 ᭦に、ⴱす・⸨஭（�013）では、高㎷（�00�）の

研究を例にᣲげながら、“最㏆では῝้な㏫ቃのࡳな

らࡎ㸪ಶேの日ᖖ生άに果たすᙺ割についても検討

する意義がある”（��� 㡫）ことを指᦬しており、「平

᫬におけるࣞࣜࢪエࣥス」というࣞ࣋ࣝにまでᴫᛕ

がᣑᙇされてきていることがわかる。 

 次に、村木（�016）において、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕ

にᑐする研究手ἲやὀ┠されるほⅬにおいても、Ṕ

ྐ的な変㑄があることが指᦬されている。ࡑこでは、

0DVWHQ（�00�）・5LFKDUGVRQ（�00�）の研究をᇶに、�
つのἼとしてᩚ⌮がなされている。 

͆まࡎ第 1 Ἴとしては、᪤に㏙࡭た、研究

ึ期のࣁイࣜスࢡなࣝࣉࣥࢧにおける⌧

㇟記㏙的な研究であった。⥆く第 � Ἴにお

いては、ࣞ ⌮スとしてࢭࣟࣉエࣥスをࣜࢪ

ゎし、ࣜ スࢡᅉ子とಖㆤᅉ子の㛵㐃およࡧ

ἣ下≦ࢡのᩚ⌮を行った。ここではࣜスࡑ

にあっても、ࡑれにᑐして᢬ᢠ的に機⬟す

る様ࠎなಖㆤᅉ子の有無によって、ಶேの

㐺ᛂに㐪いがࡳられるという஺஫作⏝ຠ

果がὀ┠された。第 3 ὴの研究では、ண㜵

や介入を┠的とした実験研究が行われた。

な≧ἣからのࢡイࣜスࣁエࣥスがࣜࢪࣞ

࣏、りであるという文⬦に加えて┤ࡕ❧ ࢪ

ティࣈᚰ⌮学の₻ὶである、೺ᗣをቑ進し、

よりே生を㇏かにするというほⅬからも

論じられるようになったとゝえよう。ࡑし

て㏆年では第 � Ἴの研究として、様ࠎなᙧ

で研究▱見の⤫ྜが進ࡴとともに、㑇伝と

⎔ቃの஺஫作⏝の検討など、新たなどⅬか

1� 

学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの検討 

 

らのࣞࣜࢪエࣥス研究も進んでいる（͇���
㡫） 

大きなὶれとして、⌧≧記㏙的な研究から、ࢭࣟࣉ

スまでྵࡳ㎸んだಶேࣞࣜࢪエࣥスᛶ㉁のໟᣓ的研

究、ࡑして、ࣞࣜࢪエࣥスを高めるㅖ要ᅉとの஺஫

作⏝のศᯒへと、ᑐ㇟⠊ᅖをᣑ大してきているとま

とめることができよう。 

 ణし、ࡑうしたಶேࣞࣜࢪエࣥス研究にᑐするᢈ

ุ的どⅬがあることにも␃意しなければならない。

中原ら（�01�）は、6FKORVVEHUJ（1���）の指᦬を例

にᣲげながら1�、“ே生で生じる様ࠎな㞀ᐖや㌿機を

事前にண ྍ⬟なものと᝿ᐃされてしまうどⅬや、

ಶேの⬟力ᙧ成が㞀ᐖや㌿機にᑐする୓⬟⸆のごと

く᝿ᐃされているⅬについてᢈุも行われている”
（� 㡫）と㏙࡭ている。  

 

���㸬ಶேࣞࡢࢫ࢚ࣥࣜࢪㅖᐃ⩏ 

 次に、ಶேࣞࣜࢪエࣥスに㛵するㅖᐃ義を見てࡳ

る（表 3）。ᯞᘅ（�01�）が“非ᖖにᖜᗈいᴫᛕであ

るとゝえる”（�� 㡫）と指᦬するように、ಶேࣞࢪ

ࣜエࣥスにおいても、ࡑのᛶ㉁をಶேの特ᛶという

㟼的なᙧでᤊえる見方から、「㏫ቃ・༴機からのᅇ᚟」

過程にまでど㔝をᗈげた見方、ࡑして、ࡑうしたࣞ

エࣥスが発᥹された後の⤖果をもໟᣓする見方ࣜࢪ

の 3 ✀㢮のᤊえ方が存ᅾすることがわかる。ణし、

ᇶ本的には「༴機の存ᅾ」を前ᥦにࣞࣜࢪエࣥスᴫ

ᛕをᤊえているⅬにおいては、3 つともඹ㏻してい

ることがわかる。 

 こうしたㅖᐃ義にᑐして－特に⤖果までໟᣓして

ᐃ義するᤊえ方－は、͆研究ごとにᢅわれる指ᶆの多

様さ （͇村木 �016㸸��3 㡫）がᢈุとしてᣲげられて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表 3】ಶேࣞࣜࢪエࣥスのㅖᐃ義 

ฟᡤ）ⴱす・⸨஭（�013）��6 㡫、▼原・中୸（�00�）
����� 㡫、ᯞᘅ（�01�）�3��� 㡫、⩚㈡・▼津（�01�）
� 㡫、大㇂ら（�016）� 㡫をもとに、筆者が作成 

 

 

��3㸬ಶேࣞࡢࢫ࢚ࣥࣜࢪᵓᡂせ⣲࣭ᙧᡂせᅉ 

 ⥆いて、ಶேࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要⣲・ᙧ成要ᅉ

に╔┠したㅖ研究をᴫぴしていく。 

 まࡎ⳥地（�013）では、ᚰ⌮学ศ㔝におけるಶே

エࣥス研究の特ᚩをᅗ㸯㸮のように表した上ࣜࢪࣞ

で、“⢭⚄的なᅇ᚟力を♧しやすいಶேが備える特ᛶ

を᫂らかにすることをヨࡳる研究が࡯とんどである”
（1� 㡫）と指᦬している。 

◊✲者 定⩏

㻮㼘㼛㼏㼗䞉㻮㼘㼛㼏㼗䠄1980㻘1994） 環ቃ䛾せㄳ䛩䜛ᶵ⬟䛻ᑐし䛶䚸ಶே䛾⮬ᡃ䝁䞁䝖䝻䞊䝹䜢ᰂ㌾䛻ኚ
໬䛩䜛䛣䛸䛜出᮶䜛ຊືⓗ⬟ຊ

㻹㼍㼟㼠㼑㼚䜙㻌䠄1984㻘1994㻘1990） 䝇䝖䝺䝇䝣䝹な出᮶஦䛻䛥䜙䛥䜜䛶䜒䚸⬟ຊ䜢䛿䛳䛝り䛸♧䛩䛣䛸

㻻㼟㼎㼛㼞㼚䠄1990）
⢭⚄⑓理Ꮫୖ䛾༴㝤ᛶ䜢ቑ䛩状ἣ䛷⫱䛴䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪⬟ຊ㐩成
䜢㐙䛢䜛

㻯㼕㼏㼏㼔㼑㼠㼠㼕䜙䠄1993） ཝし䛔㏫ቃ䛷ᶵ⬟䛩䜛⬟ຊ

㻱㼓㼑㼘㼍㼚㼐䜙䠄1993）
㧗䛔䝸䝇䜽䜔៏ᛶⓗな䝇䝖䝺䝇䚸䜎䛯䛿㛗期䛻௜㝶し䛯り῝้な䝖䝷
䜴䝬䛻䜒㛵䜟䜙䛪䚸ዲ⤖ᯝ䛾㐺ᛂ䚸⫯定ⓗなᶵ⬟䚸䜎䛯䛿㐺ᛶ䛾⬟
ຊ

㻳㼑㼘㼍㼚㼐㻘㻌㻮䠄1993） ῝้な䚸䜎䛯䛿඲㠃ⓗな㏫ቃ䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪⬟ຊ䛜Ⓨ㐩し䛶䛔䛟䛣
䛸

㻸㼡㼠㼔㼍㼞㻘㻌㻿.㻿䠄1993） 䝇䝖䝺䝇䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪㧗䛔♫఍ⓗ⬟ຊ䛾⥔ᣢ

㼃㼍㼓㼚㼕㼘㼐䞉㼅㼛㼡㼚㼓㻌㻔1993㻕 䝇䝖䝺䝇䛾㈇䛾ຠᯝ䜢࿴䜙䛢䚸㐺ᛂ䜢ಁ㐍䛥䛫䜛ಶே䛾≉ᛶ

㼃㼑㼞㼚㼑㼞㻔1993㻕 ㏫ቃ䜔㞀ᐖ䛻┤㠃し䛶䜒䛭䜜䜢⣊䛸し䛶䝁䞁䝢䝔䞁䝇䜢㧗䜑成㛗䞉成
⇍䛩䜛⬟ຊ䜔ᚰ理ⓗ≉ᛶ

㻯㼕㼏㼏㼔㼑㼠㼠㼕䞉㻾㼛㼓㼛㼟㼏㼔䠄1997）
ಶே䛾៏ᛶⓗな䝇䝖䝺䝇䜔㏫ቃ䜔㛗期䛻䜟䛯䜛䚸䜎䛯䛿ཝし䛔䝖䝷
䜴䝬䛻᭚䛥䜜䛶䜒䚸䛖䜎䛔㐺ᛂ䜔᭷⬟な㻌㻔ⓗ☜な䞉༑ศな㻕ᶵ⬟䛾⬟
ຊ

㼃㼥㼙㼍㼚䜙䠄1999） ῝้な䝸䝇䜽状ἣ䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪䚸Ⰻ䛟Ⓨ㐩䛩䜛⬟ຊ䛾ㄝ᫂

᳃䜙㻌㻔2002㻕 ㏫ቃ䛻⪏䛘䚸ヨ⦎䜢ඞ᭹し䚸ឤ᝟ⓗ䞉ㄆ▱ⓗ䞉♫఍ⓗ䛻೺ᗣな⢭⚄
άື䜢⥔ᣢ䛩䜛䛾䛻୙ྍḞなᚰ理≉ᛶ

▼ẟ㻌㻔2003㻕 ᅔ㞴な状ἣ䛻䛥䜙䛥䜜䛶䜒䚸㔜⠜な⢭⚄⑓理ⓗな状ែ䛻䛿な䜙な
䛔䚸あ䜛䛔䛿ᅇ᚟䛷䛝䜛ಶே䛾ᚰ理㠃䛾ᙎຊᛶ

㻳㼞㼛㼠㼎㼑㼞㼓㻔2003㻕
㏫ቃ䛻┤㠃し䛯᫬䛻䛭䜜䜢ඞ᭹し䚸䛭䛾⤒㦂䛻䜘䛳䛶䚸ᙉ໬䛥䜜䜛
ሙ合䜔ኚᐜ䛥䜜䜛ே䛜ᣢ䛴㐺ᛂຊ

↓⸨䜙䠄2004）
ᅔ㞴な状ἣ䛻䛥䜙䛥䜜䚸䝛䜺䝔䜱䝤なᚰ理状ែ䛻㝗䛳䛶䜒䚸㔜⠜な⢭
⚄⑓理ⓗな状ែ䛻な䜙な䛔䚸あ䜛䛔䛿ᅇ᚟䛷䛝䜛ಶே䛾ᚰ理㠃䛾
ᙎຊᛶ

ⴱす䞉⸨஭䠄2013） ᅔ㞴な状ἣ䛻䛚䛔䛶ⱞ③䜢ឤ䛨な䛜䜙䜒䠈䛭䛾ᚋ䛾㐺ᛂⓗなᅇ᚟䜢
ᑟ䛟ᚰ理ⓗな≉ᛶ

኱㇂䜙䠄2016）
ၥ㢟䛜生䛨䛖䜛ኚ໬䛻ᑐ䛩䜛ᚰ理ⓗな䝩䝯䜸䝇䝍䝅䝇䜔䚸ᅇ᚟䞉㐺ᛂ
䜢ಁ㐍䛩䜛䛯䜑䛾ಶே≉ᛶ䛷あり䚸環ቃ䛸ಶே䛾┦஫作用䛾୰䛷
ኚ໬䛩䜛ྍረᛶ䜢ᣢ䛴䜒䛾

◊✲者 定⩏

㻳㼑㼞㼙㼑㼦㼥䠄1990） 㧗䛔ᅔ㞴な環ቃ䛻䜒ᣊ䜙䛪䚸㐺ᛂⓗなㄪᩚ䜢⾜な䛖䛣䛸

㻯㼛㼣㼍㼚䜙䠄1996）
䝇䝖䝺䝇䛻㛵䛩䜛䝛䜺䝔䜱䝤な⤖ᯝ䜢ᑟ䛝䜔䛩䛟䛩䜛䜘䛖な䝸䝇䜽せᅉ
䛻ᑐし䚸䛭䜜䛜Ꮡᅾしな䛔ሙ合䛸ྠ䛨䛛䚸䛭䜜௨ୖ䛻Ⰻ䛔⤖ᯝ䜢生
䜏出䛩䜘䛖作用䛩䜛䝥䝻䝉䝇

῝้な㏫ቃ䛾୰䛷⫯定ⓗな㐺ᛂ䜢ໟ合䛩䜛ຊືⓗな㐣⛬

㔜⠜な㏫ቃ䛾ᩥ⬦㻌㻔๓ᚋ㛵ಀ㻕䛾୰䛻䛚䛡䜛⫯定ⓗな㐺ᛂ䜢䜒ໟ合
䛩䜛๻ⓗな㐣⛬

⩚㈡䞉▼ὠ䠄2014）
᪥ᖖⓗな䝛䜺䝔䜱䝤䜲䝧䞁䝖䛻䜘䜛ᚰ理ⓗ䛻䝛䜺䝔䜱䝤な状ែ䛛䜙䛾
❧䛱┤り䛾㐣⛬

◊✲者 定⩏

㻾㼡㼠㼠㼑㼞䠄1990） ಶே䛜㧗䛔䝸䝇䜽ୗ䛷䚸Ⓨ㐩ⓗ䛻⫯定ⓗな⤖ᯝ䜢♧䛩䛣䛸

㻹㼍㼟㼠㼑㼚䜙㻔1990㻕 ᅔ㞴䛷⬣ጾⓗな状ἣ䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪䚸䛖䜎䛟㐺ᛂ䛩䜛㐣⛬䞉⬟ຊ䞉⤖
ᯝ

㻷㼍㼡㼒㼙㼍㼚䜙㻔1994㻕
Ⓨ㐩ୖ䛾ၥ㢟䛻䛚䛡䜛㔜⠜な䝸䝇䜽䛾Ⓨ生䛻䜒䛛䛛䜟䜙䛪䚸⫯定ⓗ
な⤖ᯝ䜢♧䛩ಶே䛾ᥥ෗

ಶேෆ≉ᛶ

ኚ໬䛾㐣⛬

⤖ᯝ䜒ໟᣓ

㻸㼡㼠㼔㼍㼞䜙䠄2000）

16�

学ᰯ⤌⧊࡬のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの᳨ウ
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【ᅗ 10】ᚰ⌮学におけるࣞࣜࢪエࣥスの研究ືྥ

ฟᡤ）⳥地（�013）1� 㡫をもとに筆者が作成 

 次に、ಶேࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要⣲・ᙧ成要ᅉを

一ぴにしたものが表 � であるが、ඹ㏻して存ᅾして

いるのは、「ᚸ⪏ᙉさ」「自ᚊᛶ」「ᴦほ୺義」であり、

これはやはり「༴機」が前ᥦとして᝿ᐃされており、

を㈇ࢪー࣓ࢲうした≧ἣに㝗った際に、⮴࿨的なࡑ

うことなくᅇ᚟のࢭࣟࣉスに入ることができる要ᅉ、

ということがᙉく意㆑されている⤖果であると⪃え

られる。 

【表 �】ಶேࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要⣲・ᙧ成要ᅉ1�

ฟᡤ）ᯞᘅ ῟子（�01�）���60 㡫、平㔝（�010）10��10�
㡫をもとに、筆者が作成 

また、大㇂ら（�016）では、ಶேࣞࣜࢪエࣥスは、

日ᖖ生άのฟ᮶事である「'DLO\ +DVVOHV」「'DLO\ 
8SOLIWV」が、⎔ቃ・文໬的な⫼ᬒを፹介としてಶே

のコーࢢࣥࣆ特ᛶとの┦஫஺ὶを経ることでᙧ成さ

れるというࣟࣇーをᥥきฟしている（ᅗ 11）16。こ

こでは、ಶேࣞࣜࢪエࣥスは先ኳ的にಶேに備わっ

ているようなものではなく、⎔ቃ・文໬的な⫼ᬒを

㏻じてᙧ成・ᙉ໬されていくものであるという、後

ኳ的なഃ㠃が指᦬されている。 

【ᅗ 11】ࣞ 、エࣥス、'DLO\ +DVVOHV・'DLO\ 8SOLIWVࣜࢪ
コーࢢࣥࣆの㛵ಀ 
ฟᡤ）大㇂ら（�013）� 㡫をもとに筆者が作成

 最後に、こうしたಶேࣞࣜࢪエࣥスの特ᚩをいか

にᯒฟしていくかに㛵する方ἲに㛵して、⳥地（�013）
が.XPSIHU （1���）の � つのศ㢮をᇶに、次のよう

にᩚ⌮を行っている。 

͆1 つ┠は、ࣞトࣟス࣌ࢡティࣈな༢一ࢧ

もしくはᶓ᩿的研究である。この研ࣝࣉࣥ

究ࢨࢹイࣥは、実際にᝒ᝺なฟ᮶事を過去

に経験したにも㛵わらࡎ、⌧ᅾは㐺ᛂして

いるே≀に↔Ⅼを当てて、ㄪᰝを行うもの

である。� つ┠に、ࣞトࣟス࣌ࢡティࣈな

ᶓ᩿的・多変㔞的研究の方ἲがある。これ

は、日ᖖ生άで生じるイ࣋ࣥトやࣃーࢼࢯ

ࣜティ特ᛶ、⎔ቃ要ᅉなどを㉁問⣬のᙧ式

でᑜࡡ、過去に生じたᅔ㞴なฟ᮶事と⌧ᅾ

の≧ἣからࣞࣜࢪエࣥスの≧ែにある者

とࡑうでない者とをศけ、ẚ㍑するもので

ある。ࡑして 3 つ┠に、▷期的な⦪᩿的研

究の方ἲがある。これは、ᩘ ࢝月からᩘ年

にわたる▷期の⦪᩿的ㄪᰝを行い、༴㝤ᅉ

子とಖㆤᅉ子のᙳ㡪力を検討する研究ࢹ

�、イࣥである。またࢨ つ┠は、ᑐ↷⩌の

ない長期的な発㐩研究である。この研究ࢹ

イࣥは、ㄌ生᫬からᩘ༑年にわたる㏣㊧ࢨ

◊✲者 定⩏

㼃㼍㼓㼚㼕㼘㼐䞉㼅㼛㼡㼚㼓㻌㻔1993㻕 㻔1㻕䛂ே᱁ⓗ⬟ຊ䛃ᅉᏊ䠖決᩿ຊ䚸⮬ಙ䚸ᚸ⪏ᙉ䛥
㻔2㻕䛂⮬ᕫ䞉ே生ྲཱྀᐜ䛃ᅉᏊ䠖⮬ᕫཷᐜ䚸┠ⓗព㆑

䝣䝷䝅䝳㻔1997㻕 ๰㐀ᛶ䚸ᚸ⪏ᙉ䛥䚸Ὕᐹຊ䚸⢭⚄ⓗ⮬❧䚸♫஺ᛶ

ᑠⰼ࿴䠄2004）

㻔1㻕環ቃせᅉ㻦Ᏻ定し䛯ᐙᗞ環ቃ䜔Ꮫᰯ環ቃ䚸ぶᏊ環ቃ
㻔2㻕ಶேෆせᅉ
䚷䞉Ꮚ䛹䜒䛾ಶேせᅉ䠖⮬ᚊᛶ䚸⮬ᕫไᚚ䚸ඹឤᛶ
䚷䞉Ꮚ䛹䜒䛻䜘䛳䛶獲ᚓ䛥䜜䜛せᅉ䠖ၥ㢟ゎ決⬟ຊ䜔䝋䞊䝅䝱䝹䞉䝇
䚷䚷䜻䝹な䛹

▼ẟ䞉↓⸨䠄2006）

㻔1㻕䛽䜀りᙉ䛟ၥ㢟䜢ゎ決し䜘䛖䛸䛩䜛䛂ពḧⓗάືᛶ䛃
㻔2㻕䝛䜺䝔䜱䝤なᚰ理状ែ䜢❧䛶┤䛩䛯䜑䛻௚者䛸䛾ෆ㠃䛾ඹ᭷䜢
求䜑䜛䛂ෆ㠃ඹ᭷ᛶ䛃
㻔3㻕物஦䜢䝫䝆䝔䜱䝤䛻䛸䜙䛘䜛䛂ᴦほᛶ䛃

୰ᮧ䜙䠄2009）

ពḧ䚸ᴦほ䚸♫఍ⓗ䝇䜻䝹䛾ᰂ㌾な฼用䚸Ẽ㉁䚸യ䛴䛝䛻䛟䛥䚸⮬ᕫ
ㄪᩚ䚸ពḧάືᛶ䚸ෆ㠃ඹ᭷ᛶ䚸㻵㻌㻭㻹䠄⮬ᕫ⫯定ឤ）䚸㻵㻌㻯㻭㻺䠄⮬ศ
䛾⬟ຊ䛻ᑐ䛩䜛ಙ㢗ឤ）䚸㻵㻌㼃㻵㻸㻸䠄⮬ศ䛾ᴦほⓗなぢ㏻し）䚸ಶேෆ
㈨※䛾ㄆ▱䚸ಶேෆ㈨※䛾ά用

ᖹ㔝䠄2010）
㻔1㻕㈨㉁ⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇せᅉ䠖ᴦほᛶ䚸⤫ᚚຊ䚸♫஺ᛶ䚸⾜ືຊ
㻔2㻕獲ᚓⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇せᅉ䠖ၥ㢟ゎ決ᚿྥ䚸⮬ᕫ理ゎ䚸௚者ᚰ理䛾
理ゎ
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【ᅗ 10】ᚰ⌮学におけるࣞࣜࢪエࣥスの研究ືྥ 

ฟᡤ）⳥地（�013）1� 㡫をもとに筆者が作成 
 
 次に、ಶேࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要⣲・ᙧ成要ᅉを

一ぴにしたものが表 � であるが、ඹ㏻して存ᅾして

いるのは、「ᚸ⪏ᙉさ」「自ᚊᛶ」「ᴦほ୺義」であり、

これはやはり「༴機」が前ᥦとして᝿ᐃされており、

を㈇ࢪー࣓ࢲうした≧ἣに㝗った際に、⮴࿨的なࡑ

うことなくᅇ᚟のࢭࣟࣉスに入ることができる要ᅉ、

ということがᙉく意㆑されている⤖果であると⪃え

られる。 

 

【表 �】ಶேࣞࣜࢪエࣥスのᵓ成要⣲・ᙧ成要ᅉ1� 

ฟᡤ）ᯞᘅ ῟子（�01�）���60 㡫、平㔝（�010）10��10�
㡫をもとに、筆者が作成 

 
 

 また、大㇂ら（�016）では、ಶேࣞࣜࢪエࣥスは、

日ᖖ生άのฟ᮶事である「'DLO\ +DVVOHV」「'DLO\ 
8SOLIWV」が、⎔ቃ・文໬的な⫼ᬒを፹介としてಶே

のコーࢢࣥࣆ特ᛶとの┦஫஺ὶを経ることでᙧ成さ

れるというࣟࣇーをᥥきฟしている（ᅗ 11）16。こ

こでは、ಶேࣞࣜࢪエࣥスは先ኳ的にಶேに備わっ

ているようなものではなく、⎔ቃ・文໬的な⫼ᬒを

㏻じてᙧ成・ᙉ໬されていくものであるという、後

ኳ的なഃ㠃が指᦬されている。 

 

 

【ᅗ 11】ࣞ 、エࣥス、'DLO\ +DVVOHV・'DLO\ 8SOLIWVࣜࢪ
コーࢢࣥࣆの㛵ಀ 
ฟᡤ）大㇂ら（�013）� 㡫をもとに筆者が作成 

 

 最後に、こうしたಶேࣞࣜࢪエࣥスの特ᚩをいか

にᯒฟしていくかに㛵する方ἲに㛵して、⳥地（�013）
が.XPSIHU （1���）の � つのศ㢮をᇶに、次のよう

にᩚ⌮を行っている。 

͆1 つ┠は、ࣞトࣟス࣌ࢡティࣈな༢一ࢧ

もしくはᶓ᩿的研究である。この研ࣝࣉࣥ

究ࢨࢹイࣥは、実際にᝒ᝺なฟ᮶事を過去

に経験したにも㛵わらࡎ、⌧ᅾは㐺ᛂして

いるே≀に↔Ⅼを当てて、ㄪᰝを行うもの

である。� つ┠に、ࣞトࣟス࣌ࢡティࣈな

ᶓ᩿的・多変㔞的研究の方ἲがある。これ

は、日ᖖ生άで生じるイ࣋ࣥトやࣃーࢼࢯ

ࣜティ特ᛶ、⎔ቃ要ᅉなどを㉁問⣬のᙧ式

でᑜࡡ、過去に生じたᅔ㞴なฟ᮶事と⌧ᅾ

の≧ἣからࣞࣜࢪエࣥスの≧ែにある者

とࡑうでない者とをศけ、ẚ㍑するもので

ある。ࡑして 3 つ┠に、▷期的な⦪᩿的研

究の方ἲがある。これは、ᩘ ࢝月からᩘ年

にわたる▷期の⦪᩿的ㄪᰝを行い、༴㝤ᅉ

子とಖㆤᅉ子のᙳ㡪力を検討する研究ࢹ

�、イࣥである。またࢨ つ┠は、ᑐ↷⩌の

ない長期的な発㐩研究である。この研究ࢹ

イࣥは、ㄌ生᫬からᩘ༑年にわたる㏣㊧ࢨ

◊✲者 定⩏

㼃㼍㼓㼚㼕㼘㼐䞉㼅㼛㼡㼚㼓㻌㻔1993㻕 㻔1㻕䛂ே᱁ⓗ⬟ຊ䛃ᅉᏊ䠖決᩿ຊ䚸⮬ಙ䚸ᚸ⪏ᙉ䛥
㻔2㻕䛂⮬ᕫ䞉ே生ྲཱྀᐜ䛃ᅉᏊ䠖⮬ᕫཷᐜ䚸┠ⓗព㆑

䝣䝷䝅䝳㻔1997㻕 ๰㐀ᛶ䚸ᚸ⪏ᙉ䛥䚸Ὕᐹຊ䚸⢭⚄ⓗ⮬❧䚸♫஺ᛶ

ᑠⰼ࿴䠄2004）

㻔1㻕環ቃせᅉ㻦Ᏻ定し䛯ᐙᗞ環ቃ䜔Ꮫᰯ環ቃ䚸ぶᏊ環ቃ
㻔2㻕ಶேෆせᅉ
䚷䞉Ꮚ䛹䜒䛾ಶேせᅉ䠖⮬ᚊᛶ䚸⮬ᕫไᚚ䚸ඹឤᛶ
䚷䞉Ꮚ䛹䜒䛻䜘䛳䛶獲ᚓ䛥䜜䜛せᅉ䠖ၥ㢟ゎ決⬟ຊ䜔䝋䞊䝅䝱䝹䞉䝇
䚷䚷䜻䝹な䛹

▼ẟ䞉↓⸨䠄2006）

㻔1㻕䛽䜀りᙉ䛟ၥ㢟䜢ゎ決し䜘䛖䛸䛩䜛䛂ពḧⓗάືᛶ䛃
㻔2㻕䝛䜺䝔䜱䝤なᚰ理状ែ䜢❧䛶┤䛩䛯䜑䛻௚者䛸䛾ෆ㠃䛾ඹ᭷䜢
求䜑䜛䛂ෆ㠃ඹ᭷ᛶ䛃
㻔3㻕物஦䜢䝫䝆䝔䜱䝤䛻䛸䜙䛘䜛䛂ᴦほᛶ䛃

୰ᮧ䜙䠄2009）

ពḧ䚸ᴦほ䚸♫఍ⓗ䝇䜻䝹䛾ᰂ㌾な฼用䚸Ẽ㉁䚸യ䛴䛝䛻䛟䛥䚸⮬ᕫ
ㄪᩚ䚸ពḧάືᛶ䚸ෆ㠃ඹ᭷ᛶ䚸㻵㻌㻭㻹䠄⮬ᕫ⫯定ឤ）䚸㻵㻌㻯㻭㻺䠄⮬ศ
䛾⬟ຊ䛻ᑐ䛩䜛ಙ㢗ឤ）䚸㻵㻌㼃㻵㻸㻸䠄⮬ศ䛾ᴦほⓗなぢ㏻し）䚸ಶேෆ
㈨※䛾ㄆ▱䚸ಶேෆ㈨※䛾ά用

ᖹ㔝䠄2010）
㻔1㻕㈨㉁ⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇せᅉ䠖ᴦほᛶ䚸⤫ᚚຊ䚸♫஺ᛶ䚸⾜ືຊ
㻔2㻕獲ᚓⓗ䝺䝆䝸䜶䞁䝇せᅉ䠖ၥ㢟ゎ決ᚿྥ䚸⮬ᕫ理ゎ䚸௚者ᚰ理䛾
理ゎ
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ㄪᰝを行ったり、ࣜ スࢡの高いඣ❺を長期

間にわたり㏣㊧ㄪᰝしたりするものであ

る。最後に � つ┠として、ᑐ↷⩌のある長

期的な発㐩研究がある。これは、一⯡的な

、ど高い༴㝤ᅉ子をもたない集ᅋと࡯れࡑ

༴㝤ᅉ子をもつ集ᅋとをともに長期間に

わたり㏣㊧ㄪᰝし、ẚ㍑検討するものであ

る。ࡑして、࡯とんどのࣞࣜࢪエࣥス研究

において、上記のような実㊶的な制㝈のた

めに、ࣞ トࣟス࣌ࢡティࣈなᶓ᩿的・多変

㔞的研究が᥇⏝されている”（13�1� 㡫） 

ここでも「༴㝤ᅉ子」や「ࣜスࢡ」といった࢞ࢿテ

ィࣈイ࣋ࣥトを㍈としたࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᤊえ方

が見て取れるが、これまでの検討でも見えてきた㏻

り、ࣞࣜࢪエࣥスが存ᅾすることによる日ᖖ・平᫬

へのຠ果といったどᗙをྵめることが、よりໟᣓ的

かつ⢭☜なᴫᛕᥥ෗がྍ⬟になると⪃えられる。 

 

���㸬教育⌧ሙࡿࡅ࠾࡟ಶேࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪ 

 次に、教育⌧場におけるಶேࣞࣜࢪエࣥス、つま

り教員のࣞࣜࢪエࣥスについての研究を検討してい

く。 

 まࡎ大ሯ（�01�）は、新௵教員へのイࣥࣗࣅࢱー

を㏻じて、ᙼらが経験したᅔ㞴・༴機を᫂らかにし

ながら、教員におけるಶேࣞࣜࢪエࣥスの特ᛶを検

討している。ࡑこでは、ᙼらが経験したᅔ㞴・༴機

というものは、͆ಶேの内的要ᅉとಶேを取りᕳく外

的要ᅉの┦஫作⏝ （͇1�1 㡫）によってもたらされて

おり、新௵教員のಶேࣞࣜࢪエࣥスにᙳ㡪を୚える

要ᅉとして͆ 「一ே前がồめられる」ことと「一ே前

ᢅいされない」ことの┦反する࣓ࢭࢵーࢪが୚えら

れる⫋場㢼ᅵや⫋場⎔ቃ （͇1�1 㡫）が㔜要であると

指᦬している。さらに、“⌮᝿とする教員ീと自ᕫᴫ

ᛕの1�1）”ࣉࢵࣕࢠ 㡫）が“新௵教員の内省”（1�1
㡫）をಁし、ಶேࣞࣜࢪエࣥスྥ上の契機となった

と⤖論௜けている。 

 ⥆いて、'D\・*X（�013）では、教ᖌのࣞࣜࢪエ

ࣥスには、3 つのᛶ᱁があるとした上で、教ᖌのࣞ

エࣥスに㛵するㅖ要ᅉの㐃㛵をᅗࣜࢪ 1� のように

まとめている。 

͆1㸬文⬦ᅛ有ᛶ㸸教ᖌのࣞࣜࢪエࣥスの

㉁を見る場ྜ、より㏆᥋したここの学校

や教ᐊの文⬦だけでなく、よりᖜᗈいᑓ

㛛的な仕事の文⬦を見ることで、ࡑれを

最もⰋく⌮ゎできるというもの。 
 �㸬ᙺ割ᅛ有ᛶ㸸教ᖌのࣞࣜࢪエࣥスが、

⫋業的コ࣑ࢵト࣓ࣥトのᙉさや㠉新と

ᐦ᥋な㛵わりをもっているというもの。 
 3㸬ࣞࣜࢪエࣥトであることは、ᅔ㞴か

らすࡄにຠ⋡的に❧ࡕ┤る௨上のこと  

を意味しているということ㸸教えてい  

る日ᖖ世⏺でᆒ⾮をಖࡕながら、コ࣑  

  ト࣓ࣥトし、行Ⅽしようとする感ぬࢵ

とᐦ᥋な㛵わりをᣢっている”  
（��11 㡫） 

ここでは、ಶேのࣞࣜࢪエࣥスとゝっても、ࡑ

のಶேや⫋✀によって文⬦・ᙺ割の㐪いが反ᫎ

されることになるということ、ࡑして、ಶேࣞ

エࣥスのᙧ成・ྥ上には日ᖖ・平᫬でのಶࣜࢪ

ேのືែがᐦ᥋に㛵ಀしているということ、の

� Ⅼが♧၀されている。 

 

 

【ᅗ 1�】教ᖌのࣞࣜࢪエࣥスに㛵する㈨㉁に作⏝す

るᙳ㡪 

ฟᡤ）'D\・*X（�013）1�� 㡫をもとに筆者が作成 

 

 また、教ᖌのಶேࣞࣜࢪエࣥスと教ᖌಶேのຠ力

感との㛵ಀについてㄪᰝ・ศᯒした⤖果、͆ࣞࣜࢪエ

ࣥスのᛶ㉁と教ᖌの㉁のಖᣢに㛵わる � つの㘽とな

るⅬ”（1�� 㡫）が᫂らかになったという。 

͆1 つ┠は、最も㔜要なこととして、「は
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る」⬟力として、ᗈく┤ࡕ❧ࡄ㏉す、すࡡ

౑われるࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義は、教ᖌのも

つࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁を、ᚲࡎしも㐺切に

あるいは正☜にླྀ㏙していないことがあ

げられる。なࡐなら、ᑡなくとも一部で、

教ᖌが自身のࣞࣜࢪエࣥスを☜❧する方

ἲは、本᮶的に日ࠎのᑓ㛛的な生άの中に

ᇙめ㎸まれているというㄆ㆑がḞけてい

るからである。ࡑれは、」㞧で、⥅⥆的で、

変ື的なࢭࣟࣉスである。ࡑれは、⫋場と

ಶே的な要ᅉの⤌ྜࡳわせのᙳ㡪を受け、

また、ࡑれらを⟶⌮する教ᖌやࣜーࢲーの

ㄆ▱的・感᝟的⬟力によってᙳ㡪される。

教ᖌのもつࣞࣜࢪエࣥスは、教⫋の⌧実の

日ࠎのᣮᡓをやりくりする㈨㉁に㛵わる。

授業の㉁を㏻して、生ᚐたࡕす࡭ての成長

と学業㐩成を☜かにするというỴ意と୪

んで、㐨ᚨ的┠的やࢣアの感ぬを⥔ᣢする

ことである。これが、ᡃ ࢪが「日ᖖのࣞࠎ

ࣜエࣥス」というゝⴥを౑う⌮⏤である。 
 �つ┠に、教ᖌのࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁は、

生得的なものではなく、教ᖌの仕事と生ά

にᇙめ㎸まれている㔜ᒙ的な㛵ಀᛶの中

でのಙ㢗のᙉさによってᙳ㡪される、とい

う先行研究でいわれていたことを෌☜ㄆ

できたことがあげられる（*X DQG 'D\� 
�00�㸹 %HOWPDQ HW DO�� �011）。教ᖌのࣞࣜࢪ

エࣥスは、㛵ಀ的で、多㠃的で、ࢲイ࣑ࢼ

ࣞ、のためࡑ。なᵓ成≀であるࢡࢵ エࣜࢪ

ࣥスを☜❧する過程は、ᑐே㛵ಀの⥙の中

にᇙめ㎸まれている。教ᖌたࡕによって▱

ぬされるࣞࣜࢪエࣥスの全⯡的なࣞ࣋ࣝ

に┦஫作⏝的にᙳ㡪する⥙の中にである。

れは、㐨ᚨ的┠的のඹ㏻⌮ゎによってືࡑ

かされる、集ᅋ的でඹྠ的なດ力の✚ࡳ㔜

れは、教ࡑ。れ自体でもあるࡑと㐃⥆ᛶࡡ

ᖌが仕事をし生άをする社会的で▱的な

⎔ቃによって育まれるのであって、自↛に

Ỵᐃされるのではない”（1���1�0 㡫） 

 まࡎ 1 つ┠の指᦬についてであるが、'D\・*X は

“⢭⚄的に、また行ືにおいて、ࣞ エࣥスであるࣜࢪ

かどうかは、ᛶ᱁、ປാ⎔ቃ、政策、子どもの行ື

によって変わる”（�� 㡫）ものであり、“ࡑうした変

໬が㉳こる≧ἣにᑐฎするಶࠎの⬟力にも、㐪いが

ある”（�� 㡫）がࡺえに、教ᖌは教授・学⩦過程に

おいて、“日ᖖ的にࣞࣜࢪエࣥトである㈨㉁をఙばす

こと、☜ᅛたる⢓りᙉさとコ࣑ࢵト࣓ࣥトを有する

こと、ࡑれらをᙉい౯್ほでᨭえること”（�� 㡫）

が要ㄳされると㏙࡭た上で、͆長きにわたって教ᖌが

最ၿの教育を┠指して教え⥆けるためには、「日ᖖ的

なࣞࣜࢪエࣥス」がᚲ要である。ࡑれは、教ᖌたࡕ

が経験する、多様な変໬の≧ἣにᛂじる⬟力だけで

はない。ᑐฎやࢧバイバࣝの⬟力だけでもない。ࡑ

れは、༑ศにࣞࣜࢪエࣥトである㈨㉁・⬟力を有し

⥆けることである。ࡑして、ࡑれは、教ᖌたࡕに最

ၿの教育を┠指すことをྍ⬟にしてくれる▱㆑やᙉ

い㐨ᚨ的┠的とともに、ᕼᮃや見㏻しをもࡕ⥆けら

れる⬟力であるといえる （͇�� 㡫）と⤖論࡙ける。 

また、͆⥅⥆的にබ式、非බ式にᑓ㛛的な学ࡧやࡑ

の成長の機会をᥦ౪できることが㔜要である。ࡑの

⤖果、教ᖌは、教える㈨㉁を☻き、教ᐊ内外でᑓ㛛

ᐙとしてのࣞ࣋ࣝをᣑᙇし、これらを㏻じて、ᑓ㛛

を㐙行するᙉい意㆑をᴦしࡴことをし⥆けることが

できる （͇1���1�� 㡫）と指᦬した上で、“このよう

な教ᖌのㄝ᫂は、ࣞࣜࢪエࣥスが生きṧるためのఱ

か௨上のものであることを、ᡃࠎに☜ಙさせてくれ

る”（1���1�� 㡫）と㏙࡭る。こうしたㅖ要ᅉによっ

てࣞࣜࢪエࣥスがྥ上した教員は、“▱的、文໬的、

社会的⎔ቃの中でᨵၿすることにດめる⬟ື的なᑓ

㛛ᐙ”（1���1�� 㡫）であるとㄝ᫂する。 

この指᦬には、これまでの多くのࣞࣜࢪエࣥス研究

において༙ば当↛どされていた「༴機」という前ᥦ

だけではない、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᑕ程のᗈさにᑐ

するㄆ㆑が᫂☜に表᫂されている。 

 次に � Ⅼ┠の指᦬であるが、'D\・*X は͆教ᖌの

世⏺は様ࠎなᙺ割㛵ಀでᵓ成 （͇11 㡫）されており、

な㛵ಀ者ࠎこには、学校という社会的⤌⧊－様ࡑ͆

（ステーࢲࣝ࣍ࢡー）間のᨭ᥼的でಙ㢗のあるྠ൉

的な㛵ಀ－が、教ᖌの集ᅋ的な力、コ࣑ࢵト࣓ࣥト、

有⬟さをಁ進する͇という┦஫㛵ಀ的なᵓᅗが存ᅾ

するという。ࡑしてᙼらはࡑのᅗ式を͆ࣞࣜࢪエࣥ

スの㛵ಀࣔࣝࢹ （͇1� 㡫）と࿧ࡑ、ࡧのᴫᛕ的長ᡤ
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る」⬟力として、ᗈく┤ࡕ❧ࡄ㏉す、すࡡ

౑われるࣞࣜࢪエࣥスのᐃ義は、教ᖌのも

つࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁を、ᚲࡎしも㐺切に

あるいは正☜にླྀ㏙していないことがあ

げられる。なࡐなら、ᑡなくとも一部で、

教ᖌが自身のࣞࣜࢪエࣥスを☜❧する方

ἲは、本᮶的に日ࠎのᑓ㛛的な生άの中に

ᇙめ㎸まれているというㄆ㆑がḞけてい

るからである。ࡑれは、」㞧で、⥅⥆的で、

変ື的なࢭࣟࣉスである。ࡑれは、⫋場と

ಶே的な要ᅉの⤌ྜࡳわせのᙳ㡪を受け、

また、ࡑれらを⟶⌮する教ᖌやࣜーࢲーの

ㄆ▱的・感᝟的⬟力によってᙳ㡪される。

教ᖌのもつࣞࣜࢪエࣥスは、教⫋の⌧実の

日ࠎのᣮᡓをやりくりする㈨㉁に㛵わる。

授業の㉁を㏻して、生ᚐたࡕす࡭ての成長

と学業㐩成を☜かにするというỴ意と୪

んで、㐨ᚨ的┠的やࢣアの感ぬを⥔ᣢする

ことである。これが、ᡃ ࢪが「日ᖖのࣞࠎ

ࣜエࣥス」というゝⴥを౑う⌮⏤である。 
 �つ┠に、教ᖌのࣞࣜࢪエࣥスのᛶ㉁は、

生得的なものではなく、教ᖌの仕事と生ά

にᇙめ㎸まれている㔜ᒙ的な㛵ಀᛶの中

でのಙ㢗のᙉさによってᙳ㡪される、とい

う先行研究でいわれていたことを෌☜ㄆ

できたことがあげられる（*X DQG 'D\� 
�00�㸹 %HOWPDQ HW DO�� �011）。教ᖌのࣞࣜࢪ

エࣥスは、㛵ಀ的で、多㠃的で、ࢲイ࣑ࢼ

ࣞ、のためࡑ。なᵓ成≀であるࢡࢵ エࣜࢪ

ࣥスを☜❧する過程は、ᑐே㛵ಀの⥙の中

にᇙめ㎸まれている。教ᖌたࡕによって▱

ぬされるࣞࣜࢪエࣥスの全⯡的なࣞ࣋ࣝ

に┦஫作⏝的にᙳ㡪する⥙の中にである。

れは、㐨ᚨ的┠的のඹ㏻⌮ゎによってືࡑ

かされる、集ᅋ的でඹྠ的なດ力の✚ࡳ㔜

れは、教ࡑ。れ自体でもあるࡑと㐃⥆ᛶࡡ

ᖌが仕事をし生άをする社会的で▱的な

⎔ቃによって育まれるのであって、自↛に

Ỵᐃされるのではない”（1���1�0 㡫） 

 まࡎ 1 つ┠の指᦬についてであるが、'D\・*X は

“⢭⚄的に、また行ືにおいて、ࣞ エࣥスであるࣜࢪ

かどうかは、ᛶ᱁、ປാ⎔ቃ、政策、子どもの行ື

によって変わる”（�� 㡫）ものであり、“ࡑうした変

໬が㉳こる≧ἣにᑐฎするಶࠎの⬟力にも、㐪いが

ある”（�� 㡫）がࡺえに、教ᖌは教授・学⩦過程に

おいて、“日ᖖ的にࣞࣜࢪエࣥトである㈨㉁をఙばす

こと、☜ᅛたる⢓りᙉさとコ࣑ࢵト࣓ࣥトを有する

こと、ࡑれらをᙉい౯್ほでᨭえること”（�� 㡫）

が要ㄳされると㏙࡭た上で、͆長きにわたって教ᖌが

最ၿの教育を┠指して教え⥆けるためには、「日ᖖ的

なࣞࣜࢪエࣥス」がᚲ要である。ࡑれは、教ᖌたࡕ

が経験する、多様な変໬の≧ἣにᛂじる⬟力だけで

はない。ᑐฎやࢧバイバࣝの⬟力だけでもない。ࡑ

れは、༑ศにࣞࣜࢪエࣥトである㈨㉁・⬟力を有し

⥆けることである。ࡑして、ࡑれは、教ᖌたࡕに最

ၿの教育を┠指すことをྍ⬟にしてくれる▱㆑やᙉ

い㐨ᚨ的┠的とともに、ᕼᮃや見㏻しをもࡕ⥆けら

れる⬟力であるといえる （͇�� 㡫）と⤖論࡙ける。 

また、͆⥅⥆的にබ式、非බ式にᑓ㛛的な学ࡧやࡑ

の成長の機会をᥦ౪できることが㔜要である。ࡑの

⤖果、教ᖌは、教える㈨㉁を☻き、教ᐊ内外でᑓ㛛

ᐙとしてのࣞ࣋ࣝをᣑᙇし、これらを㏻じて、ᑓ㛛

を㐙行するᙉい意㆑をᴦしࡴことをし⥆けることが

できる （͇1���1�� 㡫）と指᦬した上で、“このよう

な教ᖌのㄝ᫂は、ࣞࣜࢪエࣥスが生きṧるためのఱ

か௨上のものであることを、ᡃࠎに☜ಙさせてくれ

る”（1���1�� 㡫）と㏙࡭る。こうしたㅖ要ᅉによっ

てࣞࣜࢪエࣥスがྥ上した教員は、“▱的、文໬的、

社会的⎔ቃの中でᨵၿすることにດめる⬟ື的なᑓ

㛛ᐙ”（1���1�� 㡫）であるとㄝ᫂する。 

この指᦬には、これまでの多くのࣞࣜࢪエࣥス研究

において༙ば当↛どされていた「༴機」という前ᥦ

だけではない、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᑕ程のᗈさにᑐ

するㄆ㆑が᫂☜に表᫂されている。 

 次に � Ⅼ┠の指᦬であるが、'D\・*X は͆教ᖌの

世⏺は様ࠎなᙺ割㛵ಀでᵓ成 （͇11 㡫）されており、

な㛵ಀ者ࠎこには、学校という社会的⤌⧊－様ࡑ͆

（ステーࢲࣝ࣍ࢡー）間のᨭ᥼的でಙ㢗のあるྠ൉

的な㛵ಀ－が、教ᖌの集ᅋ的な力、コ࣑ࢵト࣓ࣥト、

有⬟さをಁ進する͇という┦஫㛵ಀ的なᵓᅗが存ᅾ

するという。ࡑしてᙼらはࡑのᅗ式を͆ࣞࣜࢪエࣥ

スの㛵ಀࣔࣝࢹ （͇1� 㡫）と࿧ࡑ、ࡧのᴫᛕ的長ᡤ
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とࡑの特㉁を௨下のように㏙࡭る。 

͆まࡎ教ᖌのᑓ㛛的な世⏺の中では、㛵ಀ

的ᛶ㉁やᑓ㛛集ᅋの中で࢙࢘ࣝࣅーイࣥ

ト࣓ࣥトの感ぬを⥔ᣢᨭ᥼すࢵやコ࣑ࢢ

る㛵ಀの㔜要ᛶがㄆめられるⅬである。�
つ┠は、教ᖌの仕事や生άの中ᚰに㛵ಀを

⨨くことによって、ྠ ൉ᛶ・ຠ力感・有⬟

さにᑐする集ᅋ的な感ぬが、ࡑの参加的、

協ྠ的なດ力の 1 つの⤖果として表れる

Ⅼである。（中␎）最後は、特にゝえるこ

とであるが、校長のᙺ割がとても㔜要であ

ることへ┠がྥけられるⅬである。つまり

学⩦にྥけて協ྠ的なດ力を育てるዲま

しい⤌⧊的なᵓ㐀や᮲௳を作るときの校

長のᙺ割は、教ᖌにとって子どもたࡕを㐩

成や成ຌさせたいという感ぬに⮳るうえ

で、とても㔜要であるⅬがㄆめられる（͇1�
㡫） 

エࣥスは、ಶேに内ᅾする特ᛶでࣜࢪࣞ͆

はない。ࡴしࢁ、┦ᑐ的、発㐩的、ື的な

ものであり、文⬦にᙳ㡪されるものである。

（中␎）ࣞࣜࢪエࣥト的ᛶ㉁は、㐺切で、

実㊶的な、ಖㆤ要ᅉがᥦ౪されることによ

って学⩦され、⋓得され、ࡑして実行され

る。ࡑれらの要ᅉとは、学校の⟶⌮⫋が高

い期ᚅをᢪいているといったࢣアࣜࣥࢢ

やいたわりの⢭⚄にᇶ࡙く教育的≧ἣ、㇏

かな学⩦⎔ቃ、ᨭ᥼的な社会的コ࣑ࣗࢽテ

ィやᨭ᥼的な௰間㛵ಀなどである（͇��㡫） 

ここでも、ಶேࣞࣜࢪエࣥスにおける文⬦の㔜要ᛶ

がㄒられているとともに、新たなഃ㠃として「教ᖌ

のಶேࣞࣜࢪエࣥスをಁ進する要ᅉとしての校長」

というアࢱࢡー要ᅉがᥦ♧されていることがわかる。 

ーの存ࢲエࣥスにᑐするࣜーࣜࢪうした教員ࣞࡑ 

ᅾは、非ᖖに㔜要であるとᙼらは୺ᙇする。 

͆学校文໬、特に⟶⌮⫋は、教ᖌのコ࣑ࢵ

ト࣓ࣥトやࣞࣜࢪエࣥスを✚ᴟ的にಁし

ていく᮲௳をつくるうえで、まさに⫯ᐃ的

あるいはྰᐃ的なᙺ割を果たしている。ࡑ

れらは、ಶே的また⤌⧊的に᫂らかにされ

ているࢽーࢬやඃ先事㡯にᑐして、ࡑの学

れをᨭ᥼してࡑ、や発㐩の機会をつくりࡧ

いくことを、一㈏してᙉㄪしていくことに

よって、ࡑのᙺ割を果たしているのである͇

（130 㡫） 

こうしたࣜーࢲーにᚲ要な᮲௳として、ᙼらは͆ス

、と自ᕫຠ力感を有しࣥࣙࢩー࣋ࢳが高いࣔࣇࢵࢱ

コ࣑ࢵトし、ࣞࣜࢪエࣥトであることを☜実にする

という᫂☜な㈐௵を有するため、自身もまたᙉᅛな

ຠ力感とࣞࣜࢪエࣥスの感ぬを感じている（͇1�0 㡫）

ことをồめる。ࡑれにేせて、教員のಶேࣞࣜࢪエ

ࣥスྥ上に成ຌしている校長にඹ㏻のጼໃについて

ㄝ᫂を進める。 

͆1㸬ࡑうすることによって⬤ᙅᛶ（ࣦ࢓

、ࡎティ）が生じるにもかかわらࣜࣅラࢿࣝ

᫂☜な教育的౯್にᇶ࡙きࣜスࢡを㈇う

意ḧ㸸成ຌしている校長たࡕの間に存ᅾす

るᛶ㉁は、政ᗓのẚ㍑的⊃い฿㐩┠ᶆの実

⌧の㑂Ᏺというよりは、教えることと学⩦

者に内ᅾしたり外ᅾしたりする㐨ᚨ的よ

さ（PRUDO JRRG）と学ࡪことのቃ⏺へのᣮ

ᡓという興味につきまとうࣜスࢡを受け

入れていることである。 
�㸬学ࡧに㛵するᴦほ୺義㸸教ᖌの学ࡧに

㛵するᴦほ୺義は、教ᖌの「自ศたࡕはຠ

果的に教えることができる、生ᚐは学ࡪこ

とができる、ಖㆤ者は教ᖌが学⩦を᥎し進

めることができるようᨭ᥼してくれる」と

いう、ಶே的・集ᅋ的ಙᛕとᐃ義されてき

た（%HDUG HW DO�� �010）。 
3㸬ಙ㢗㸸⤌⧊におけるಙ㢗をᵓ⠏するこ

とを┠ᶆとするᡓ␎を᥇⏝するならば、ࣜ

ーࢲーは௚者をಙ㢗するᚲ要がある。した

がって、校長のಙ㢗には次の � ✀㢮で異な

ってくる。自身の仕事や⤌⧊にᑐするಶே

のື機࡙けやコ࣑ࢵト࣓ࣥトをྥ上させ

ることを┠的とする場ྜ、スࣇࢵࢱからの

校長のಙ㢗は೔⌮的となる。一方、ಶேの

コストや฼┈をẼにしないで特ᐃのࢱイ

࣒スࣗࢪࢣーࣝで課業を完了することを

┠的とする場ྜ、校長のಙ㢗は実際的また

は実⏝的となる。 
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�㸬期ᚅ㸸期ᚅ（+RSH）は、また、┦஫に

㛵㐃のある㸲✀のᚰ⌮的㈨※によるᵓ成

ᴫᛕの 1 つであることが᫂らかにされて

いる。ࡑれは、経᫬的࢙࢘ࣝࣅーイࣥࢢ、

ຠ力感、ᴦほ୺義、ࣞࣜࢪエࣥスである

（$YH\ HW DO�� �010）”（1���1�� 㡫） 

͆教ᖌとྠ様、ࣞ エࣥトであり、コ࣑ࣜࢪ

ーの行ືをಖࢲトしている多くのࣜーࢵ

っているのは、より高度で、῝ῡで、ࢩス

テ࣒的なつᶍで、変໬をもたらす機会であ

る。これらのᙉい㐨ᚨ的┠的意㆑の感ぬは、

Ⰻዲなࣜーࢲーࣉࢵࢩのᚰ⮚部である͇

（1���160 㡫） 

このように、'D\・*X の୺ᙇには、ձ「༴機」だけ

に過度に↔Ⅼを当て過ぎるࣞࣜࢪエࣥスほではなく、

日ᖖのࣞࣜࢪエࣥスもྵめたよりໟᣓ的なᴫᛕᵓ⠏

をしていくᚲ要がある、ղಶேのࣞࣜࢪエࣥスとい

うࣞ࣋ࣝにおいても、ࡑれが⨨かれている文⬦によ

ってࡑのᛶ㉁が変わるということ、ճಶேࣞࣜࢪエ

ࣥスのᙧ成・⥔ᣢ・ྥ上において、アࢱࢡー要⣲、

特にࣜーࢲーの存ᅾが大きいこと、というこれまで

のࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕにࡑのᣑᙇを㏕るどⅬが一㈏し

ていることが⌮ゎできる。 

㻌

6㸬⤖ㄒ 

 

 ここまで、ᑐ㇟となるアࢱࢡーのᛶ㉁・つᶍによ

って区ศする方ἲで、ㅖศ㔝におけるࣞࣜࢪエࣥス

研究についてࣞࣗࣅーをしてきた。ࡑの⤖果として、

ձどのࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスにおいても、ᇶ本的に

は「༴機からのᅇ᚟」というどⅬに㔜きを⨨いたᙧ

でのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᢕᥱがなされていたこと、

ղ生ែ⣔ࣞࣜࢪエࣥスにおいては、༴機にᑐしての

反ᛂ（生ែ⣔ࢩステ࣒の非⥺ᙧ的ᛶ㉁）がࡑのㄝ᫂

のṤどを༨めていたが、アࢱࢡーの中ᚰが「ே間」

となる、ࡑれ௨下のࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスで

は、ࡑうした「ᅇ᚟」という⌧≧᚟ᖐ的どⅬだけで

なく、ࡑこから先の「成長・発ᒎ」というᑗ᮶的な

᫬Ⅼにまでࡑのᑕ程がᗈげられるഴྥが見られたこ

と、ճ社会ࢩステ࣒より下のࣞ࣋ࣝでのࣞࣜࢪエࣥ

スにおいては、ࣞࣜࢪエࣥスが日ᖖ・平᫬において

もࡑのຠ果を発᥹するため、ᑐ㇟の全過程をໟᣓし

たど㔝でࣞࣜࢪエࣥスをᤊえていくᚲ要があること、

մྠじ఩┦のࣞࣜࢪエࣥスにおいても、ࡑれが⨨か

れている文⬦によってࡑの有り様が変わっていくこ

と、յ⤌⧊・ಶேのࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスに

ついてよりᙉㄪされていたこととして、ࣞࣜࢪエࣥ

スにᙳ㡪をあたえる存ᅾとしての「ே」というアࢡ

ー要ᅉが㔜どされていたこと、のࢱ � Ⅼが♧された。 

 最後にこうした⤖果を㋃まえて、学校⤌⧊におけ

るࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝を⪃えると、検討す࡭き

Ⅼとして次の 3 Ⅼをᣲげる。 

 まࡎ㸯Ⅼ┠として、学校⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥスは、

これまでのࣞࣗࣅーにἢって⪃えると、┤᥋的には

でもってᤊえていくことࡳ⤌エࣥスのᯟࣜࢪࣞ⧊⤌

が㐺していると⪃えられる。ࡑの際、中原ら（�01�）
がᣲげていた「ㄆ▱的ࣞࣜࢪエࣥス」「行ື的ࣞࣜࢪ

エࣥス」「文⬦的ࣞࣜࢪエࣥス」というᑻ度は有ຠで

あると⪃えられる。多くの⤌⧊行ືにおいて、「ㄆ▱

Ѝ行ື」というࢭࣟࣉスは一⯡的なࣟࣇーであり、

の場の「文⬦」が多ศにᙳ㡪を୚えているࡑれにࡑ

というᵓᅗでもって学校⤌⧊をᤊえていくことは༑

ศㄝ得的であると⪃えられる。また、=ROOL（�013）
らがᣲげていた⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスにおけるᗄつかの

ᑻ度も、⤌⧊行ືのㅖ┦をᤊえる参⪃になると思わ

れる。ణし、ここでẼを௜けておく࡭きⅬとしては、

うした⤌⧊ືែには大きな変໬が㉳こっていないࡑ

「日ᖖ」にこࣜࢪࣞࡑエࣥスの※Ἠが備わっている

というどⅬをᛀれないことである。また、⳥地（�013）
がᥦ♧していた「ࢳー࣒ࣞࣜࢪエࣥス」というᯟ⤌

⧊⤌も非ᖖに有⏝であると思われる。特に、学校ࡳ

においてはྛ学年・ྛ教科・ྛศᤸごとで「1 つの

⤌⧊໬」することが多く、ࢳー࣒༢఩でのࣞࣜࢪエ

ࣥスを見ることの方がより㐺切な場㠃も多いように

⪃えられる。 

 次に � Ⅼ┠として、学校⤌⧊の特Ṧᛶを加味した

エࣥスᴫᛕのᵓ⠏がᚲ要であるということでࣜࢪࣞ

ある。先に学校⤌⧊におけるࣞࣜࢪエࣥスをศᯒす

る際のᯟ⤌ࡳとして⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスをᥦ♧したが、

⌧ᅾの学校経Ⴀの文⬦では、地ᇦやಖㆤ者と㐃携し

て学校࡙くりを志ྥするὶれが୺であり、ࡑのこと

を㋃まえると、社会ࢩステ࣒－特にコ࣑ࣗࢽティࣞ

1�2
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�㸬期ᚅ㸸期ᚅ（+RSH）は、また、┦஫に

㛵㐃のある㸲✀のᚰ⌮的㈨※によるᵓ成

ᴫᛕの 1 つであることが᫂らかにされて

いる。ࡑれは、経᫬的࢙࢘ࣝࣅーイࣥࢢ、

ຠ力感、ᴦほ୺義、ࣞࣜࢪエࣥスである

（$YH\ HW DO�� �010）”（1���1�� 㡫） 

͆教ᖌとྠ様、ࣞ エࣥトであり、コ࣑ࣜࢪ

ーの行ືをಖࢲトしている多くのࣜーࢵ

っているのは、より高度で、῝ῡで、ࢩス

テ࣒的なつᶍで、変໬をもたらす機会であ

る。これらのᙉい㐨ᚨ的┠的意㆑の感ぬは、

Ⰻዲなࣜーࢲーࣉࢵࢩのᚰ⮚部である͇

（1���160 㡫） 

このように、'D\・*X の୺ᙇには、ձ「༴機」だけ

に過度に↔Ⅼを当て過ぎるࣞࣜࢪエࣥスほではなく、

日ᖖのࣞࣜࢪエࣥスもྵめたよりໟᣓ的なᴫᛕᵓ⠏

をしていくᚲ要がある、ղಶேのࣞࣜࢪエࣥスとい

うࣞ࣋ࣝにおいても、ࡑれが⨨かれている文⬦によ

ってࡑのᛶ㉁が変わるということ、ճಶேࣞࣜࢪエ

ࣥスのᙧ成・⥔ᣢ・ྥ上において、アࢱࢡー要⣲、

特にࣜーࢲーの存ᅾが大きいこと、というこれまで

のࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕにࡑのᣑᙇを㏕るどⅬが一㈏し

ていることが⌮ゎできる。 

㻌

6㸬⤖ㄒ 

 

 ここまで、ᑐ㇟となるアࢱࢡーのᛶ㉁・つᶍによ

って区ศする方ἲで、ㅖศ㔝におけるࣞࣜࢪエࣥス

研究についてࣞࣗࣅーをしてきた。ࡑの⤖果として、

ձどのࣞ࣋ࣝのࣞࣜࢪエࣥスにおいても、ᇶ本的に

は「༴機からのᅇ᚟」というどⅬに㔜きを⨨いたᙧ

でのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕのᢕᥱがなされていたこと、

ղ生ែ⣔ࣞࣜࢪエࣥスにおいては、༴機にᑐしての

反ᛂ（生ែ⣔ࢩステ࣒の非⥺ᙧ的ᛶ㉁）がࡑのㄝ᫂

のṤどを༨めていたが、アࢱࢡーの中ᚰが「ே間」

となる、ࡑれ௨下のࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスで

は、ࡑうした「ᅇ᚟」という⌧≧᚟ᖐ的どⅬだけで

なく、ࡑこから先の「成長・発ᒎ」というᑗ᮶的な

᫬Ⅼにまでࡑのᑕ程がᗈげられるഴྥが見られたこ

と、ճ社会ࢩステ࣒より下のࣞ࣋ࣝでのࣞࣜࢪエࣥ

スにおいては、ࣞࣜࢪエࣥスが日ᖖ・平᫬において

もࡑのຠ果を発᥹するため、ᑐ㇟の全過程をໟᣓし

たど㔝でࣞࣜࢪエࣥスをᤊえていくᚲ要があること、

մྠじ఩┦のࣞࣜࢪエࣥスにおいても、ࡑれが⨨か

れている文⬦によってࡑの有り様が変わっていくこ

と、յ⤌⧊・ಶேのࣞ࣋ࣝにおけるࣞࣜࢪエࣥスに

ついてよりᙉㄪされていたこととして、ࣞࣜࢪエࣥ

スにᙳ㡪をあたえる存ᅾとしての「ே」というアࢡ

ー要ᅉが㔜どされていたこと、のࢱ � Ⅼが♧された。 

 最後にこうした⤖果を㋃まえて、学校⤌⧊におけ

るࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝を⪃えると、検討す࡭き

Ⅼとして次の 3 Ⅼをᣲげる。 

 まࡎ㸯Ⅼ┠として、学校⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥスは、

これまでのࣞࣗࣅーにἢって⪃えると、┤᥋的には

でもってᤊえていくことࡳ⤌エࣥスのᯟࣜࢪࣞ⧊⤌

が㐺していると⪃えられる。ࡑの際、中原ら（�01�）
がᣲげていた「ㄆ▱的ࣞࣜࢪエࣥス」「行ື的ࣞࣜࢪ

エࣥス」「文⬦的ࣞࣜࢪエࣥス」というᑻ度は有ຠで

あると⪃えられる。多くの⤌⧊行ືにおいて、「ㄆ▱

Ѝ行ື」というࢭࣟࣉスは一⯡的なࣟࣇーであり、

の場の「文⬦」が多ศにᙳ㡪を୚えているࡑれにࡑ

というᵓᅗでもって学校⤌⧊をᤊえていくことは༑

ศㄝ得的であると⪃えられる。また、=ROOL（�013）
らがᣲげていた⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスにおけるᗄつかの

ᑻ度も、⤌⧊行ືのㅖ┦をᤊえる参⪃になると思わ

れる。ణし、ここでẼを௜けておく࡭きⅬとしては、

うした⤌⧊ືែには大きな変໬が㉳こっていないࡑ

「日ᖖ」にこࣜࢪࣞࡑエࣥスの※Ἠが備わっている

というどⅬをᛀれないことである。また、⳥地（�013）
がᥦ♧していた「ࢳー࣒ࣞࣜࢪエࣥス」というᯟ⤌

⧊⤌も非ᖖに有⏝であると思われる。特に、学校ࡳ

においてはྛ学年・ྛ教科・ྛศᤸごとで「1 つの

⤌⧊໬」することが多く、ࢳー࣒༢఩でのࣞࣜࢪエ

ࣥスを見ることの方がより㐺切な場㠃も多いように

⪃えられる。 

 次に � Ⅼ┠として、学校⤌⧊の特Ṧᛶを加味した

エࣥスᴫᛕのᵓ⠏がᚲ要であるということでࣜࢪࣞ

ある。先に学校⤌⧊におけるࣞࣜࢪエࣥスをศᯒす

る際のᯟ⤌ࡳとして⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスをᥦ♧したが、

⌧ᅾの学校経Ⴀの文⬦では、地ᇦやಖㆤ者と㐃携し

て学校࡙くりを志ྥするὶれが୺であり、ࡑのこと

を㋃まえると、社会ࢩステ࣒－特にコ࣑ࣗࢽティࣞ

2� 

学校⤌⧊へのࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの検討 

 

࣋ࣝ－でのࣞࣜࢪエࣥスとしてᤊえていくどⅬもᚲ

要であると⪃えられる。また、当↛のことながら学

校⤌⧊は教員集ᅋで成❧している㠃があるため、教

員ಶேのࣞࣜࢪエࣥスもᤊえていくᚲ要がある。ࡑ

れに、⟶⌮⫋や࣑ドࣝࣜーࢲーのᙺ割も㋃まえた上

で㆟論を進めていくᚲ要もあࢁう。このように、ྛ

アࢱࢡー・⎔ቃとの┦஫作⏝という「㛵ಀ論的」な

 。エࣥスᴫᛕの౑⏝がồめられるといえようࣜࢪࣞ

 最後に 3 Ⅼ┠として、例えば、社会ࢩステ࣒ࣞ࣋

ࣝでのࣞࣜࢪエࣥス・⤌⧊ࣞࣜࢪエࣥスの要⣲とᣲ

がっていたࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩのような、ẚ㍑

的ࣞࣜࢪエࣥスに㢮ఝしたᴫᛕとのᕪ異໬をᅗって

いくᚲ要があるⅬである。これは教員ಶேのࣞࣜࢪ

エࣥスにおいては、「ྠ൉ᛶ」「3/&（3URIHVVLRQDO 
/HDUQLQJ &RPPXQLW\）」のようなᴫᛕにᑐしてもᚲ要

な作業であると⪃えられる。ࡑして、この作業を経

ることで、ࣞࣜࢪエࣥスᴫᛕの᭦なる⢭⦓໬がᅗら

れると⪃える。 

するにあたって検討す࡭きⅬとしては、ձࣞࣜࢪ

エࣥスᴫᛕをᢅう場ྜ、学校⤌⧊のືែ全過程をྵ

めたᙧでศᯒを進めていくᚲ要があること、ղࢯー

のような㢮ఝᴫᛕとのᕪ別໬をࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ

ᅗっていくことが今後の課題となる。 

 

ト 

 
1 例えば、大㔝（�00�）では、“校長が身につけるᚲ

要がある力㔞の第一は、「⥲ྜ的な学力ྥ上┠ᶆ・

経Ⴀᡓ␎（学校経Ⴀࣥࣙࢪࣅ）」策ᐃ力㔞である。

この学校経Ⴀࣥࣙࢪࣅとは、一⯡に（1）わが校の

長ᡤ・課題にᑐᛂした、⤌⧊ᵓ成員がඹ有できる

学校の౑࿨・౯್、（�）わが校で実⌧ྍ⬟な⤌⧊

開発（ᨵၿ）の⦓ᐦなᡓ␎が記された、ᨵ㠉の一

㐃の行程表とᤊえられている”（��� 㡫）と指᦬さ

れ、“学校経Ⴀࣥࣙࢪࣅの策ᐃ⬟力は、今次学校ᨵ

㠉で最もᙉㄪされる校長のᙺ割とゝえる”（��� 㡫）

と⤖論࡙けられている。 
� 福畠（�01�E）  
3  ྠ 13� 㡫 
� ᯞᘅ（�01�㸸1���0 㡫） 
� “自↛の見えない౯್を経῭的に᫂らかにするこ

とを㏻して、生≀多様ᛶがࣟࢢーバࣝにどれ࡯ど

の経῭的฼┈をᥦ౪しているか、生≀多様ᛶのᦆ

 
ኻおよࡧ生ែ⣔の◚ቯはどれくらい大きなコスト

になるのかをᥦ♧したᅜ際研究ࢡ࢙ࢪࣟࣉト”（ᯞ

ᘅ �01�㸸�6��� 㡫）である。 
6 本稿ᅗ 6 参↷ 
� ྠ上 
� ᯞᘅ（�01�）では“ࣞࢪー࣒・ࣇࢩトが◚ᒁ的な方

ྥに㉳こることを「࢝ࢱストࣟࣇィࢡࢵ（◚ᒁ

的）・ࣞࢪー࣒・ࣇࢩト」と࿧ࡧます”（36 㡫）と

㏙࡭ている。 
� 'H %UXLMQ（�00�）にてᥦ♧されている。 
10 志㈡（�016）では“コ࣑ࣗࢽティにおけるࣞࣜࢪ

エࣥスを高める様ࠎなアࣥࣙࢩࢡ”と表記されて

いるが、ここでいう“コ࣑ࣗࢽティ”は、本稿にお

ける「社会ࢩステ࣒」とྠ義であると⪃えられる

ため、「社会ࢩステ࣒」に表⌧を変えている。 
11 &XPPLQJ（�00�） 
1�“⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥスに㛵する研究の中で、3ROORFN� 

3DWRQ� 6PLWK� DQG 9LRODQWL（�003）は、ࣞࣜࢪエࣥス

の高いࢳー࣒について⌮ゎするために、࢞ࢿティ

イ࣋ࣥト発生前と、発生中、発生後の 3 ẁᅇにࣈ

ศけて、ྛ᫬Ⅼにおいて㔜要となる要⣲をまとめ

ている。例えば、発生前には、࣓ࣥバーの集ᅋア

イࣥࢹティティを高め、༙自治的なࢳー࣒ᵓ㐀や

⟶⌮体制を☜❧することで、⤌⧊が༴機に┤㠃し

た際にも✚ᴟ的、かつ୺体的に問題に取り⤌ࡴこ

とに⧅がる。発生中にはࢳー࣒࣓ࣥࣝࢹࣔࣝࢱが

㔜要な᰾となり、ಶேがࡑれࡒれ✚ᴟ的に≧ἣㄆ

㆑し、ࡑれらの᝟ሗをⰋいコ࣑ࣗࢣࢽーࣥࣙࢩを

㏻して伝㐩しྜうことで、᝟ሗඹ有をಁすことが

ຠ果的なᑐฎ行ືに⧅がる。発生後には、集ᅋจ

集ᛶやࢯーࣆ・ࣝࣕࢩア࣏ࢧート、ඹྠコーࣥࣆ

、アをしྜいࢣࣝࢱが㔜要となる。஫いに࣓ࣥࢢ

エࣜࢪー࣒ࣞࢳー࣒のまとまりをᙉめることがࢳ

ࣥスを高めることに⧅がる”（⳥地 �013㸸����� 㡫） 
ー࣒ࢳエࣥス行ືは、࣓ࣥバーのࣜࢪー࣒ࣞࢳ“ 13

や௚の࣓ࣥバーにᑐしてのホ౯にᙳ㡪をཬࡰすだ

けではなく、ࡑれらを፹介して、ಶࠎேの⫋務ࣞ

ࣈティࢪト࣓ࣥトに࣏ࢵエࣥスや、⫋務コ࣑ࣜࢪ

なᙳ㡪をཬࡰすことも♧၀された”（⳥地 �013㸸 
1�1 㡫）と⤖論࡙けている。 

1� ͆6FKORVVEHUJ（1���）は、ே生の㌿機というもの

が᫬に「ே生の㐨程」「ே生の㝵ẁ」といったẚ႘

によって表⌧されることは、ே生を全体的にᤊえ

る上で参⪃になるものの、ᚲࡎしもࡑの㌿᥮Ⅼが

年㱋とともに順ᗎⰋくᕠってくるとも㝈らないと

㏙࡭る （͇中原ら �01�㸸� 㡫） 
1� 平㔝（�010）によれば㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥスと⋓得 

1�3

学ᰯ⤌⧊࡬のࣞࢫ࢚ࣥࣜࢪᴫᛕの㐺⏝ྍ⬟ᛶの᳨ウ
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 的ࣞࣜࢪエࣥスは、௨下のようにㄝ᫂される。 
 （10��10� 㡫） 
 ձ㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス要ᅉ㸸ストࣞスやയつきを 
  もたらす≧ἣ下で感᝟的に振りᅇされࢪ࣏、ࡎ 
  ティࣈに、ࡑのストࣞスをᡴ◚するような新た 
  な┠ᶆにẼᣢࡕを切り᭰え、࿘ᅖの࣏ࢧートを 
  得ながらࡑれを㐩成できるようなᅇ᚟力 
  ・ᴦほᛶ㸸「ᑗ᮶にᑐして不安をもたࡎ、⫯ᐃ的 
       な期ᚅをもって行ືできる力」 
  ・⤫ᚚ力㸸もともと不安がᑡなく、࢞ࢿティࣈ 
       な感᝟や生⌮的な体ㄪに振りᅇされ 
 にコࣥトࣟーࣝできる力ࡎ       
  ・行ື力㸸┠ᶆや意ḧを、もともとのᚸ⪏力に 
       よってດ力して実行できる力 
  ・社஺ᛶ㸸もともと見▱らࡠ௚者にᑐする不安 
       やᜍᛧがᑡなく、௚者との㛵わりを 
       ዲࡳ、コ࣑ࣗࢣࢽーࣥࣙࢩを取れる 
       力 
 ղ⋓得的ࣞࣜࢪエࣥス要ᅉ㸸自ศのẼᣢࡕや⪃え 
  をᢕᥱすることによって、ストࣞス≧ἣをどう 
  ᨵၿしたいのかという意志をもࡕ、自ศと௚者 
  の཮方のᚰ⌮への⌮ゎを῝めながら、ࡑの⌮ゎ 
  をゎỴにつなげ、❧ࡕ┤っていく力 
  ・問題ゎỴ志ྥ㸸≧ἣをᨵၿするために、問題 
          を✚ᴟ的にゎỴしようとする  
          意志をもࡕ、ゎỴ方ἲを学ࡰ 
          うとする力 
  ・自ᕫ⌮ゎ㸸自ศの⪃えや、自ศ自身について 
        ⌮ゎ・ᢕᥱし、自ศの特ᛶにྜっ 
        た┠ᶆタᐃや行ືができる力 
  ・௚者ᚰ⌮の⌮ゎ㸸௚者のᚰ⌮をㄆ▱的に⌮ゎ、 
          もしくは受容する力 
  また、⩚㈡・▼津（�01�）では 「͆㈨㉁的ࣞࣜࢪ

エࣥス」と「⋓得的ࣞࣜࢪエࣥス」について⪃ᐹす

ると、ศᯒの⤖果、「㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス」と「⋓得

的ࣞࣜࢪエࣥス」がどࡕらも高い場ྜに最もストࣞ

ス反ᛂがపまることが♧されたが、ẚ㍑的「㈨㉁的

ࢪエࣥス」のᙳ㡪力の方が大きく「⋓得的ࣞࣜࢪࣞ

ࣜエࣥス」は「㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス」のはたらきを

エࣥࣜࢪの⤖果ࣞࡑ、ートするようにはたらき࣏ࢧ

ーとしてのຠ果が高まると⪃えられる。このことࢩ

から、生まれつきの要ᅉと後ኳ的に身につける要ᅉ

がどࡕらも㔜要であると⤖論௜けられる（͇��11㡫）

と㏙࡭られている。 
16 ͆'DLO\ 8SOLIWV のᐃ義を「႐ࡧやᴦしࡳなどのẼ

ᣢࡕが高ᥭするような᝟ືや、安ሚ感や‶ࡕ㊊り

たẼศを生じさせる日ᖖのல⣽なฟ᮶事や≧ἣ、

 
およࡑࡧれらにకう᝟ືの体験や変໬であり、ಶ

ேのㄆ▱的ホ౯を経ることによってᛌ㐺さやዲ感、

‶㊊感、ᖾ福感、࣏ࢪティࣈな感᝟をもたらすも

の」とした （͇大㇂ら �016㸸� 㡫） 
 
ཧ⪃ᩥ⊩ 

Ⲩ஭ಙ成・上地຾「高校生⏝ࣞࣜࢪエࣥスᑻ度のಙ

㢗ᛶとጇ当ᛶの検討」『⟃Ἴ大学体育科学⣔紀要』

3� ᕳ、�01� 年、6���� 㡫 
▼ẟࡳどり・無⸨隆 「中学生のࣞࣜࢪエࣥスとࣃー

�1『ティ研究ࣜࢼࢯーࣃ』「ティとの㛵㐃ࣜࢼࢯ
ᕳ、3 号、�006 年、�66���0 㡫 

▼┒真ᚨ・ᒸ本Ẹኵ・୕村ᾈྐ・長田౔士・ᑠᅧⱥ

ኵ・ᑠஂಖᮃ・ᐑ本୕恵子・田上ඃె「高㱋者ྥ

けࣞࣜࢪエࣥスᑻ度作成のヨࡳ㸸生ែ学的アࣟࣉ

ーࢳ」『㏣手㛛経῭・経Ⴀ研究』�3 ᕳ、�016 年、

1�16 㡫 
࿴Ἠᾈ「地ᇦのࣞࣜࢪエࣥスにおけるࢯーࣝࣕࢩ・

と記᠈ －東日本大㟈⅏後の地ᇦコ࣑ࣝࢱࣆࣕ࢟

ティについての㆟論をもとに－」『⛅田大学教ࢽࣗ

育文໬学部研究紀要』�0 ᕳ、�01� 年、���0 㡫 
⣒長 ᾈ 「ྖ⛣ఫ・⎔ఫによる㎰村コ࣑ࣗࢽティのࣞ

 エࣥス」『㎰村計画学会ㄅ   -RXUQDO RI 5XUDOࣜࢪ
3ODQQLQJ $VVRFLDWLRQ』30 ᕳ、� 号、�01� 年 �63��66
㡫 

✄ᇉㅍ「ࣞࣜࢪエࣥス෌⪃ � ᚰ的ࢩステ࣒ の安ᐃ

をᵓ᝿する（7,(3Kࣝࢹࣔ 第 3 ࢨࢹト ⎔ቃࢵࢽࣘ

イࣥࣘࢵࢽト）」『「エコ・ࣇィࣟࣇࢯィ」研究』�
ᕳ、�01� 年、�1���33 㡫 

今஭Ⰻᗈ・㔠ᕝᖾྖ・後ᡣ㞝「コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࢪ

ࣜエࣥスとࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ㸸༡୕㝣町に

おける㟈⅏᚟興の取り⤌ࡳから」『経Ⴀと᝟ሗ㸸㟼

ᒸ┴❧大学・経Ⴀ᝟ሗ学部研究紀要』�� ᕳ、� 号、

�01� 年、1��� 㡫 
▼原⏤紀子・中୸澄子「ࣞࣜࢪエࣥスについて㸸ࡑ

のᴫᛕ� 研究のṔྐとᒎᮃ」『ᗈ島文教ዪ子大学

紀要』�� ᕳ、�00� 年、�3��1 㡫 
ᾆ㔝正ᶞ「⅏ᐖの⬤ᙅᛶとࣜࣜࢪエࣥス・ࣃラࢲイ  
࣒̿社会学のどⅬから」『ᘓ⠏㞧ㄅ』1�� ᕳ、16��
号、�01� 年、1��1� 㡫 

ᯞᘅ῟子『ࣞࣜࢪエࣥスとはఱか ఱがあってもᢡれ

174
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 的ࣞࣜࢪエࣥスは、௨下のようにㄝ᫂される。 
 （10��10� 㡫） 
 ձ㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス要ᅉ㸸ストࣞスやയつきを 
  もたらす≧ἣ下で感᝟的に振りᅇされࢪ࣏、ࡎ 
  ティࣈに、ࡑのストࣞスをᡴ◚するような新た 
  な┠ᶆにẼᣢࡕを切り᭰え、࿘ᅖの࣏ࢧートを 
  得ながらࡑれを㐩成できるようなᅇ᚟力 
  ・ᴦほᛶ㸸「ᑗ᮶にᑐして不安をもたࡎ、⫯ᐃ的 
       な期ᚅをもって行ືできる力」 
  ・⤫ᚚ力㸸もともと不安がᑡなく、࢞ࢿティࣈ 
       な感᝟や生⌮的な体ㄪに振りᅇされ 
 にコࣥトࣟーࣝできる力ࡎ       
  ・行ື力㸸┠ᶆや意ḧを、もともとのᚸ⪏力に 
       よってດ力して実行できる力 
  ・社஺ᛶ㸸もともと見▱らࡠ௚者にᑐする不安 
       やᜍᛧがᑡなく、௚者との㛵わりを 
       ዲࡳ、コ࣑ࣗࢣࢽーࣥࣙࢩを取れる 
       力 
 ղ⋓得的ࣞࣜࢪエࣥス要ᅉ㸸自ศのẼᣢࡕや⪃え 
  をᢕᥱすることによって、ストࣞス≧ἣをどう 
  ᨵၿしたいのかという意志をもࡕ、自ศと௚者 
  の཮方のᚰ⌮への⌮ゎを῝めながら、ࡑの⌮ゎ 
  をゎỴにつなげ、❧ࡕ┤っていく力 
  ・問題ゎỴ志ྥ㸸≧ἣをᨵၿするために、問題 
          を✚ᴟ的にゎỴしようとする  
          意志をもࡕ、ゎỴ方ἲを学ࡰ 
          うとする力 
  ・自ᕫ⌮ゎ㸸自ศの⪃えや、自ศ自身について 
        ⌮ゎ・ᢕᥱし、自ศの特ᛶにྜっ 
        た┠ᶆタᐃや行ືができる力 
  ・௚者ᚰ⌮の⌮ゎ㸸௚者のᚰ⌮をㄆ▱的に⌮ゎ、 
          もしくは受容する力 
  また、⩚㈡・▼津（�01�）では 「͆㈨㉁的ࣞࣜࢪ

エࣥス」と「⋓得的ࣞࣜࢪエࣥス」について⪃ᐹす

ると、ศᯒの⤖果、「㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス」と「⋓得

的ࣞࣜࢪエࣥス」がどࡕらも高い場ྜに最もストࣞ

ス反ᛂがపまることが♧されたが、ẚ㍑的「㈨㉁的

ࢪエࣥス」のᙳ㡪力の方が大きく「⋓得的ࣞࣜࢪࣞ

ࣜエࣥス」は「㈨㉁的ࣞࣜࢪエࣥス」のはたらきを

エࣥࣜࢪの⤖果ࣞࡑ、ートするようにはたらき࣏ࢧ

ーとしてのຠ果が高まると⪃えられる。このことࢩ

から、生まれつきの要ᅉと後ኳ的に身につける要ᅉ

がどࡕらも㔜要であると⤖論௜けられる（͇��11㡫）

と㏙࡭られている。 
16 ͆'DLO\ 8SOLIWV のᐃ義を「႐ࡧやᴦしࡳなどのẼ

ᣢࡕが高ᥭするような᝟ືや、安ሚ感や‶ࡕ㊊り

たẼศを生じさせる日ᖖのல⣽なฟ᮶事や≧ἣ、

 
およࡑࡧれらにకう᝟ືの体験や変໬であり、ಶ

ேのㄆ▱的ホ౯を経ることによってᛌ㐺さやዲ感、

‶㊊感、ᖾ福感、࣏ࢪティࣈな感᝟をもたらすも

の」とした （͇大㇂ら �016㸸� 㡫） 
 
ཧ⪃ᩥ⊩ 

Ⲩ஭ಙ成・上地຾「高校生⏝ࣞࣜࢪエࣥスᑻ度のಙ

㢗ᛶとጇ当ᛶの検討」『⟃Ἴ大学体育科学⣔紀要』

3� ᕳ、�01� 年、6���� 㡫 
▼ẟࡳどり・無⸨隆 「中学生のࣞࣜࢪエࣥスとࣃー

�1『ティ研究ࣜࢼࢯーࣃ』「ティとの㛵㐃ࣜࢼࢯ
ᕳ、3 号、�006 年、�66���0 㡫 

▼┒真ᚨ・ᒸ本Ẹኵ・୕村ᾈྐ・長田౔士・ᑠᅧⱥ

ኵ・ᑠஂಖᮃ・ᐑ本୕恵子・田上ඃె「高㱋者ྥ

けࣞࣜࢪエࣥスᑻ度作成のヨࡳ㸸生ែ学的アࣟࣉ

ーࢳ」『㏣手㛛経῭・経Ⴀ研究』�3 ᕳ、�016 年、

1�16 㡫 
࿴Ἠᾈ「地ᇦのࣞࣜࢪエࣥスにおけるࢯーࣝࣕࢩ・

と記᠈ －東日本大㟈⅏後の地ᇦコ࣑ࣝࢱࣆࣕ࢟

ティについての㆟論をもとに－」『⛅田大学教ࢽࣗ

育文໬学部研究紀要』�0 ᕳ、�01� 年、���0 㡫 
⣒長 ᾈ 「ྖ⛣ఫ・⎔ఫによる㎰村コ࣑ࣗࢽティのࣞ

 エࣥス」『㎰村計画学会ㄅ   -RXUQDO RI 5XUDOࣜࢪ
3ODQQLQJ $VVRFLDWLRQ』30 ᕳ、� 号、�01� 年 �63��66
㡫 

✄ᇉㅍ「ࣞࣜࢪエࣥス෌⪃ � ᚰ的ࢩステ࣒ の安ᐃ

をᵓ᝿する（7,(3Kࣝࢹࣔ 第 3 ࢨࢹト ⎔ቃࢵࢽࣘ

イࣥࣘࢵࢽト）」『「エコ・ࣇィࣟࣇࢯィ」研究』�
ᕳ、�01� 年、�1���33 㡫 

今஭Ⰻᗈ・㔠ᕝᖾྖ・後ᡣ㞝「コ࣑ࣗࢽティ・ࣞࢪ

ࣜエࣥスとࢯーࣝࢱࣆࣕ࢟・ࣝࣕࢩ㸸༡୕㝣町に

おける㟈⅏᚟興の取り⤌ࡳから」『経Ⴀと᝟ሗ㸸㟼

ᒸ┴❧大学・経Ⴀ᝟ሗ学部研究紀要』�� ᕳ、� 号、

�01� 年、1��� 㡫 
▼原⏤紀子・中୸澄子「ࣞࣜࢪエࣥスについて㸸ࡑ

のᴫᛕ� 研究のṔྐとᒎᮃ」『ᗈ島文教ዪ子大学

紀要』�� ᕳ、�00� 年、�3��1 㡫 
ᾆ㔝正ᶞ「⅏ᐖの⬤ᙅᛶとࣜࣜࢪエࣥス・ࣃラࢲイ  
࣒̿社会学のどⅬから」『ᘓ⠏㞧ㄅ』1�� ᕳ、16��
号、�01� 年、1��1� 㡫 

ᯞᘅ῟子『ࣞࣜࢪエࣥスとはఱか ఱがあってもᢡれ
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ないここࢁ、ᬽらし、地ᇦ、社会をつくる』東ὒ

経῭新ሗ社、�01� 年 
大㇂႐美Ụ・෠澤ᰤ子・⟄஭ᮎ᫓「ປാ者のࣞࣜࢪ

エࣥスに࣏ࢪティࣈなᙳ㡪を୚える要ᅉの検討」

『ᚰ身೺ᗣ科学』1� ᕳ、1 号、�016 年、1�� 㡫 
大ሯᘺ生「新௵教員がฟ会うᅔ㞴と⫋場㐺ᛂのࣟࣉ

エࣥス」『༡山大ࣜࢪから見るࣞࣈラティࢼス㸸ࢭ

学紀要『ア࣑࢝ࢹア』ே文・自↛科学編』10 ᕳ、

�01� 年、1�1�16� 㡫 
大㔝⿱ᕫ「校長の学校経Ⴀ力の自ᕫⅬ検・ホ౯」『⥲

ྜ教育力のྥ上が子どもの学力をఙばす̿学力ྥ

上のためのᇶ本ㄪᰝ �00� より』࣋ ྜ⥲教育ࢭࢵࢿ

研究ᡤ、�00� 年、������0 㡫 
大山寧寧・㔝ᮎṊ義 「ᐙ᪘ࣞࣜࢪエࣥス ᐃᑻ度の

作成およࡧಙ㢗ᛶ・ጇ当ᛶの検討」『ᐙ᪘ᚰ⌮学研

究』�� ᕳ、1 号、�013 年、����0 㡫 
ᑠሷ真  ྖ「㉁問⣬によるࣞࣜࢪエࣥスの ᐃ㸸ጇ当

ᛶのほⅬから（特集 ࣞࣜࢪエࣥスとᚰの科学）」

『⮫ᗋ⢭⚄་学』�1 ᕳ、� 号、�01� 年、1�1�1�6
㡫 

ᑠሷ真ྖ・中㇂⣲அ・㔠子一ྐ・長ᓠఙ治「࢞ࢿテ

ィࣈなฟ᮶事からの❧ࡕ┤りを導くᚰ⌮的特ᛶ 
̿⢭⚄的ᅇ᚟力ᑻ度の作成̿」『࢝࢘ࣥࢢࣥࣜࢭ研

究』3� ᕳ、�00� 年、���6� 㡫 
ᑠⰼ࿴:ULJKW ᑦ子『ᗂඣ期のࣞࣜࢪエࣥス』ࢽ࢝ࢼ

�ฟ∧、�00ࣖࢩ 年 
ⴱす真記子・⸨஭美Ἃ子「ࣞࣜࢪエࣥスのᙧ成過程㸸

ᅇ᝿された୧ぶീにὀ┠して」『㬆㛛教育大学研究

紀要』�� ᕳ、�013 年、����306 㡫 
加⸨ᩄ「⌧௦⢭⚄་学におけるࣞࣜࢪアࣥスのᴫᛕ

の意義」加⸨ᩄ編ⴭ『ࣞࣜࢪアࣥス ⌧௦⢭⚄་学

の新しいࣃラࢲイ࣒』㔠原ฟ∧、�00� 年、1��3 㡫 
⳥地  ᱻ「⤌⧊におけるࣞࣜࢪエࣥス⌮ゎの ための

ー࣒㸪⤌⧊のࢳಶே㸪̿ ࢳーࣟࣉアࣝ࣋ࣞࢳ࣐ࣝ

エࣥス̿」஑ᕞ大学 博士学఩論文、�013ࣜࢪࣞ
年 

⳥地ᱻ・山ཱྀ⿱ᖾ「⤌⧊におけるࣞࣜࢪエࣥスの⤫

ྜ的⌮ゎへの㐨ᶆ㸸᫬⣔ิとᑐ㇟ࣞ࣋ࣝの � ㍈に

よるࣞࣜࢪエࣥス研究のᩚ⌮（特集ࣞࣜࢪエス・

エࣥࢽࢪアࣜࣥࢢ㸸安全⟶⌮の研究と実㊶の過

 
去・⌧ᅾ・ᮍ᮶）」『ࣗࣄー࣐ࣥイ࢙ࣥࣇࢱース学

会ㄅ』1� ᕳ、�01� 年、103�10� 㡫 
木村富美子「ࣞࣜࢪエࣥスの⠏き方に㛵する⪃ᐹ」

『創౯大学 ㏻ಙ教育部論集』1� ᕳ、�016 年、�0�66
㡫 

ᑠᯇ原᫂哲「ಶேと⤌⧊のࣞࣜࢪエࣥスを高める」

『ே間ᕤ学』�� ᕳ、 特別号、�013 年、����� 㡫 
ᓲᏱ「ࣉࢧライ࢙ࢳーࣥ・ࣞࣜࢪエࣥス実⌧にྥけ

ての意思Ỵᐃࣔࣝࢹ（㸺特集㸼ࣜス࣓ࣥࢪࢿ࣐ࢡ

ト）」『日本᝟ሗ経Ⴀ学会ㄅ』3� ᕳ、1 号、�013 年、

����� 㡫 
ሷᓮ⏤ே・加⸨Ꮥ᫂「自↛⅏ᐖと㛵㐃ศ㔝における

エࣥス㸪⬤ᙅᛶのᐃ義について」『生⏘研究』ࣜࢪࣞ

6� ᕳ、� 号、�01� 年、6�3�6�6 㡫 
志㈡文ဢ「⅏ᐖ᚟興過程にはఱがᚲ要か㸸ࢯーࣕࢩ

・ࣝࣞ エࣥスᴫᛕを中ᚰに」『富山大学ே間発ࣜࢪ

㐩科学部紀要』10 ᕳ、� 号、 �016 年、����303 㡫 
ΎỈ美㤶『協ാ▱創㐀のࣞࣜࢪエࣥス』京都大学学

術ฟ∧会、�01� 年 
ᮡᒸ┤ே・鈴木ඞ඾・畠山᫂子「大つᶍ⅏ᐖにおけ

るコ࣑ࣗࢽティࣜスࢡとࣞࣜࢪエࣥス」『໭ᫍ学ᅬ

大学経῭学部໭ᫍ論集』3 ᕳ、1 号、�013 年、����0
㡫 

高㎷༓恵「ᗂඣのᅬ生άにおけるࣞࣜࢪエࣥス  ̿
ᑻ度の作成とᑐேⴱ⸨場㠃への反ᛂによるጇ当ᛶ

の検討 ̿」『教育ᚰ⌮学研究』�0 ᕳ、�00� 年、

�����3� 㡫 
中村有࿃・ᱵᯘཌ子・℧㔝ᥭ୕「発㐩ẁ㝵別にࡳた

本㑥におけるࣞࣜࢪエࣥス研究のືྥ－ᗂඣ期か

ら㟷年期まで－」『学校༴機と࣓ࣥࢣࣝࢱア』� ᕳ

�00� 年、3���6 㡫 
中原⩧・す村▱᫭・ఀ ⸨ᬛ ・᫂福本ಇ ・ð㈗島耕平・

高℩進・㔠஭ኖ宏「⤌⧊行ື論へのࣞࣜࢪエࣥス

ᴫᛕの導入 �ࣞ・ࢳ࣐ࣝ  ࣋ࣝでᤊえるࣞࣜࢪエࣥ

ス研究」『⚄ᡞ大学経Ⴀ学研究科'LVFXVVLRQ SDSHU 
�01�・01』�01� 年、1��1 㡫 

成ᑿ㕲ᮁ「ࣞࣜࢪエࣥスとはఱか（ᾏ外文⊩）」『ᚰ

身་学』�3 ᕳ、� 号、�013 年、��3���� 㡫 
ோ平義᫂「⅏ᐖからのࣞࣜࢪエࣥス̿⿕⅏者ഃのど

Ⅼ」『学術のືྥ』�0 ᕳ、� 号、�01� 年、����� 㡫 
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⩚㈡⚈太・▼津᠇一郎 「ಶே的要ᅉと⎔ቃ的要ᅉが

エࣥスに୚えるᙳ㡪」『教育実㊶研究㸸富山ࣜࢪࣞ

大学ே間発㐩科学研究実㊶⥲ྜࢱࣥࢭー紀要』�
ᕳ、�01� 年、��1� 㡫 

᪩田ᐓ『地ᇦ෌生・᚟興とࢯーࣕࢩ ・ࣝ࢟ 『ࣝࢱࣆࣕ

�᭩ᡣ、�01࢓ࣦࣝࢿ࣑ 年 
㔪間博ᙪ「ࣞࣜࢪエࣥスを育ࡴ学校教育㸸࢜ースト

ラࣜアでの取り⤌ࡳ（特集 ࣞࣜࢪエࣥスとᚰの科

学）」『⮫ᗋ⢭⚄་学』�1 ᕳ、� 号、�01� 年、1�1�1�6
㡫 

ᯘ᫓⏨「⅏ᐖから❧ࡕ┤る力㸻ࣞࣜࢪエࣥスを」『教

育と་学』60 ᕳ、� 号、�01� 年、63��6�1 㡫  
༙⸨㐓ᶞ・❑田順平「ࣞࣜࢪアࣥスᴫᛕ論」㤶ᆏ⋹

編『地ᇦのࣞࣜࢪアࣥス』ΎỈᘯ文ᇽ᭩ᡣ、�01�
年、�1��� 㡫 

ࣅエࣥスࣜࢪࣞ』 株式会社ࣉース࣐イࣥド・イーࣆ

『㸸「変໬にᙉい」ேと⤌⧊のつくり方ࢢィࣥࢹࣝ

ⱥ治ฟ∧、�01� 年 
平㔝真⌮「ࣞࣜࢪエࣥスの㈨㉁的要ᅉ・⋓得的要ᅉ

のศ㢮のヨࡳ�̿̿஧次ඖࣞࣜࢪエࣥス要ᅉᑻ

（%56）の作成」『ࣃーࣜࢼࢯティ研究』1� ᕳ、�
号、�010 年、���106 㡫 

福ᒸᏕ⣧・㇂本都ᰤ「地ᇦにおける子育て⎔ቃ㸸子

どものࣞࣜࢪエࣥスを育ࡴ」『ἲ政大学ス࣏ーࢶ೺

ᗣ学研究』� 号、�013 年、���6� 㡫 
福畠真治（�01�D）「企業経Ⴀ・学校経Ⴀ研究におけ

る⌮ᛕとࡑのᾐ㏱に㛵するㅖ研究のࣞࣗࣅー ̿
.DUO� (� :HLFN の⤌⧊໬⌮論・ࣥࢭス࣓ー࢟ࣥࢢ⌮

論とのẚ㍑を㍈に̿」『東京大学大学院教育学研究

科学校開発政策コース 教育行政学論叢』3� ᕳ、

�01� 年、103�13� 㡫 
福畠真治（�01�E）「බ❧高等学校における校長の経

Ⴀ⌮ᛕの⤌⧊内ᾐ㏱過程研究 Ѹ校長஺௦期に↔Ⅼ

を当ててѸ」東京大学大学院教育学研究科 修士学

఩論文、�01� 年 
⸨஭⪽編ⴭ『経῭ࣞࣜࢪエࣥスᐉゝ』日本ホ論社、

�013 年 
∾紀⏨・㝰研࿃・బᅵ原⪽・中島正ឡ・⸨஭⪽・ᕸ

㔝 修 エティ㸸東日本大㟈ࢧࢯ・エࣥトࣜࢪࣜྖ」

⅏を㋃まえて（ᗙㄯ会� 第 1 部 ࣜࣜࢪエࣥト・ࢯ

 
エティとは� 㸺特集㸼東日本大㟈⅏ࢧ 1 ࿘年ࣜࢪ

ࣜエࣥト・ࢧࢯエティ）」『ᘓ⠏㞧ㄅ』1�� ᕳ、 16��
号、�01� 年、1��1� 㡫 

୸山宏・/HJDVSL 5REHUWR・༡࿴宏「ࣞࣜࢪエࣥスの

エࣥスへࣜࢪノ࣑とඹ㏻ᡓ␎（㸺特集㸼ࣞࢯࢡࢱ

の₻ὶ）」『࢜࣌ࣞーࢧࣜ・ࢬࣥࣙࢩーࢳ㸸経Ⴀの

科学』�� ᕳ、� 号、�01� 年、��6���� 㡫 
୕Ꮿᗈ美「ࣞࣜࢪエࣥスに╔┠した大学生のࣃーࢯ

ティ⌮ゎ㸸文❶完成ἲと反ᵓ㐀໬㠃᥋によるࣜࢼ

検討」『創౯大学大学院紀要』3� ᕳ、�010 年、

3���3�� 㡫 
村木ⰋᏕ「ࣞࣜࢪエࣥスの⤫ྜ的⌮ゎにྥけて㸸ᴫ

ᛕ的ᐃ義とಖㆤᅉ子に╔┠して」『東京大学大学院

教育学研究科紀要』�� ᕳ、�016 年、��1���0 㡫 
๽၈・ᾆ島㝣ᮁ・ᯇᕝᘯ᫂「テ࢟スト࣐イࢢࣥࢽに

よるࣞࣜࢪエࣥスᵓ㐀ࣔࣝࢹに㛵する研究」『日本

経Ⴀᕤ学会論文ㄅ』66 ᕳ、� 号、�01� 年、6����
㡫 

$GJHU� 1� “6RFLDO DQG HFRORJLFDO UHVLOLHQFH� DUH WKH\ 
UHODWHG"” 3URJUHVV LQ +XPDQ *HRJUDSK\� 9RO���� 1R�3� 
�000� SS�3���36� 

$OGULFK� 'DQLHO 3� %XLOGLQJ 5HVLOLHQFH� 6RFLDO &DSLWDO LQ 
3RVW�'LVDVWHU 5HFRYHU\� &KLFDJR� WKH 8QLYHUVLW\ RI 
&KLFDJR 3UHVV� �01� 

$YH\� -� %�� /XWKDQV� )�� 6PLWK� 5� 0� DQG 3DOPHU� 1� 
)�“,PSDFW RI SRVLWLYH SV\FKRORJLFDO FDSLWDO RQ 
HPSOR\HH ZHOO�EHLQJ RYHU WLPH”-RXUQDO RI 
2FFXSDWLRQDO +HDOWK 3V\FKRORJ\�9RO�1�� 1R�1� 
�010�SS�1���� 

%HDUG� .� 6� +R\� :� .� DQG +R\� $� :�“$FDGHPLF 
2SWLPLVP RI ,QGLYLGXDO 7HDFKHUV� &RQILUPLQJ D QHZ 
FRQVWUXFW”7HDFKLQJ DQG 7HDFKHU (GXFDWLRQ�9RO�6��010� 
SS�1136�11�� 

%HOWPDQ� 6�� 0DQVILHOG� &� DQG 3ULFH� $� “7KULYLQJ QRW 
MXVW VXUYLYLQJ� $ UHYLHZ RI UHVHDUFK RQ WHDFKHU 
UHVLOLHQFH”(GXFDWLRQDO 5HVHDUFK 5HYLHZ�9RO�6��011� 
SS�1����0� 

%HUQDUG� %� )RVWHULQJ 5HVLOLHQF\ LQ .LGV� 3URWHFWLYH 
)DFWRUV LQ WKH )DPLO\� 6FKRRO� DQG &RPPXQLW\� 6DQ 
)UDQFLVFR� :HVW(G 5HJLRQDO  (GXFDWLRQDO 
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⩚㈡⚈太・▼津᠇一郎 「ಶே的要ᅉと⎔ቃ的要ᅉが

エࣥスに୚えるᙳ㡪」『教育実㊶研究㸸富山ࣜࢪࣞ

大学ே間発㐩科学研究実㊶⥲ྜࢱࣥࢭー紀要』�
ᕳ、�01� 年、��1� 㡫 

᪩田ᐓ『地ᇦ෌生・᚟興とࢯーࣕࢩ ・ࣝ࢟ 『ࣝࢱࣆࣕ

�᭩ᡣ、�01࢓ࣦࣝࢿ࣑ 年 
㔪間博ᙪ「ࣞࣜࢪエࣥスを育ࡴ学校教育㸸࢜ースト

ラࣜアでの取り⤌ࡳ（特集 ࣞࣜࢪエࣥスとᚰの科

学）」『⮫ᗋ⢭⚄་学』�1 ᕳ、� 号、�01� 年、1�1�1�6
㡫 

ᯘ᫓⏨「⅏ᐖから❧ࡕ┤る力㸻ࣞࣜࢪエࣥスを」『教

育と་学』60 ᕳ、� 号、�01� 年、63��6�1 㡫  
༙⸨㐓ᶞ・❑田順平「ࣞࣜࢪアࣥスᴫᛕ論」㤶ᆏ⋹

編『地ᇦのࣞࣜࢪアࣥス』ΎỈᘯ文ᇽ᭩ᡣ、�01�
年、�1��� 㡫 

ࣅエࣥスࣜࢪࣞ』 株式会社ࣉース࣐イࣥド・イーࣆ

『㸸「変໬にᙉい」ேと⤌⧊のつくり方ࢢィࣥࢹࣝ

ⱥ治ฟ∧、�01� 年 
平㔝真⌮「ࣞࣜࢪエࣥスの㈨㉁的要ᅉ・⋓得的要ᅉ

のศ㢮のヨࡳ�̿̿஧次ඖࣞࣜࢪエࣥス要ᅉᑻ

（%56）の作成」『ࣃーࣜࢼࢯティ研究』1� ᕳ、�
号、�010 年、���106 㡫 

福ᒸᏕ⣧・㇂本都ᰤ「地ᇦにおける子育て⎔ቃ㸸子

どものࣞࣜࢪエࣥスを育ࡴ」『ἲ政大学ス࣏ーࢶ೺

ᗣ学研究』� 号、�013 年、���6� 㡫 
福畠真治（�01�D）「企業経Ⴀ・学校経Ⴀ研究におけ

る⌮ᛕとࡑのᾐ㏱に㛵するㅖ研究のࣞࣗࣅー ̿
.DUO� (� :HLFN の⤌⧊໬⌮論・ࣥࢭス࣓ー࢟ࣥࢢ⌮

論とのẚ㍑を㍈に̿」『東京大学大学院教育学研究

科学校開発政策コース 教育行政学論叢』3� ᕳ、

�01� 年、103�13� 㡫 
福畠真治（�01�E）「බ❧高等学校における校長の経

Ⴀ⌮ᛕの⤌⧊内ᾐ㏱過程研究 Ѹ校長஺௦期に↔Ⅼ

を当ててѸ」東京大学大学院教育学研究科 修士学

఩論文、�01� 年 
⸨஭⪽編ⴭ『経῭ࣞࣜࢪエࣥスᐉゝ』日本ホ論社、

�013 年 
∾紀⏨・㝰研࿃・బᅵ原⪽・中島正ឡ・⸨஭⪽・ᕸ

㔝 修 エティ㸸東日本大㟈ࢧࢯ・エࣥトࣜࢪࣜྖ」

⅏を㋃まえて（ᗙㄯ会� 第 1 部 ࣜࣜࢪエࣥト・ࢯ

 
エティとは� 㸺特集㸼東日本大㟈⅏ࢧ 1 ࿘年ࣜࢪ

ࣜエࣥト・ࢧࢯエティ）」『ᘓ⠏㞧ㄅ』1�� ᕳ、 16��
号、�01� 年、1��1� 㡫 

୸山宏・/HJDVSL 5REHUWR・༡࿴宏「ࣞࣜࢪエࣥスの

エࣥスへࣜࢪノ࣑とඹ㏻ᡓ␎（㸺特集㸼ࣞࢯࢡࢱ

の₻ὶ）」『࢜࣌ࣞーࢧࣜ・ࢬࣥࣙࢩーࢳ㸸経Ⴀの

科学』�� ᕳ、� 号、�01� 年、��6���� 㡫 
୕Ꮿᗈ美「ࣞࣜࢪエࣥスに╔┠した大学生のࣃーࢯ

ティ⌮ゎ㸸文❶完成ἲと反ᵓ㐀໬㠃᥋によるࣜࢼ

検討」『創౯大学大学院紀要』3� ᕳ、�010 年、

3���3�� 㡫 
村木ⰋᏕ「ࣞࣜࢪエࣥスの⤫ྜ的⌮ゎにྥけて㸸ᴫ

ᛕ的ᐃ義とಖㆤᅉ子に╔┠して」『東京大学大学院

教育学研究科紀要』�� ᕳ、�016 年、��1���0 㡫 
๽၈・ᾆ島㝣ᮁ・ᯇᕝᘯ᫂「テ࢟スト࣐イࢢࣥࢽに

よるࣞࣜࢪエࣥスᵓ㐀ࣔࣝࢹに㛵する研究」『日本

経Ⴀᕤ学会論文ㄅ』66 ᕳ、� 号、�01� 年、6����
㡫 

$GJHU� 1� “6RFLDO DQG HFRORJLFDO UHVLOLHQFH� DUH WKH\ 
UHODWHG"” 3URJUHVV LQ +XPDQ *HRJUDSK\� 9RO���� 1R�3� 
�000� SS�3���36� 

$OGULFK� 'DQLHO 3� %XLOGLQJ 5HVLOLHQFH� 6RFLDO &DSLWDO LQ 
3RVW�'LVDVWHU 5HFRYHU\� &KLFDJR� WKH 8QLYHUVLW\ RI 
&KLFDJR 3UHVV� �01� 

$YH\� -� %�� /XWKDQV� )�� 6PLWK� 5� 0� DQG 3DOPHU� 1� 
)�“,PSDFW RI SRVLWLYH SV\FKRORJLFDO FDSLWDO RQ 
HPSOR\HH ZHOO�EHLQJ RYHU WLPH”-RXUQDO RI 
2FFXSDWLRQDO +HDOWK 3V\FKRORJ\�9RO�1�� 1R�1� 
�010�SS�1���� 

%HDUG� .� 6� +R\� :� .� DQG +R\� $� :�“$FDGHPLF 
2SWLPLVP RI ,QGLYLGXDO 7HDFKHUV� &RQILUPLQJ D QHZ 
FRQVWUXFW”7HDFKLQJ DQG 7HDFKHU (GXFDWLRQ�9RO�6��010� 
SS�1136�11�� 

%HOWPDQ� 6�� 0DQVILHOG� &� DQG 3ULFH� $� “7KULYLQJ QRW 
MXVW VXUYLYLQJ� $ UHYLHZ RI UHVHDUFK RQ WHDFKHU 
UHVLOLHQFH”(GXFDWLRQDO 5HVHDUFK 5HYLHZ�9RO�6��011� 
SS�1����0� 

%HUQDUG� %� )RVWHULQJ 5HVLOLHQF\ LQ .LGV� 3URWHFWLYH 
)DFWRUV LQ WKH )DPLO\� 6FKRRO� DQG &RPPXQLW\� 6DQ 
)UDQFLVFR� :HVW(G 5HJLRQDO  (GXFDWLRQDO 

2� 
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/DERUDWRU\�1��1 

%HUQDUG� %�)RVWHULQJ 5HVLOLHQF\ LQ &KLOGUHQ� (5,&�((&( 
'LJHVW� ('2�36����1��� 

&XPPLQJ� *� 6࡯�か“$Q ([SORUDWRU\ )UDPHZRUN IRU WKH 
(PSLULFDO 0HDVXUHPHQW RI 
5HVLOLHQFH”(FRV\VWHPV�9RO����00�� SS�������� 

&XWWHU� 6࡯�か“D SODFH�EDVHG PRGHO IRU XQGHUVWDQGLQJ 
FRPPXQLW\ UHVLOLHQFH WR QDWXUDO GLVDVWHUV”*OREDO 
(QYLURQPHQWDO &KDQJH�9RO�1�� �00��SS�����606 

&KULVWRSKHU 'D\ DQG 4LQJ *X� 5(6,/,(17 7($&+(56� 
5(6,/,(17 6&+22/6� %XLOGLQJ DQG 6XVWDLQLQJ 
4XDOLW\ LQ 7HVWLQJ 7LPHV� 5RXWOHGJH��013（ᑠᰗ࿴႐

㞝・木原ಇ行┘ヂ��01��『教ᖌと学校のࣞࣜࢪエ

ࣥス� 子どもの学ࡧをᨭえるࢳー࣒力』໭大㊰᭩

ᡣ、�01� 年） 
'H %UXMLQ� .� 0� “5HVLOLHQFH DQG IORRG ULVN 

PDQDJHPHQW”:DWHU 3ROLF\�9RO�6���00�� SS��3�66 
'H %UXLMQ� .� 0�� *UHHQ� &�� -RKQVRQ� &� 0F)DGGHQ� /� 

“(YROYLQJ &RQFHSWV LQ )ORRG 5LVN 0DQDJHPHQW� 
6HDUFKLQJ IRU D &RPPRQ /DQJXDJH”6� %HJXP� 0� -� 
6WLYH -� :� +DOO� )ORRG 5LVN 0DQDJHPHQW LQ 
(XURSH�'RUGUHFKW� 6SULQJHU��00�� SS�61��� 

ࠥ「エࣥスࣜࢪࣞ」」$'2' がᢲさࣥࢯーࣃスࢿࢪࣅ

えておく࡭き࢟ー࣡ードࠥ」『ᮍ᮶を変えるࣟࣉ

『トࢡ࢙ࢪ

（KWWSV���PLUDL�GRGD�MS�WKHPH�UHVLOLHQFH�UHVLOLHQFHBN
H\ZRUG�）�01� 年 

*DUPH]\� 1�“9XOQHUDELOLW\ UHVHDUFK DQG WKH LVVXH RI 
SULPDU\ SUHYHQWLRQ”$PHULFDQ -RXUQDO RI 
2UWKRSV\FKLDWU\� 9RO��1� 1��1�SS�101�16 

*ODVVHU� :� 6FKRROV :LWKRXW )DLOXUH� 1HZ 7RUN� +DUSHU 
	 5RZ�1�6� 

*RUGRQ� .� $�� /RQJR� 0� DQG 7ULFNHWW� 0� “)RVWHULQJ 
5HVLOLHQFH LQ &KLOGUHQ”7KH 2KLR 6WDWH 8QLYHUVLW\ 
%XOOHWLQ��000�SS�������� 

*X� 4� DQG 'D\� &�“7HDFKHUV¶ UHVLOLHQFH� $ QHFHVVDU\ 
FRQGLWLRQ IRU HIIHFWLYHQHVV”7HDFKLQJ DQG 7HDFKHU 
(GXFDWLRQ� 9RO��3��00��SS�130��1316 

+LJJLQV� *� 2� UHVLOLHQW $GXOWV� 2YHUFRPLQJ D &UXHO 3DVW� 
6DQ )UDQFLVFR� -RVVH\�%DVV�1��� 

 
+ROOLQJ� &� 6�“5HVLOLHQFH DQG 6WDELOLW\ RI (FRORJLFDO 

6\VWHP”$QQX� 5HY� (FRO� 6\VW�9RO��� 1��3�SS�1��3 
+ROOLQJ� &� 6�“(QJLQHHULQJ 5HVLOLHQFH YHUVXV (FRORJLFDO 

5HVLOLHQFH”3� &� 6FKXO]H� (QJLQHHULQJ :LWKLQ 
(FRORJLFDO &RQVWUDLQWV� :DVKLQJWRQ '&� 7KH 1DWLRQDO 
$FDGHP\ RI 6FLHQFHV� 1��6�SS�31��3 

+RZDUG� 6�� 'U\GHQ� -� DQG -RKQVRQ� %�  “&KLOGKRRG 
UHVLOLHQFH� UHYLHZ DQG FULWLTXH RI  OLWHUDWXUH”2[IRUG 
5HYLHZ RI (GXFDWLRQ�9RO���� 1R�3�1���� SS�30��3�3 

-RKQVRQ� %�� +RZDUG� 6� DQG 2VZDOG� 0� “4XDQWXI\LQJ 
DQG SULRULWL]LQJ UHVLOLHQFH�SURPRWLQJ IDFWRUV� WHDFKHU¶ 
YLHZV”3DSHU SUHVHQWHG DW WKH $XVWUDOLDQ $VVRFLDWLRQ  
IRU 5HVHDUFK LQ (GXFDWLRQ DQG 1HZ =HDODQG  
$VVRFLDWLRQ IRU 5HVHDUFK LQ (GXFDWLRQ  FRQIHUHQFH� 
0HOERXUQH�9RO����1��� 

-RUGDQ� -�“5HODWLRQDO UHVLOLHQFH”3DSHU  SUHVHQWHG RQ O 
$SULO 1��� DV SDUW RI WKH 6WRQH  &HQWUH &ROORTXLXP 
6HULHV�1��� 

-RUGDQ� -�“5HODWLRQDO UHVLOLHQFH”,Q� -� -RUGDQ DQG  
0� :DONHU �HGV��7KH &RPSOH[LW\ RI &RQQHFWLRQ�  
:ULWLQJV IURP WKH 6WRQH &HQWHU¶V -HDQ %DNHU 0LOOHU 
7UDLQLQJ ,QVWLWXWH� 1HZ <RUN� *XLOGIRUG 3UHVV� 
�00��SS�����6 

-RUGDQ� -�“5HODWLRQDO UHVLOLHQFH LQ JLUOV”,Q� 6� *ROGVWHLQ 
DQG 5� %� %URRNV �HGV� �+DQGERRN RI 5HVLOLHQFH LQ 
&KLOGUHQ� 1HZ <RUN� 1<� 6SULQJHU� �006�SS�����0 

-RUGDQ� -�“5HODWLRQDO UHVLOLHQFH LQ JLUOV”,Q� 6� *ROGVWHLQ 
DQG 5� %� %URRNV �HGV��+DQGERRN RI 5HVLOLHQFH LQ 
&KLOGUHQ ��QG HGQ�� 1HZ <RUN� 1<� 6SULQJHU� 
�01��SS��3��6 

.XPSIHU� .� /�“)DFWRUV DQG SURFHVVHV FRQWULEXWLQJ WR 
UHVLOLHQFH� 7KH UHVLOLHQFH IUDPHZRUN”,Q 0� '� *ODQW] 
	 -� /� -RKQVRQ �(GV���5HVLOLHQFH DQG GHYHORSPHQW� 
3RVLWLYH OLIH DGDSWLRQV� 1HZ <RUN� .OXZHU 
$FDGHPLF�3OHQXP�1����SS�1��±��� 

/HQJQLFN�+DOO� &� $�� %HFN� 7� ( “$GDSWLYH )LW 9HUVXV 
5REXVW 7UDQVIRUPDWLRQ� +RZ 2UJDQL]DWLRQV 5HVSRQG 
WR (QYLURQPHQWDO &KDQJH”-RXUQDO RI 
0DQDJHPHQW�9RO�31� 1R��� �00�� SS��3����� 

/XWKDU� 6� 6�“9XOQHUDELULW\ DQG UHVLOLHQF\� $ VWXG\ RI KLJK 
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ULVN DGROHVFHQWV”&KLOG 'HYHORSPHQW� 
9RO�6��1��1�SS�600�616 

/XWKDU�6�6��&LFFKHWWL�'��	%HFNHU�%�“ 7KH FRQVWUXFW RI 
UHVLOLHQFH�$ FULWLFDO HYDOXDWLRQ DQG JXLGHOLQHV IRU IXWXUH 
ZRUNV�”&KLOG 'HYHORSPHQW�9RO��1��00� SS���3��6� 

0DVWHQ� $� '�� %HVW� .� 0�� 	 *DUPH]\� 1�“5HVLOLHQFH 
DQG GHYHORSPHQW� &RQWULEXWLRQV IURP WKH VWXG\ RI 
FKLOGUHQ ZKR RYHUFRPH DGYHUVLW\”'HYHORSPHQW DQG 
3V\FKRORJ\�9RO��� 1��0�SS�������� 

0DVWHQ�$�6��+XEEDUG�-�-��*HVW�6�'��7HOOHJHQ�$��*DUPH]\
�1��	5DPLUH]� 0�“&RPSHWHQFH LQ WKH FRQWH[W RI 
DGYHUVLW\� 3DWKZD\V WR UHVLOLHQFH DQG PDODGDSWDWLRQ 
IURP FKLOGKRRG WR ODWH DGROHVFHQFH�”'HYHORSPHQW DQG 
3V\FKR SDWKRORJ\�9RO�11�1����SS�1�3�16� 

0DVWHQ� $� 6�“5HVLOLHQFH LQ GHYHORSLQJ V\VWHPV� 3URJUHVV 
DQG SURPLVH DV WKH IRXUWK ZDYH ULVHV�”'HYHORSPHQW 
DQG 3V\FKRSDWKRORJ\�9RO�1���00�� SS���1��30 

1LFKROV� :� &�“ 5RDGV WR XQGHUVWDQGLQJ IDPLO\ UHVLOLHQFH� 
1��0V WR WKH WZHQW\�ILUVW FHQWXU\� ,Q '� 6� %HFYDU
（(G�）”+DQGERRN RI )DPLO\ 5HVLOLHQFH� 1HZ <RUN� 
6SULQJHU��013� SS�3�16 

2VERUQ� $� )�“5HVLOLHQW &KLOGUHQ� $ ORQJLWXGLQDO VWXG\ RI 
KLJK DFKLHYLQJ VRFLDOO\ GLVDGYDQWDJHG FKLOGUHQ�”(DUO\ 
&KLOG 'HYHORSPHQW DQG &DUH�9RO�6��1��0�SS��3��� 

2VZDOG� 0�� -RKQVRQ� %� DQG +RZDUG� 6� “4XDQWLI\LQJ 
DQG HYDOXDWLQJ UHVLOLHQFH�SURPRWLQJ IDFWRUV ± WHDFKHU¶V 
EHOLHIV DQG SHUFHLYHG UROHV¶”5HVHDUFK LQ 
(GXFDWLRQ�9RO��0��003�SS��0�6� 

3DOPHU� 3 -� 7KH &RXUDJH WR 7HDFK� ([SORULQJ WKH ,QQHU 
/DQGVFDSH RI D 7HDFKHU¶V /LIH（10WK $QQLYHUVDU\ 
HGLWLRQ）�6DQ )UDQFLVFR� -RVVH\�%DVV��00� 

3HQFH� $� 5� �HG��(FRORJLFDO 5HVHDUFK ZLWK  &KLOGUHQ 
DQG )DPLOLHV� )URP &RQFHSWV WR 0HWKRGRORJ\� 1HZ 
<RUN� 7HDFKHUV¶ &ROOHJH 3UHVV�1��� 

3ROORFN� 6�� 3DWRQ� '�� 6PLWK� /� 0� 	 9LRODQWL� -� 
0�“7HDP UHVLOLHQFH�” 3DWRQ� '�� 9LRODQWL� -� 0� 	 
6PLWK� /� 0�� HGV� 3URPRWLQJ FDSDELOLWLHV WR PDQDJH 
SRVWWUDXPDWLF VWUHVV� 3HUVSHFWLYHV RQ 
UHVLOLHQFH��003�SS������� 

5LFKDUGVRQ� *� (�“7KH PHWDWKHRU\ RI UHVLOLHQFH DQG 

 
UHVLOLHQF\�”-RXUQDO RI FOLQLFDO SV\FKRORJ\�9RO�����00�� 
SS�30��3�1 

5RELQVRQ� 9�� +RKHSD� 0� DQG /OR\G� &�“6FRRO 
/HDGHUVKLS DQG 6WXGHQW 2XWFRPHV� ,GHQWLI\LQJ :KDW 
:RUNV DQG :K\� %HVW (YLGHQFH 6\QWKHVHV ,WHUDWLRQ
（%(6）”0LQLVWU\ RI (GXFDWLRQ� 1HZ =HDODQG� 
$YDLODEOH IURP 
KWWS���HGXFDWLRQFRXQWV�JRYW�Q]�JRWR�%(6��00� 

5RRVPDULMQ� 0� &�� =ZHWVORRW� *� ,� -� 0�� %RV� (� +� DQG 
:LH]HU� 1� 0�“([SORULQJ WHDFKHU DQG VFKRRO UHVLOLHQFH 
DV D QHZ SHUVSHFWLYH WR VROYH SHUVLVWHQW SUREOHPV LQ WKH 
HGXFDWLRQDO VHFWRU”7HDFKHUV DQG 7HDFKLQJ� 7KHRU\ DQG 
3UDFWLFH��01� 

5XWWHU� 0� “5HVLOLHQFH LQ WKH IDFH RI DGYHULW\� SURWHFWLYH 
IDFWRUV DQG UHVLOLHQFH WR SV\FKLDWULF GLVRUGHU” %ULWLVK 
-RXUQDO RI 3V\FKLDWU\�9RO�1��� 1����SS�����611 

5XWWHU� 0�“3V\FKRVRFLDO UHVLOLHQFH DQG SURWHFWLYH 
PHFKDQLVPV�”$PHULFDQ -RXUQDO RI 
2UWKRSV\FKLDWU\�9RO���� 1����SS�316�331 

5XWWHU� 0� 5LVN DQG SURWHFWLYH IDFWRUV LQ WKH GHYHORSPHQW 
RI SV\FKRSDWKRORJ\� 1HZ <RUN� &DPEULGJH�1��0� 
SS�1�1��1� 

5XWWHU� 0� *HQHV DQG %HKDYLRU� 1DWXUH�QXUWXUH ,QWHUSOD\ 
([SODLQHG� 0DOGHQ� 0$�%ODFNZHOO��006 

7KH :RUOG (FRQRPLF )RUXP “*OREDO 5LVNV �013�”UHSRUW� 
([HFXWLYH 6XPPDU\�
（KWWS���ZZZ3�ZHIRUXP�RUJ�GRFV�:()B*OREDO5LVNVB
([HFXWLYH6XPPDU\B�013�SGI）�013 

5XWWHU� 0�� 0DXJKDQ� %�� 0RUWLPRUH� 3�� 2XVWRQ� -� DQG 
6PLWK� $� )LIWHHQ 7KRXVDQG +RXUV� 6FRROV DQG 7KHLU 
(IIHFWV RQ &KLOGUHQ� &DPEULGJH� 0$� +DUYDUG 
8QLYHUVLW\ 3UHVV�1��� 

6FKORVVEHUJ� 1� 2YHUZKHOPHG � FRSLQJ ZLWK OLIH
V XSV DQG 
GRZQV� /H[LQJWRQ %RRNV�1���（Ṋ田ᆂ太・❧㔝了Ⴙ

┘ヂ『「㑅⫋社会」㌿機をάかせʊ自ᕫศᯒ手ἲ

と㌿機成ຌ事例 33』日本࣐ࣥ࣡ࣃーฟ∧、�000
年） 

6XWFOLIIH� .�0� 	 9RJXV� 7�-�“2UJDQL]LQJ IRU 
5HVLOLHQFH”,Q &DPHURQ� .�� 'XWWRQ� -�(�� 	 4XLQQ�� 
5�(� �(GV�� � 3RVLWLYH 2UJDQL]DWLRQDO 6FKRODUVKLS� 6DQ 
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ULVN DGROHVFHQWV”&KLOG 'HYHORSPHQW� 
9RO�6��1��1�SS�600�616 

/XWKDU�6�6��&LFFKHWWL�'��	%HFNHU�%�“ 7KH FRQVWUXFW RI 
UHVLOLHQFH�$ FULWLFDO HYDOXDWLRQ DQG JXLGHOLQHV IRU IXWXUH 
ZRUNV�”&KLOG 'HYHORSPHQW�9RO��1��00� SS���3��6� 

0DVWHQ� $� '�� %HVW� .� 0�� 	 *DUPH]\� 1�“5HVLOLHQFH 
DQG GHYHORSPHQW� &RQWULEXWLRQV IURP WKH VWXG\ RI 
FKLOGUHQ ZKR RYHUFRPH DGYHUVLW\”'HYHORSPHQW DQG 
3V\FKRORJ\�9RO��� 1��0�SS�������� 

0DVWHQ�$�6��+XEEDUG�-�-��*HVW�6�'��7HOOHJHQ�$��*DUPH]\
�1��	5DPLUH]� 0�“&RPSHWHQFH LQ WKH FRQWH[W RI 
DGYHUVLW\� 3DWKZD\V WR UHVLOLHQFH DQG PDODGDSWDWLRQ 
IURP FKLOGKRRG WR ODWH DGROHVFHQFH�”'HYHORSPHQW DQG 
3V\FKR SDWKRORJ\�9RO�11�1����SS�1�3�16� 

0DVWHQ� $� 6�“5HVLOLHQFH LQ GHYHORSLQJ V\VWHPV� 3URJUHVV 
DQG SURPLVH DV WKH IRXUWK ZDYH ULVHV�”'HYHORSPHQW 
DQG 3V\FKRSDWKRORJ\�9RO�1���00�� SS���1��30 

1LFKROV� :� &�“ 5RDGV WR XQGHUVWDQGLQJ IDPLO\ UHVLOLHQFH� 
1��0V WR WKH WZHQW\�ILUVW FHQWXU\� ,Q '� 6� %HFYDU
（(G�）”+DQGERRN RI )DPLO\ 5HVLOLHQFH� 1HZ <RUN� 
6SULQJHU��013� SS�3�16 

2VERUQ� $� )�“5HVLOLHQW &KLOGUHQ� $ ORQJLWXGLQDO VWXG\ RI 
KLJK DFKLHYLQJ VRFLDOO\ GLVDGYDQWDJHG FKLOGUHQ�”(DUO\ 
&KLOG 'HYHORSPHQW DQG &DUH�9RO�6��1��0�SS��3��� 

2VZDOG� 0�� -RKQVRQ� %� DQG +RZDUG� 6� “4XDQWLI\LQJ 
DQG HYDOXDWLQJ UHVLOLHQFH�SURPRWLQJ IDFWRUV ± WHDFKHU¶V 
EHOLHIV DQG SHUFHLYHG UROHV¶”5HVHDUFK LQ 
(GXFDWLRQ�9RO��0��003�SS��0�6� 

3DOPHU� 3 -� 7KH &RXUDJH WR 7HDFK� ([SORULQJ WKH ,QQHU 
/DQGVFDSH RI D 7HDFKHU¶V /LIH（10WK $QQLYHUVDU\ 
HGLWLRQ）�6DQ )UDQFLVFR� -RVVH\�%DVV��00� 

3HQFH� $� 5� �HG��(FRORJLFDO 5HVHDUFK ZLWK  &KLOGUHQ 
DQG )DPLOLHV� )URP &RQFHSWV WR 0HWKRGRORJ\� 1HZ 
<RUN� 7HDFKHUV¶ &ROOHJH 3UHVV�1��� 

3ROORFN� 6�� 3DWRQ� '�� 6PLWK� /� 0� 	 9LRODQWL� -� 
0�“7HDP UHVLOLHQFH�” 3DWRQ� '�� 9LRODQWL� -� 0� 	 
6PLWK� /� 0�� HGV� 3URPRWLQJ FDSDELOLWLHV WR PDQDJH 
SRVWWUDXPDWLF VWUHVV� 3HUVSHFWLYHV RQ 
UHVLOLHQFH��003�SS������� 

5LFKDUGVRQ� *� (�“7KH PHWDWKHRU\ RI UHVLOLHQFH DQG 

 
UHVLOLHQF\�”-RXUQDO RI FOLQLFDO SV\FKRORJ\�9RO�����00�� 
SS�30��3�1 

5RELQVRQ� 9�� +RKHSD� 0� DQG /OR\G� &�“6FRRO 
/HDGHUVKLS DQG 6WXGHQW 2XWFRPHV� ,GHQWLI\LQJ :KDW 
:RUNV DQG :K\� %HVW (YLGHQFH 6\QWKHVHV ,WHUDWLRQ
（%(6）”0LQLVWU\ RI (GXFDWLRQ� 1HZ =HDODQG� 
$YDLODEOH IURP 
KWWS���HGXFDWLRQFRXQWV�JRYW�Q]�JRWR�%(6��00� 

5RRVPDULMQ� 0� &�� =ZHWVORRW� *� ,� -� 0�� %RV� (� +� DQG 
:LH]HU� 1� 0�“([SORULQJ WHDFKHU DQG VFKRRO UHVLOLHQFH 
DV D QHZ SHUVSHFWLYH WR VROYH SHUVLVWHQW SUREOHPV LQ WKH 
HGXFDWLRQDO VHFWRU”7HDFKHUV DQG 7HDFKLQJ� 7KHRU\ DQG 
3UDFWLFH��01� 

5XWWHU� 0� “5HVLOLHQFH LQ WKH IDFH RI DGYHULW\� SURWHFWLYH 
IDFWRUV DQG UHVLOLHQFH WR SV\FKLDWULF GLVRUGHU” %ULWLVK 
-RXUQDO RI 3V\FKLDWU\�9RO�1��� 1����SS�����611 

5XWWHU� 0�“3V\FKRVRFLDO UHVLOLHQFH DQG SURWHFWLYH 
PHFKDQLVPV�”$PHULFDQ -RXUQDO RI 
2UWKRSV\FKLDWU\�9RO���� 1����SS�316�331 

5XWWHU� 0� 5LVN DQG SURWHFWLYH IDFWRUV LQ WKH GHYHORSPHQW 
RI SV\FKRSDWKRORJ\� 1HZ <RUN� &DPEULGJH�1��0� 
SS�1�1��1� 

5XWWHU� 0� *HQHV DQG %HKDYLRU� 1DWXUH�QXUWXUH ,QWHUSOD\ 
([SODLQHG� 0DOGHQ� 0$�%ODFNZHOO��006 

7KH :RUOG (FRQRPLF )RUXP “*OREDO 5LVNV �013�”UHSRUW� 
([HFXWLYH 6XPPDU\�
（KWWS���ZZZ3�ZHIRUXP�RUJ�GRFV�:()B*OREDO5LVNVB
([HFXWLYH6XPPDU\B�013�SGI）�013 

5XWWHU� 0�� 0DXJKDQ� %�� 0RUWLPRUH� 3�� 2XVWRQ� -� DQG 
6PLWK� $� )LIWHHQ 7KRXVDQG +RXUV� 6FRROV DQG 7KHLU 
(IIHFWV RQ &KLOGUHQ� &DPEULGJH� 0$� +DUYDUG 
8QLYHUVLW\ 3UHVV�1��� 

6FKORVVEHUJ� 1� 2YHUZKHOPHG � FRSLQJ ZLWK OLIH
V XSV DQG 
GRZQV� /H[LQJWRQ %RRNV�1���（Ṋ田ᆂ太・❧㔝了Ⴙ

┘ヂ『「㑅⫋社会」㌿機をάかせʊ自ᕫศᯒ手ἲ

と㌿機成ຌ事例 33』日本࣐ࣥ࣡ࣃーฟ∧、�000
年） 

6XWFOLIIH� .�0� 	 9RJXV� 7�-�“2UJDQL]LQJ IRU 
5HVLOLHQFH”,Q &DPHURQ� .�� 'XWWRQ� -�(�� 	 4XLQQ�� 
5�(� �(GV�� � 3RVLWLYH 2UJDQL]DWLRQDO 6FKRODUVKLS� 6DQ 
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)UDQFLVFR� %HUUHWW�.RHKOHU� �003� SS����110 

7DLW� 0�“5HVLOLHQFH DV D FRQWULEXWRU WR QRYLFH WHDFKHU 
VXFFHVV� FRPPLWPHQW� DQG UHWHQWLRQ”7HDFKHU (GXFDWLRQ 
4XDUWHUO\� 9RO�3�� 1R����00�� SS������ 

7HGHVKL� 5�*� 	 &DOKRXQ� /�*�“7KH 3RVWWUDXPDWLF 
*URZWK ,QYHQWRU\� 0HDVXULQJ WKH 3RVLWLYH /HJDF\ RI 
7UDXPD�”-RXUQDO RI 7UDXPDWLF 6WUHVV� 9RO��� 
1��6�SS�������1 

:DOLQ� 6WHYHQ -�0�'�� DQG 6\ELO :DOLQ 3K�'� 7KH 
5HVLOLHQW 6HOI� +RZ 6XUYLYHUV RI 7URXEOHG )DPLOLHV 
5LVH $ERYH $GYHUVLW\� 9LOODUG %RRNV�1��3（ዟ㔝

ග・ᑠ᳃ᗣỌヂ『ࢧバイバーとᚰのᅇ᚟²²㏫

ቃを஌り㉺えるための � つのࣜࣜࢪアࣥス』㔠

๛ฟ∧、�00� 年） 
:DONHU� %UDLDQ� &�6� +ROOLQJ� 6WHSKHQ 5� &DUSHQWHU� DQG 

.LQ]LJ�“5HVLOLHQFH� $GDSWDELOLW\ DQG 7UDQVIRUPDELOLW\ 
LQ 6RFLDO�HFRORJLFDO 6\VWHPV”(FRORJ\ DQG 6RFLHW\� 
�00��6HSWHPEHU 

:DONHU� %UDLDQ� DQG 'DYLG 6DOW� “5HVLOLHQFH 3UDFWLFH� 
%XLOGLQJ &DSDFLW\ WR $EVRUE 'LVWXUEDQFH DQG 0DLQWDLQ 
)XQFWLRQ�” ,VODQG 3UHVV��006 

:DQJ� 0�“1H[W VWHSV LQ LQQHU FLW\ HGXFDWLRQ� IRFXVLQJ RQ 
UHVLOLHQFH GHYHORSPHQW DQG OHDUQLQJ VXFFHVV”(GXFDWLRQ 
DQG 8UEDQ 6RFLHW\� 9RO���� 1R�3� 1����SS�������6 

:DJQLOG� *� 0 	 <RXQJ�� 0“'HYHORSPHQW DQG 
SV\FKRPHWULF HYDOXDWLRQ RI WKH 5HVLOLHQFH 
6FDOH”-RXUQDO RI 1XUVLQJ 0HDVXUHPHQW� 9RO�1� 
1��3�SS�16��1�� 

:HUQHU� (� DQG 6PLWK� 5� 9XOQHUDEOH EXW ,QYLQFLEOH� $ 
/RQJLWXGLDO 6WXG\ RI 5HVLOLHQW &KLOGUHQ DQG <RXWK� 
1HZ <RUN� $GDPV %DQQLVWHU 	 &R[�1��� 

:HVW� %� -�� 3DWHPD� -� /�� 	 &DHVWHQ� 0� .� “7HDP OHYHO 
SRVLWLYLW\� ,QYHVWLJDWLQJ SRVLWLYH SV\FKRORJLFDO 
FDSDFLWLHV DQG WHDP OHYHO RXWFRPHV”-RXUQDO RI 
2UJDQL]DWLRQDO %HKDYLRU� 9RO�30� �00��SS������6� 

$QGUHZ =ROOL DQG $QQ 0DULH +HDO\� 5HVLOLHQFH� :K\ 
7KLQJV %RXQFH %DFN� +HDGOLQH��01�（㡲ᕝ⥤子ヂ『ࣞ

イࣖࣔࣥド社、�013ࢲ『エࣥス ᚟ά力ࣜࢪ 年） 
=XFNHU� 5� $�“$OFRKRO XVH DQG WKH DOFRKRO XVH GLVRUGHUV� 

$ GHYHORSPHQWDO�ELRSV\FKRVRFLDO V\VWHPV IRUPXODWLRQ 

 
FRYHULQJ WKH OLIH FRXUVH”,Q� '� &LFFKHWWL DQG '� 
&RKHQ�HGV�� 'HYHORSPHQWDO 
3V\FKRSDWKRORJ\�9RO�3��006� SS�6�0�6�6 
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